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prologue





　ゆったりとした服の上からでもわかる、線の細い肢体。灰のようにくすんだ白の長髪。整いすぎていっそ作り物じみた目鼻立ち。表情やまとう雰囲気からして生気というものが希薄で、じっとしていれば人形と取り違えてしまいそうな女。

　正体がクリスナイフの魔剣、通称『銘めい無なし』。

　彼女は散歩にでも出かけるみたいにあっさりと告げてきた。

「明日、私は『聖剣』の材料になります」

　そうか、とヒルダは言葉少なに応こたえる。さして驚きもしなかった。半ば予想していたことだったから。

　事は昨夕、ブレア火山が噴火したことに始まる。

　火山活動の活性化によって地震が発生し、それの影響で溶岩が流出した。この何もかもを呑のみ込む“〝燃える液体”〟に、独立交易都市はまったく為なす術すべを持たなかった。しかし時を同じくしてヴァルバニル封印の任から解き放たれた『聖剣』――彼女の協力によって事態は好転。都市は危機を免れた。

　事後、当の聖剣の口から『聖剣』を鍛錬するために必要な材料が明らかにされた。

　砂鉄から作られ、祈き祷とう契約の触媒としても用いられる加工物――“〝玉たま鋼はがね”〟。

　神への憎悪を本能とし、その負の感情が凶器の形を得た悪魔――“〝魔剣”〟。

　遠い昔隕いん石せきから採取され、人知を超えた力を宿すという物質――“〝隕鉄”〟。

　これらを基礎とすることで、大陸史上最悪の人外を封じることのできる剣が成る。

　そして噴火騒動から一夜明けての今日、関係者が集められ『聖剣』の鍛錬に関する話し合いが行われていた。技術的なことはもちろん、如い何かにして主たる材料を揃そろえるかが大きな問題だったが――聖剣の発言が再び事態を動かした。

　話し合いの場には銘無しも居合わせていた。その銘無しに対し、聖剣は彼女が抱える秘密を暴いてみせたのだ。

『お前は魔剣だな？』

『肯定します』

『お前の中には隕鉄があるな？　匂においを感じるぞ』

『肯定します』

『ならば話は早い。お前と玉たま鋼はがねがあれば聖剣の材料は足りる。無論、反対はすまい？』

　今は、その夜。

　独立交易都市公務員自衛騎士団の宿舎、とある一室である。

　ヒルダ・キャヴェンディッシュは、卓を挟んで銘めい無なしの対面の椅い子すに座っている。そばかすの残る容よう貌ぼうに、背面で丁寧に編み込まれた黒い長髪の尾、卓の上に頬ほお杖づえを突いて実に陰気な目。旧群集列国出身の元奴隷戦士であり、現在は自衛騎士団に所属する女騎士だ。

「…………」

　銘無しのまったく変化しない無表情から視線を外し、ヒルダは自分の部屋をぼんやりと眺めやった。

　――ずいぶんと散らかった部屋になったものだ。

　ほんの少し前まで奴隷として生きていたヒルダにとって、自分専用の個室を持つことなど初めての経験だった。それ故ゆえか、宿舎で暮らし始めてまだ半年と経たっていなかったけれど、この部屋には結構な愛着を抱いている。

　あまり物を持たない主義、というよりも奴隷だった頃ころの癖で、物を所有すること自体に慣れていない。住み始めは寝台や棚といった備え付けの調度品以外に少しの衣類があるくらいだった。それがほんの数ヶ月でかなり雑然とした部屋になってしまった――同僚の少女騎士、ヘイゼル・キンバリーが細こま々ごまとした雑貨類を勝手に持ち込んでくるせいだ。殺風景なのが許せない、というのが本人の言だったが、本当のところは彼女の居心地のいい空間にしたかっただけだろう。

　着々とヘイゼルの侵略が進んでいたヒルダの部屋は、つい一、二ヶ月前に銘無しという同居人がやって来たことでまた少し変わった。もっとも、文字通り裸一貫で保護された銘無しに持ち込む物などあるはずがない――それこそ衣服はヒルダの物を借りていたし、もうひとつ寝台が設しつらえられた他ほかに彼女の私物が増えることは稀まれだった。それでもヒルダは、銘無しが同居する前後で何かが明確に変わったように感じている。

　だって自分の部屋は最初よりもずいぶん手狭になったし、今や棚の中には三人分の食器が押し込まれている。それはきっと大きな変化に違いなかった。決して悪くない変化。

　だが、とヒルダは小さくため息をつく。

　――食器がひとり分減るかもしれない。

　洟はなを啜すする音に、横目でそちらを窺うかがう。

「ぐすっ……ひっ……ふぅ、ぅううう……」

　すぐそばの席せきでヘイゼルが号泣していた。

　長身の背を曲げてうつむき、ぽろぽろと涙をこぼしている。軽やかな短髪や利発そうな顔立ちからいつもは少年のように見られがちな彼女も、そうしているとやはり年相応の少女だった。無理もない。自衛騎士団に入った時期はヒルダと同じでも、歳としはヒルダよりも一回り若い十代半ばの娘なのだ。

　ヒルダ、ヘイゼル、銘めい無なしの三人で丸い卓を囲む形。最近はこの面子めんつとこの部屋で夕食をともにすることが増えていたのだが、今はとてもそのような雰囲気ではなかった。

　ヒルダは気分が腐って口数が減っていたし、ヘイゼルは銘無しにこうして呼び出される前からすでに涙ぐんでいたし、他ほかのふたりがこのような状態にもかかわらず銘無しはいつも通り無表情だったし――

「『聖剣』の材料には私だけでなく魔剣『アリア』も使用されます。先ほど彼女の使い手であるセシリー・キャンベルからも承諾を得ました。新しい『聖剣』が人の形に変化した際、その人格や記憶に関してはどうなるかわかりませんが、少なくとも聖剣の芯しんは魔剣『アリア』に担ってもらうつもりです。これにより精神は私よりも彼女に近いものになるのではないかと推測され――」

「納得がいかないな」

　ヒルダは不機嫌な声で遮り、吐き捨てた。

「何度考えても腑ふに落ちない。確かに『聖剣』の復元は何よりも優先すべきことだ。しかしだからといってそのためにオマエを犠牲にすることに、ワタシは納得がいかない」

「わっ、私もッ」

　ヘイゼルが涙と鼻水でくしゃくしゃの顔を上げ、声をしぼり出した。



    

  
    
      



    

  
    
      「そりゃあ最初はあんまりいい印象なかったけどさ。最近ようやく仲良くなれて、なのにあっさりお別れなんて……私、イヤだよ……」

「否定します」

　ヒルダの睨にらみつけるような眼まな差ざし、ヘイゼルの濡ぬれた瞳ひとみ。

　それらに射られても、仮面のような無表情は微動だにしない。

「セシリー・キャンベルもそうでしたが、あなたたちは思い違いをしています」

「……思い違い？」

「肯定します。これは犠牲、別離、いずれでもありません。何な故ぜなら私は『聖剣』として再びあなたたちに会うことができるから」

　迷いのない言葉。声の調子は相も変わらず淡々としていたけれど、その半面、不思議と強い意志と確信が込められているように聞こえた。ヒルダとヘイゼルは顔を見合わせる。

　しかし、と視線を戻しながら反論。

「オマエの記憶は失われるんだろう？」

「肯定します。『聖剣』の一部として生まれ変わる私は、恐らくあなたたちのことを覚えていないでしょう。だからお願いがあります」

「……お願い？」

　銘めい無なしは首を横に傾け、

「たとえ記憶がなくても、精神がまったく別のモノだったとしても……『聖剣』と仲良くしてもらえないでしょうか。あなたたちが私にしてくれたように」

　何ど処こかこちらの顔色を窺うかがうように、そんなことを口にする。

　ヒルダは――ぽかんと口を開けて呆ほうけてしまった。

　銘無しは基本的に感情の露出が少ない。表情は蝋ろうで固められたかのように滅多に動かないし、受け答えも何処か機械的な面が強く、彼女自身もそんな己おのれのことを“〝心無き魔剣、意志無き道具”〟と卑下する傾向があった。

　無論、ヒルダはそれを額面通り受け止めたりはしない。銘無しには確かに心があり、意志があり、感情がある――が、それにつけても彼女の心の機微は読み取るのが難しい。その日の夕食が彼女の好物だと普段よりやや話し方が早くなるだとか、瞬まばたきの回数に気持ちの揺れ動きが表れているだとか、そういった極々小さな変化に気付くことでようやく気持ちを推し量ることができる。

　これは同じ環境で暮らしているからこその話だった。赤の他人にこれらの些さ細さいな変化から彼女の思おも惑わくを読み取ることはできないだろうし、近ちか頃ごろ行動を共にすることが多くなったヘイゼルでも、ようやっとその辺りの要領がわかってきたという塩あん梅ばいだ。

　要するに非常にわかりにくい女なのである。

　そんな銘無しが。

　――仲良くしてくれ、だって？

　ヒルダが覚えている限りでは、彼女が自分の思いをここまであからさまに明かしてくることはなかったはずだ。ヘイゼルも驚いたようにぱちぱちと目を瞬しばたたいている。

　こちらが返事に窮している間にも、銘めい無なしは続けていた。

「私は『聖剣』として生まれ変わることを好意的に受け止めています。私にきっかけをくれた魔剣『アリア』は当然のこと、ヒルダやヘイゼル、ひいてはこの独立交易都市の助けになれるのですから。何よりも私の“〝心”〟がそうしたいと望んでおり、だから私にとって不利益なことはありません。……ただ一点、気がかりがあるとすれば」

　ほんの少し目を伏せる。

「新しい私が、あなたたちと、今と変わらぬ関係を築けるかどうかということ」

　あくまで抑揚のない声。けれどその仕し種ぐさから彼女の不安が垣かい間ま見みえた。

　それでようやく、ヒルダは察しがついた。

　――銘無しはワタシやヘイゼルとの関係を失うことを惜しんでいるのか。

　だから「仲良くしてくれ」などという“〝お願い”〟をしてきた。……こういうときに照れ臭さが先立ち、つい口を噤つぐんでしまうのは自分の悪い癖だ。ヒルダが咄とつ嗟さに言葉を返せないでいると、視界の外から手が伸びた。ヘイゼルが卓の上に身を乗り出したのだ。

　ヘイゼルは銘無しの手を取ってぎゅっと握り、湿った声で言った。

「私からもお願い、していい？」

　銘無しはさっきとは反対の方向に首を傾かしげる。

「どうぞ」

「あなたも、私たちと仲良くしてくれる？」

　瞬まばたきの回数が増えた。

「あなたたちが、ではなく――私が、ですか？」

「うん。あなたも、だよ」

「否定します。記憶を失うだろう私にその保証はできません」

「保証なんて要らない。ただ約束してよ。私もするから」

　子どものような泣き笑いで。

「また、仲良くしよう？」

　返事には間があった。銘無しは瞬きを止めてじっとヘイゼルの顔を見つめている。何かを考えているような、または躊ちゆう躇ちよしているような沈黙を経へてから――応こたえた。

　いつもと変わらない声で、無表情で。

「はい」

　でもいつもとは違った何かを込めて。ヒルダはそう感じた。

　つと、銘無しの視線がこちらに移る。

「ヒルダはどうですか」

「……これは別れではないんだな？」

「肯定します」

「じゃあ、いつも通りだ」

　いつも通り、今夜も三人で食事の支度をして腹を満たそう。

　その後は夜更かしをしながら取り留めのない話をして、眠って――また会おう。

　これが別れでないのならば、わざわざ特別なことをする必要はない。

「今までと何も変わらない。そうだろう？」

「肯定します」

「肯定！」

　銘めい無なしは首肯、ヘイゼルはごしごしと涙を拭ぬぐってから挙手。

「よし。そうと決まれば夕食の準備だ」

　ヒルダは席せきを立ち、食器棚のほうに向かった。取り出す食器は三人分。これからもこの数は変わらないだろう。友人をいつか再び招き入れるために、このままでいいのだ。



　　　＊



　翌朝、そのときはやって来た。

「眠りを解け。魔王を斃せ。風をかの地に。――――神を殺せ」

　クリスナイフの魔剣へと変化し、刀鍛冶ブラツクスミスの手によって火にくべられる。熱を得てじわじわと溶け出し、剣としての形が失われていく感覚の中で、銘無しは思考していた。

　アリアと出会い、この独立交易都市で暮らすことで自分は“〝心”〟を手に入れた。

　――ではこの“〝心”〟とは何でしょうか？

　自問はすでに回答を得ている。

　――何かに執着することです。

　魔剣『アリア』が人間との関係を通して何を得てきたのか知りたい。独立交易都市で色色な景色を見てみたい。今まで味わったことのないようなものを食べてみたい。人間と話をしてみたい。いつに間にか好きになっていたこの都市を守りたい――ヒルダやヘイゼルとずっと一緒にいたい。

　心とは執着で、それは同時に未練にもなり得る。

　この身を『聖剣』の材料に捧ささげることは、間接的に都市を守ることにつながる。しかしあのふたりとずっと一緒に、という個人的な願いは叶かなえられなくなる。新たな『聖剣』はヴァルバニル封印という大役を果たさなければならないし、何よりこの記憶が失われるのだ。ここで過ごした大切な時間の喪失、思い出の抹消。銘無しの未練はそこにあった。

　――でもふたりは“〝約束”〟してくれました。

　また仲良くなろう、と。

　何も変わらない、と。

　だから銘めい無なしは心置きなくこの身を捧ささげられる。

　――私はずいぶんと欲深い魔剣になりました。

　以前ならばあり得なかったこと。きっかけは紛れもなく魔剣『アリア』との出会いにあった。だからその恩返しとしても銘無しは彼女を救わなければいけない。そして彼女とともに大切な人間たちを救う。救いたい。これもまた執着で、“〝心”〟を得たという証明。

　鉄を叩たたく音、四方八方に飛び散る火花。

　完全に形を失ったクリスナイフの魔剣――銘無しの身体からだに、刀鍛冶ブラツクスミスとその助手がふたりがかりで鎚つちを振り下ろし、新たな形を与えようとしている。銘無しはこれから折り返し鍛錬を経へて『聖剣』の刃鉄として鍛え上げられる。

　刀鍛冶の助手は前日に左目を失ったばかりだ。片目に頼る視界にまだ慣れていないらしく、遠近感が掴つかめず何度か相鎚をしくじっていた。それを刀鍛冶が叱しかり飛ばし、彼はすぐさま己おのれの手鎚で修正を加える――人間のそれとも思えぬような精巧無比の業で。

　それというのも、彼の左の眼がん窩かには特殊な眼球が寄生していた。

　名を『魔眼』。

　助手が己の左眼球を摘出し、悪魔化させた物。それは視界の隅々まで見通せる抜群の視力と引き換えに、寄生主の“〝魂”〟を少しずつ刈り取っていく。

　聞くところによるに『魔眼』の使用には相当の苦痛を伴うらしい。それの寄生主である刀鍛冶は額に脂汗を浮かべながら――間断なく襲ってくる責め苦に耐えながら鍛か冶じに取り組んでいた。助手はそのことがわかっているからこそ、叱り飛ばされようとも腐らず彼の補助に全力を注いでいるのだ。

　そして――そんなふたりをひとりの大女が見守っている。

　正体は聖剣。今鍛錬されようとしている『聖剣』を基準に考えれば、彼女は“〝先代”〟に当たるだろう。

　鍛か冶じ場ばの隅で腕を組む大女は、折を見て刀鍛冶たちに助言を与えていた。鋭い眼まな差ざしは鎚に叩かれ続けるこちらに縫いつけられている。まるで銘無しの最期を見送るように、片時もその視線を外そうとはしない。

　――さあ。後は彼らに任せて、私は眠るとしましょうか。

　次に生まれ変わるとき、自分は一体どんな剣になっているのだろうか。どんな心を持っているのだろうか。想像もつかない。つかないけれど、悪い気分ではない。

　この気持ちを人間の言葉で表現するとすれば――

“〝楽しみで仕方がない”〟



　　　＊



　仕上げ研ぎを済ませた『聖剣』を拵こしらえに収めると、刀鍛冶ブラツクスミスの小僧と悪魔はばたばたと慌ただしく支度をして出かけていった。生意気にもこれから小僧の結婚式が執り行われるのだという。

　――手前も一眠りしたら冷やかしに行ってやろうか。

　欠伸あくび交じりに考えつつ、“〝先代”〟の聖剣は鍛か冶じ場ばの床にごろんと寝転がった。仰あお向むけに大の字に広がる。床に薄く積もった灰や炭で自身の法衣が汚れることにも頓とん着ちやくしない。

　静まり返った鍛冶場で、先代はひとり呟つぶやく。

「……いよいよか」

　右手を頭の上にかざす。

　ひび割れた掌てのひら。その傷口は鉄が錆さびついたように腐敗していた。

　――手前の最期も近いな。

　決戦の時まで持ってくれるかどうかも危うい。しかし本来はヴァルバニルの上で朽ちるのが己おのれの定めだった。それが奇跡によって生きて火山を下り、さらには“〝次代”〟の聖剣が完成する場にまで立ち会えたのだ。これ以上を望むなど欲張りもいいところだろう。

　が、心残りがないと言えば嘘うそになる。

　先代はふっと笑った。

「せっかくだ。見届けてやろう、人間よ」

　お前たちが大陸を滅ぼすか、救うか。

　この目でしかと、見届けてやろう――









　過日。

　独立交易都市、軍国、帝政列集国の各代表者が集い、『二国一都市会議』が開かれた。

　ヴァルバニル再封印の義を掲げ、独立交易都市に攻め入ろうとする帝政列集国。

　その義に不穏な気配を察し、侵攻を防衛しようとする独立交易都市と軍国。

　会議において両者は決定的に敵対し、近い将来の衝突が確定した。開戦の時期に関しては具体的に話し合われなかったが、ほとんど暗黙の了解で決まっていたも同然。戦いに係わらない人間でもおおよそ見当がついただろう。





　それは大陸史上最悪の人外、ヴァルバニルが復活すると言われている今夏。

　代理契約戦争ヴアルバニル以後最大となる戦いが、いよいよ始まる。



    

  
    
      
第29話　鉄屑 Scrap





　　　１



　晴天の下――

「あれは痺しびれたッ！」

　頭に小さな王冠を載せ、薄桃色のドレスを着た少女が鼻息荒く叫んだ。齢よわい十二にして軍国を総すべる最高責任者『総そう席せき』を務め、国民にはその愛くるしい見目から『少女王』の愛称で慕われている要人、ゼノビア・Ｑ・ランチェスターである。

　彼女は興奮も冷めやらぬ様子で二国一都市会議の顛てん末まつを語っていた。

「セシリーたちが馬車で乗り込んできたときの彼奴きやつらときたら見物だったわ！　今の今まで図に乗っていた者どもがひとり残らず阿あ呆ほ面づらをさらして固まったのだからな！　愉快で仕方がなかったぞ！　ふはははははは！」

「ああ、すこぶる胸がすいたわ！」

　我が意を得たりと賛同したのは禿とく頭とうの偉丈夫だ。独立交易都市公務員三番街自衛騎士団団長、ハンニバル・クエイサー。彼は酒気を帯びて赤ら顔をしていた。石畳の上に直接胡あ坐ぐらをかき、昂たかぶった感情をぶつけるようにばしばしと己おのれの膝ひざを叩たたく。

「あの後すぐ解散になったが、ワシとしてはあのまま戦いに突入してもよかったぞ！」

「いやいやハンニバル殿、血気盛んにもほどがあるぞ――吾われもそう思ったが！」

「ぬははははは！」

「ふははははは！」

　小柄な少女と巨人のような男が膝を突き合わせて呵か々か大たい笑しようしているという、滑こつ稽けいにも映る光景。よくよく見ればハンニバルのみならずゼノビアも顔を真っ赤に火ほ照てらせており、目の色からして素面しらふでないのが明らかだった。

　彼らの傍らでは少女王の片腕にして軍国の軍師、アーヴィー・アーヴィングが額を手で押さえている。頭痛をこらえるように。

「誰だれですか、ゼノビア様に酒を飲ませたのは……」

　独立交易都市四番街の一画、とある教会の敷地――

　結婚式の宴うたげ、その席せきである。



    

  
    
      



    

  
    
      　遅くとも今夏には迎えるだろう決戦。言わずもがな大規模な市街戦が予想され、被害も甚大なものになるに違いない。故ゆえに都市は軍国と協力してひとつの計画を実行――戦闘と後方支援に当たる人材を除き、市民たちを段階的に軍国の地に移住及び避難させたのだ。

　移住計画は現在佳境に差し掛かり、だから市内は何ど処こも彼処かしこも閑散としている。

　……という状況が嘘うそのように、そこは多くの人で溢あふれ返っていた。

　実のところ宴うたげが始まった頃ころは両手で数えられる程度の人数しかいなかった。新婦の希望により家族や近しい友人だけが集まり、互いに料理や飲み物を持ち寄って慎ましやかに行われていた――のだけど、話を聞きつけた市民がぞくぞくと訪れ、祝いの料理や品物を届けてくれたのだ。市内に残っていた人々がすべて集ったかのような混雑ぶりで、おかげでちょっとしたお祭り騒ぎにまで発展している。

　この宴の主役のひとりである新婦、セシリー・キャンベルなどは祝福を言いに来た人々の対応に追われ、身動きが取れないようだった。

　人垣の中でも彼女の燃えるような赤髪や赤い瞳ひとみはよく目立つので、姿を見失うことはない。今日に限っては化粧もしていたし、何より純白の花嫁衣装が春めいた暖かな陽光を浴び、際立って映えていた。左手の薬指では小さな銀の指輪がそっと輝いて存在を主張。

　ふとセシリーがきょろきょろと辺りを見渡し、それから傍らにいた同僚を振り返る。栗くり色いろの髪に分厚い眼鏡めがねをかけた小柄な女性、パティ・ボルドウィンだ。主に事務方を務める非戦闘職の都市公務員で、有事の際には治癒業務といった後方支援も行っている。

「なぁパティ。ルークの姿が見えないが」

「あなたが会議に行った後すぐに倒れるように寝ちゃったわ。リサちゃんは頑張って起きようとしてたみたいだけど、やっぱり眠気に負けたみたい。ふたりで一緒に教会の控え室で爆睡中よ」

「そうか……無理もないな。式の始まるぎりぎりまで『聖剣』の作業に取り組んでいたらしいから。ふたりには本当に感謝してもしきれない。そっとしておこう」

「そうそう。特に新郎のほうは今のうちに体力を蓄えておかなくちゃ」

「……うん？」

「あらら、とぼけちゃって。だって今夜は新婚初夜じゃない」

「しょッ!?」

　セシリーが顔を真っ赤にして素すっ頓とん狂きような声をあげると、彼女を取り巻いていた市民たちがどっと沸いた。

　式は華やかさを脱ぎ捨て、いよいよ宴会の様相を帯びてきている。

「ゼノビア様はいつも私の意見など聞かず猪ちよ突とつ猛もう進しんで……はい……」

「わかりますよアーヴィングさん。私もハンニバルくんには振り回されてばかりで……」

　少女王と禿とく頭とうの偉丈夫が陽気に酔っ払う後ろで、独立交易都市の市長、ヒューゴー・ハウスマンとアーヴィーが酒を酌み交わしていた。彼らは同じ苦労人として共感できるところがあるらしい。

「ルーシーさん！　お久しぶりです！」

「あらまあ、ドリスさん」

　旧帝国の出身で現在は軍国の女軍人、ドリス。彼女は少し前から独立交易都市と軍国の橋渡し役として都市に滞在していた。

　ドリスが声をかけたのはセシリーの母親、ルーシー・キャンベルである。かつてドリスやドリスの主人であるシャーロット・フィーロビッシャーたちが世話になった人物だ。

「シャーロット様から手紙が届いたんですよ。なんでも『世直し散歩』とかいうのをやっているらしくて……」

　主あるじの近況を嬉うれしそうに報告するドリスを、ルーシーはにこにこと微笑ほほえみながら見守っている。

　一方、新婦の同僚として祝いに来た自衛騎士団の面々は、予想外の混雑ぶりに急きゆう遽きよ予定を変更。三番街自衛騎士団の副団長、レジナルド・ドラモンドの指示により会場整理の任に当たっていた。団員たちは生き真面目まじめで口うるさい上司の指揮に大人しく従いつつも、「祝いの席せきなのに」と不満顔だ。

　その様子に気付いたパティが、セシリーのそばを離れてレジナルドの許もとに向かう。

「レジナルド。今日くらいは肩の力を抜いてもいいんじゃない？　あなた、セシリーへの挨あい拶さつもまだでしょ」

「パティか。しかしもしも市民が怪け我がをしてはせっかくの部下の祝いの席せきが」

「もう！　その部下の祝いの席を上司が祝ってあげなくてどうするの！」

「あ、待てパティ」

　パティは酒の類たぐいは口にしていなかったが、その代わりに宴うたげの空気に酔っていたのかもしれない。無意識にレジナルドの腕に自分のそれを絡めていた。彼をセシリーのところへ引っ張っていく途中、周囲の団員たちから軽薄な口笛が飛んでようやく自分の行動に気付く。かっと頬ほおを染めたが今さら引き下がれない。

　朴念仁で鈍感な副団長殿は、周囲のからかいに眉まゆをしかめるも抵抗はしなかった。ひょっとしたら彼のほうも多少は雰囲気に浮かれていたのかもしれない。

　所変わって別の場所では、キャンベル家専属の使用人、フィオ・アトキンズが宴の参加者たちに忙せわしなく料理や酒を振る舞っていた。もちろんひとりでさばききれるものでもないので、そこいらにいた市民や団員を捕まえて無理矢理手伝わせている。幸いにも市民から引っ切り無しに祝いの品が届くので御ご馳ち走そうには事欠かなかった。

　セシリーの花嫁衣装を完成させるために今日まで徹夜続きのはずだったが、フィオはそのことが少しも苦でないように張り切っていた。

「あたいの主人の結婚式なんだ！　みんな楽しんでいってくれ！」





　派手な飾り付けがあるわけでもない。御馳走は人々が少ない食材から間に合わせた、平凡な家庭料理ばかり。でも誰だれも彼もが楽しそうに笑っている。足りないものなんてひとつだって見当たらない、幸福の象徴のような光景。

　それを――

「…………」

　アリアはつくねんと立って眺めていた。

　人込みから外れて、遠巻きに。

　アリアは異質な存在だった。それはこの賑にぎやかな空間にあって独りぼっちで突っ立っていたから、という理由だけに因よらない。

　すらりと高い背丈、肉付きに無駄がなく均整の取れたシルエット。外見は見目麗うるわしい妙齢の女。色素の薄い茶がかった長髪は毛の一本一本が繊細で柔らかく、風がそよぐだけで流水のように滑らかに揺れる。瞳ひとみは人間のそれと一線を画した、神秘的な光沢を帯びていた。きつく腰を締めつけるコルセットに軽装のドレス――それは艶えん美びな踊り子の衣装のようであり敬けい虔けんな宗教者が身にまとう礼服のようでもあり、俗っぽさと神聖さというふたつの相反する印象を兼ね備えていた。

　つまるところ容姿のあらゆる面が異彩を放っている。超然とした佇たたずまいにも、そこはかとない近寄りがたさがあった。

　アリアがセシリー・キャンベルとともに二国一都市会議に乱入し、そしてほとんどとんぼ返りでこの教会の敷地に戻ってきたのはつい先ほどのこと。

　結婚式場が市民の姿で溢あふれ返っているのを目まの当たりにしたセシリーは、呆あつ気けに取られている間に人々に囲まれてしまった。彼女はこちらをちらちらと振り返って気にしている様子だったが、やはり祝いに来てくれた皆を無む下げにはできないようだった。それからも訪ねる人の数は増えるばかりで、結果的にアリアは取り残される形になったのだった。

　生まれて初めて人の形に変化した――新たな『聖剣』として自我を認識したばかりのアリアには、もちろん目の前にいる人々が誰だれが誰やらわからないし、土地勘もないので下へ手たに歩き回ることもできずにいた。とはいえ手て持もち無ぶ沙さ汰たにしているかと言うとそういうわけでもなく、ひとりになったことはむしろ都合がよかった。ゆっくりと思慮をめぐらす時間ができたのだから。

　人垣の隙すき間まから覗のぞける、セシリー・キャンベルの横顔。

　離れたところからそれを見つめながら、アリアはずっと考えていた。

　会議から戻る道中、自分が造られるに至った経緯はかいつまんで聞かされている。

　セシリーによれば、『聖剣』の材料には玉たま鋼はがねと二本の魔剣が用いられたという。魔剣はどちらも固有の自我を持っていた。が、どうやらその記憶や精神は『聖剣』には引き継がれなかったらしい。アリアは彼女たちの片へん鱗りんというものを認識することができない。

　――それどころか、私は自身の銘めいですら認識できずにいる。

　この“〝アリア”〟という仮の名は、元は材料になった魔剣の銘で、セシリーが一方的に与えてきたものに過ぎない。それとは別に『聖剣』としての銘が自分にもある、という感覚が確かにある。にもかかわらずどうしてもそれが思い出せない。

　今現在アリアが明確に自覚できているのは、己おのれが『聖剣』と呼ばれる凶器だということだけ。それだけのはずなのだが――



『君は私の戦友になれ』



　セシリーにそれを言われたとき、不可思議な現象が起こった。

　かちり、とアリアの中で音がしたのだ。

“〝扉”〟の鍵かぎがひとつ開いたような音。

『仰せのままに。剣の輝きに誓って約束しよう』

　そして応じる言葉は何かをなぞるように、自然と口をついて出てきた。

『剣に、二言はない』

　――あれは一体何だったのだろう。

　意識しての返事ではなかった。理性よりも本能が応こたえたというべきか。

　アリアには漠然と予感があった。鍵かぎのかかった“〝扉”〟はこれ以外にも己おのれの中にあるのではないか。ひょっとしてこの“〝扉”〟こそが材料になった魔剣たちの片へん鱗りんなのではないか。そんな予感たち。

　何より気にかかっていたのは、剣に変化するための呪じゆ文もん。



『眠りを解け。真実を貫け。風を貴女あなたに。――――神を殺せ』



　これもまた無意識のうちに口をついて出てきたもの。

　――貴女とは誰だ？

　すべてはそこに答えがあるような気がしてならない。

「アリア」

　考えごとに没頭していたため――否、何よりも“〝アリア”〟という仮の名にまだ馴な染じみを覚えていなかったため、反応が遅れた。おもむろに振り返るとそこには人間がふたり。

　のっぽの少女と、黒ずくめの女である。

「あ、あの――」

「何か？」

　のっぽの少女が出鼻を挫くじかれたみたいに言葉を呑のみ込んでしまった。眉まゆ尻じりを下げ、唇を引き結び、今にも泣き出しそうな顔をする。いきなりの反応にアリアは困惑するよりなかった――表情には出なかったが。

「突然ですまない」

　のっぽに代わって黒ずくめの女が前に出た。

「どう伝えるべきか迷うが、その、ワタシたちは前のオマエと知り合いでな」

「前の私。レイピアの魔剣『アリア』のことか」

「あ、いやそっちも知り合いなんだが。ワタシが言っているのはもうひとりのほうだ」

「ではクリスナイフの魔剣か」

　銘めいのない魔剣、通称『銘めい無なし』。彼女の協力なくしては『聖剣』は生まれなかった、とアリアはセシリーから聞いている。

　黒ずくめは頷うなずいて続けた。

「その銘無しとワタシたちは行動をともにすることが多かったんだ。……ああ、名乗るのが遅れたな。ワタシの名前はヒルダ・キャヴェンディッシュ、こっちはヘイゼル・キンバリー。ふたりともセシリーと同じ自衛騎士団に所属している」

「……」

　特にこちらの反応がなかったことに対してか、やっぱり、と肩をすくめる。

「何も覚えていない、というのは本当なんだな」

「肯定する」

　アリアは普通に答えたつもりだった。

　しかし黒ずくめとのっぽは慌てたように顔を見合わせる。

「聞いたか」

「うん。やっぱりさっきのは聞き間違いじゃなかったんだよ！」

　口々に言うふたりの口くち許もとが見る見るうちににやけ出した。

　こちらの訝いぶかしげな視線に気付き、黒ずくめが咳せきを一つ挟んで向き直る。

「えっと、あー……それは口癖なのか？」

「口癖。何がだ」

「いや何でもない。何でもないさ」

　言いながら黒ずくめはくっくっと喉のどを震わせて笑う。

　アリアには何がおかしいのかさっぱりだった。

「用はそれだけか」

「ああ、すまん。悪気はないんだ」

　黒ずくめは笑いを抑えてから確認してきた。

「オマエのことはアリアと呼べばいいのか？」

「肯定する。真の銘めいを思い出すまでの間だが」

「わかった。じゃあアリア、今度ワタシたちと一緒に食事でもどうだ」

　思わぬ誘いにアリアは一度瞬まばたく。食事？

　すると今度はのっぽのほうが身を乗り出してきた。

「賛成！　ヒルダはこう見えて料理が上手なんだよ」

「こう見えて、は余計だ」

「ねえどうかな？　アリアさん」

　アリアはさらに二度三度と瞬きを繰り返す。

「何な故ぜ私を」

　訊きくが早いか、のっぽはこちらの手を取ってきた。

「あなたと仲良くしたいから、じゃダメかな？」

「…………否定する」

　そう答えてしまった。答えざるを得なかった。

　だって彼女に手を握られたとき、またひとつ“〝扉”〟の鍵かぎが開いたような気がしたから。

　のっぽは破顔し、手を握ったままぴょんぴょんと飛び跳ねた。

「やった！　約束だよ！」

「…………肯定する」

　のっぽが跳ねる度にアリアの身体からだも揺れる。傍はた目めからは子どもがじゃれ合っているようにしか見えなかっただろう。

　ヘイゼル、と黒ずくめが呼んだ。

「そろそろ行くぞ」

「えー！　もっとお話ししたいよ」

「よく見ろ。アリアに用があるのはワタシたちだけじゃないんだぞ」

　黒ずくめが顎あごで示したほうを見やり、のっぽは「あ、そっか」と呟つぶやいて手を離した。

「それじゃアリアさん。また後でね」

　こちらが返事をする間もなく、ふたりは人込みの中に消えてしまう。

　――一体何だったのだろう、今のは。

　立ちすくむアリアは、しかしふと頬ほおの辺りに視線を感じて振り返った。

　ほど近くに、こちらを見ている人間がいた。

　眼鏡めがねをかけた、優やさ男おとこ然とした青年だ。彼はアリアと目が合った途端に雷にでも打たれたみたいに両肩を強こわ張ばらせた。しかし何やら覚悟でも決めるように小さく頷うなずき、恐こわ々ごわ話しかけてきた。

「は、はじめまして」



　　　２



　はじめまして、と青年が一歩近づいてきたので、アリアは反射的に一歩後退した。

「……え？」

　きょとんとした顔をする彼に、無表情のアリア。互いに見つめ合ったまま硬直が続く。

　しばしの沈黙を経へてから、青年はまた一歩こちらに踏み出した。

　アリアはまた一歩後ろへ。

「ど、どうしてですかっ？」

「あなたからは不快な体臭がする」

　青年は衝撃を受けたように凍りつく。それからがっくりとうなだれた。

「ルークさんが言っていたのはこのことだったんですね……」

　ルーク、という名前がこちらの気を引いた。先ほどセシリーから聞いた話によれば、自分を鍛錬した刀鍛冶ブラツクスミスの名前がルーク・エインズワースだったはず。となると――

「レイピアとクリスナイフ、どちらだ」

　え、と顔を上げる青年に、アリアは一定の距離を取りつつ訊たずねる。

「あなたも以前の私と知り合いなのだろう？　どちらの魔剣とだ」

「……『アリア』さんです」

「次はそちらか。では、どのような関係だった」

　答えはすぐに返ってこなかった。

　沈黙には迷いが窺うかがえ、アリアは小首を傾かしげた。自分は何か難しいことでも訊きいてしまっただろうか。ただどんな関係だったかを確かめただけなのに。

　青年がふっと口くち許もとを緩ゆるめ、肩の力を抜いた。まるで全身で苦笑いを表すように。

「僕はユーイン・ベンジャミンと申します。アリアさんとはお友達でした」

「友達……」

　アリアはまたしても瞬まばたきを繰り返す。

　セシリーも、黒ずくめも、のっぽも、この青年も――皆が皆、口々にかつての自分と友人だったと証言する。こうも立て続けに来られると不審にすら思ってしまう。神への憎悪を抱えて生まれたという凶器が、人ならざる悪魔が、果たして本当に人間とそのような関係を築けるのだろうか？

　築けるのだとしたら、アリアとは、銘めい無なしとはどのような魔剣だったのだろうか。

「私に魔剣『アリア』の記憶はない。あなたのことも初めて知る」

　わかっています、と青年は頷うなずく。



    

  
    
      



    

  
    
      「だから改めて僕とお友達になっていただけないでしょうか」

　――まただ。

　いい加減、アリアは訊きかずにはおれなかった。

「得をするのか」

「……え？」

「あなたで四人目だ。私と友人になれば、人間は何か利益を得られるのか？」

　自分と友人関係を結ぶことで得られる利益。思い当たるのは『聖剣』としての力くらいしかない。それを当てにしているから彼らは近付いてきた――今のアリアには四人の言葉をそのようにしか解釈することができなかった。

「違いますよ。得とか利益とか、そういうことではありません」

　しかし青年はあっさりと否定してみせる。

　では何だ、と問い詰めると単純明快な回答を提示してきた。

「あなたが好きだからです」

「すっ――」

「セシリーさんもヒルダさんもヘイゼルさんもあなたが好きだからこそ、何度でもお友達になりたいんです」

　心なしか頬ほおを染める青年を、アリアは半ば呆ぼう然ぜんと見つめる。

　スキ。文字通り好意を示す言葉。

　記憶がないとはいえ、さすがに知っていた。でもまったく不可思議なことに、それはアリアが知っているよりももっと大きな意味を持って胸を貫いてきた。

「も、もちろん僕も――って、え。アリアさんっ？」

　青年が慌てふためいたのを見て、アリアも気付く。

　己おのれの頬に手をやるとそこは温かな水で濡ぬれていた。

　――涙？

　思い出す。そういえば自分が目覚めたとき、セシリーも涙を流していた。

『……何な故ぜ、泣く』

『嬉うれしいからさ』

　私も――嬉しいのか？

「……前にもこんなことがありました。アリアさんは覚えていないと思いますが」

　懐かしむように青年が言う。

　アリアは涙を拭ぬぐった。なんだか顔が燃えるように熱い。何故だ？

　青年は柔らかな眼まな差ざしをして、そんなこちらを見つめていた。

「アリアさん。改めて、僕とお友達になっていただけないでしょうか？」

「断る」

「そうですか。残念です――えっ!?」

　まさか断られるとは思ってもみなかったのだろう。青年の眼鏡めがねが鼻からずれ落ちた。

「ど、どどど、どうしてですか!?」

「先ほども言ったが、あなたの体臭が好ましくない」

　アリアは顔をしかめつつ、

「他ほかの人間からはあなたのような臭いはしない。何だそれは」

「た、たぶんヴァルバニルの肉の臭いです……」

　ヴァルバニル。

　数百年もの過去にブレア火山の中に封印された“〝大陸史上最悪の人外”〟。その正体は詳しく解明されていないが、そいつが復活すれば大陸に大きな災厄をもたらすと伝えられている。

　およそ四十五年前の代理契約戦争ヴアルバニル後、大陸復興の先哲となった研究者、初代ハウスマンが聖剣の寿命とヴァルバニル復活を予言。以来、大陸国家は協調してこれの対策に取り組んでいた。しかし見解の相違によって近年に分裂。今や大陸はヴァルバニルという一体の獣を巡り、対立関係にある。

　……というのがセシリーが教えてくれた、おおよその大陸史だった。

　――私の役割はそのヴァルバニルを再封印すること。

　再封印こそが『聖剣』の使命にして本懐。これは、神への憎悪を抱える魔剣を材料にしていることにも起因し、いわばヴァルバニルはアリアにとって天敵ということになる。

　青年がしどろもどろ説明したところによれば、あろうことか彼はそのヴァルバニルの肉を食したことがあるらしい。アリアが嗅かぎ分けた体臭はそれが原因なのではないかとも述べた。

「把握した。ますます近寄らないでほしい」

「ううぅ……」

　泣き崩れる青年。なんだか少し可哀かわい想そうになってきた。

「その体臭を何とかできたら友人になってもいいぞ」

「ッ！　本当ですか!?」

　青年が頭を跳ね上げる。今にもこちらの脚にすがりついてきそうな形相だった。

　彼はどうしてこんなにも必死なのだろうか。

　――私を“〝好き”〟だから？

　自分の思考に、また全身が熱を帯びるのを感じた。

「……肯定する」

「わかりました。これでも僕は学者の端くれです。絶対になんとかしてみせます！」

　青年は立ち上がり、決意を表すように拳こぶしを握る。

「……ん？」

　そこでアリアははたと気付いた。

　いつの間にやら自分たちのやり取りは注目を集めていたらしい。ぐるりと見渡すと、周囲にいた市民たちが見世物よろしくこちらを見ていた。何とも落ち着かない、逃げ出したい心地になる。これが羞しゆう恥ち心しんというものか。

「アリアさん」

「何だ」

「近付くのは当分控えますが、こうして声をかけるのは構わないでしょう？」

「……肯定する」

　よかった、と青年は口くち許もとを綻ばせる。穏やかな笑み。おや、とアリアは思う。彼の笑みを見ているとどうしてかまた違った意味で落ち着かない気分にさせられる――

「それでは僕は早速研究に着手したいと思います。アリアさん、また」

　こちらがためらいがちに頷うなずくのを見届けてから、青年は去っていった。

　ひとりになったアリアはそっと吐息をつく。

　――どうにも刺激が強すぎる。

　己おのれが使命を背負った『聖剣』だということは確かに認識している。しかし目覚めたばかりということもあってか少々“〝自分”〟というものが心こころ許もとない。何せ記憶がないから目に映る景色や物、すべてが新しいという状態で、もたらされる情報量の多さとその受け止め方にいささか混乱しかけていた。

　と、そのとき人波をかき分けてやって来る人物があった。

　彼女は花嫁衣装の裾すそを他人に踏まれないよう注意を払いながら歩いてくる。

「あぁ、ようやく君のところに帰ってこられた。……ん？　どうしたアリア、疲れたか」

「肯定する」

「うん。君は目覚めたばかりだし、それでなくてもこの人込みだ。仕方ないさ」

　セシリーは何ど処こか上機嫌に見えた――ニコニコともニヤニヤともつかない笑みを浮かべている。アリアはその顔をじっと見つめながら「あなたは」と口を開いた。

「疲れていないのか」

「え？」

「ずっと人々の相手をしている。その服も動きにくそうだ。あなたのほうこそ疲れていてもおかしくない」

「確かに動きにくいが、フィオが聞いたら怒り出しそうだな……。まあ、うん、私も少しばかり疲れてきたかな。でも全然平気だ」

「平気。何な故ぜ」

　だって、とセシリーは空を仰ぎ見る。アリアも釣られて見上げた。

　眩まばゆい太陽の光に射られ、目を細める。

「今日はこんなにも天気が良くて、私の結婚式で、君とまた会うことができて」

　横顔を見やると彼女はやはり笑っていた。

　頭上にある太陽のように暖かく。

「疲れなんて吹き飛ぶくらい幸せだ」

　――本当にここは刺激が過ぎる。

　胸がいっぱいになったような感覚。

　判別のつかない感情に息がつまりそうになり、アリアは何も言えず目を伏せた。

　なあアリア、とセシリーの声がする。

「疲れているところ悪いんだが、この式の後、君に頼みたいことがある」

「……何だ」

　応じつつ、アリアはわずかに恐怖していた。

　今この瞬間、この胸の中に溢あふれている感情の正体はわからない。わからないが、はっきりとしているのは自分はこの感情が嫌いでないということ。それが怖いと思った。

　危うく自分が『聖剣』という名の凶器であることを忘れそうになる。

　だから――

「君の力を見たい。問題ないだろうか？」

　セシリーの頼みは渡りに船だった。

　己おのれの使命。役割。本懐。

　これらをしかと思い出すため、アリアは頷うなずいた。

「肯定する」
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　よりにもよって今日でなくても、という声がないわけではなかった。

　――特に母上は渋い顔をしていたけれど。

　事は早ければ早いほどいい。セシリーはそう思ったから皆に提案したのだった。

「試し斬ぎりをしませんか」

　一度、アリアの力を確認しておくために。

　言うまでもなく『聖剣』は現在の独立交易都市と軍国にとって最大の切り札である。この刀けんが如い何かほどの力を発揮するかによって、戦いの勝敗が左右されると言っても過言ではない。今後の作戦を練る上でも絶対に把握しておかなければいけないこと。ルーシーやフィオといったキャンベル家の人々を除いて反対する者はいなかった。

　セシリーとルークの結婚を祝う宴うたげ――新郎はほとんど不参加に等しかったが――は夕刻前に閉会。祝いに来てくれた市民たちを見送ってから、セシリーたちは移動を開始した。

　かつてブレア火山が噴火したとき、火山から流出した溶岩は人の手では防ぎようがなく、独立交易都市は壊滅の危機に陥った。その窮地を救ったのは何を隠そう、直前までヴァルバニルを封印していた聖剣だった。彼女の力は圧倒的にして強力無比――“〝光の壁”〟によって一瞬にして大地に長大な堀を造りあげ、見事溶岩を『爪つめ痕あと』まで誘導して危機を回避してみせた。

　アリアの試し斬ぎりをするのに、セシリーたちが移動しなければいけなかったのはこの経験があったからである。もしも新しい『聖剣』であるアリアが先代以上の力を有していた場合、それを市内で発現しようものならば都市を滅ぼしかねない。

　ゼノビアやアーヴィー、ハンニバル、ヒューゴーなどといった首脳陣以外にも自衛騎士団の多くの団員が見学を希望した。大所帯になったため、各自の手段で目的地に向かう。

　大体の者が徒歩で移動する中、着替える手間を惜しんで花嫁衣装のままのセシリーや、寝ているところを起こされて寝ぼけ眼であるルークとリサ、そして試し斬りの主役たるアリアは一台の馬車にまとめて乗った。ルークが御者台で欠伸あくび交じりに手た綱づなを握り、残りの三人が荷台の席せきに座る形。

　アリアさん、とリサが申し出たのはその道中だ。

「自己紹介をさせてください」

　リサは小柄な少女である。肩ほどの長さの髪が後頭部で括くくられ、馬車の振動に合わせて仔こ馬うまの尾のように揺れている。いつもはくりくりとして大きな右目は、起き抜けのせいか眠そうに垂れていた。何より目立つのはその反対側――顔面の左側に大雑把に巻かれた包帯だろう。セシリーはその下に隠された眼がん窩かが空っぽであることを知っている。

　そこにあったはずの左眼球は、今は彼女の親方のところにある。

　――まったく、恐れ入るよ。

　そのいきさつを思い返す度、セシリーは苦笑してしまう。彼女を見た目そのままの可愛かわいらしい少女と侮ってはいけない。視力を失った親方のために、代用として自らの瞳ひとみを差し出すなどという真ま似ねが他ほかの誰だれにできる？

　自己紹介をさせてください、と言われて頷うなずくアリアに、リサが続けた。

「私はリサと言います。ルークの助手をやってます」

「ルークの助手。ということは刀鍛冶ブラツクスミスの」

「ハイ。そこで眠そうにしている人の弟子です」

「では、この男がルーク・エインズワースなのか」

「ハイ、その通りです。ついでに本日セシリーさんと結婚した相手です」

　改めて言われると照れ臭く思え、セシリーはついにやけてしまう。慣れるまでは時間がかかりそうだ。

　その当のルークはこちらの会話を聞いているのかいないのか、呑のん気きに欠伸あくびを繰り返していた。

　セシリーたちのいる荷台の席せきからは後ろ姿しか見えない。教会の中で寝ていたときにでもできたのか、黒髪の後頭部に寝癖があった。なんとなく首回りが以前より痩やせて細くなったような気がする。『聖剣』の完成を今日の結婚式に間に合わせるため、連日連夜尽力してくれたと言うのだからそのせいかもしれない。

　何とはなしにルークの背中を見ていたセシリーは、胸がどきどきしてきた。

　だって今日からこの背中が自分の伴はん侶りよになるのだ。

　そして――

『あらら。だって今夜は新婚初夜じゃない』

　パティに言われた言葉が脳裏をよぎり、セシリーは危うく悶もん絶ぜつしかけた。

　――や、やはりそうなるのか？

　今夜はそういうことになってしまうのか。

　芋づる式に蘇よみがえるのは、ルークとの会話の記憶だ。セシリーが魔剣『アリア』を聖剣の材料にすることに躊ちゆう躇ちよしていたとき、彼は誓ってくれた。彼がまた新しい聖剣を打ち、アリアを聖剣の役割から解放すると。

　もしも彼が生きているうちにそれが果たせなかったとしたら、託す、と。

『俺おれたちの子に』

　あのときはルークに対する感謝の気持ちで胸がいっぱいになっていたが。

　よくよく考えれば、あれはそういうことなのではないか。

　つまりつまり決戦は今夜、もしくは今夜は決戦、なのではないか。

「リサと言ったか。もしかしてあなたは人間ではなく……」

「あ、やっぱりわかりますか。ハイ、私は悪魔です」

　どうする。どうしよう。どうしたらいい。

「人型の悪魔ということは魔剣なのか」

「いえ。これにはちょっと複雑な事情がありまして」

　待て待て待て。臆おくしてはいけないぞ、セシリー・キャンベル。

　腹を決めるんだ。大丈夫、私は大丈夫だ。ヤレル。イケル――

「……セ、セシリーさん？　どうしたんですか？」

「……目が正気ではない」

　そうこうしているうちに馬車は目的の場所に到着していた。

　正門を潜くぐり抜けた先、独立交易都市の外。

　ブレア火山や灰はい被かぶりの森のある海岸側とは反対に位置する、内陸側の平野である。遮しや蔽へい物のないこの広大な土地ならば『聖剣』の力を遺憾なく発揮できるだろう。

　セシリーたちを乗せた馬車が着くのと前後して、ぞくぞくと平野に人が集った。独立交易都市の市長ヒューゴー・ハウスマン、軍国の軍師アーヴィー・アーヴィング、自衛騎士団からは各番街の団長陣、副団長のレジナルド・ドラモンド、ヘイゼル・キンバリーやヒルダ・キャヴェンディッシュといった団員たち、さらにドリスを始めとした軍国の軍人と聖剣師たち、軍国出身の学者ユーイン・ベンジャミン――

「団長殿ッ、今日が我々の記念日になるぞ！　ふははははは！」

「おうッ、めでたすぎて笑いが止まらんわ！　ぬははははは！」

　軍国の少女王ゼノビア・Ｑ・ランチェスターと、彼女を己おのれの右肩に座らせたハンニバル・クエイサー。ふたりは未いまだに酒気が抜けていないらしかった。彼らのそばで頭を抱えるアーヴィーをヒューゴーが慰めている。

　一同に見守られて――

　待ち時間にしっかり平静を取り戻したセシリーは、アリアとともに平野の奥に移動した。

　人々から十分に距離を取ったところで向かい合う。

「準備はいいか？　アリア」

「肯定する」

「では、頼む」

　こちらの求めに応じ、アリアは瞳ひとみを閉じて詠唱を開始。

「眠りを解け。真実を貫け。風を貴女あなたに。――――神を殺せ」

　奔はしったのは一条の旋風。

　白と銀と緑の三色に輝く、可視の風だ。アリアの足あし許もとから起こったそれは彼女の身体からだを完全に包み込み、閃せん光こうとなって天高く打ち上げられる。瞬く間に頭上の雲を貫き――今度は矢のような速度で落下。大地に直下して轟ごう音おんをあげた。

　土煙が立ち昇る。地面を穿うがったのは、一振りの抜き身の刀けんだ。

　全体は十字形のシルエットを描き、柄つかには植物の蔦つたのように曲がりくねった金属の帯が絡みついていた。陽光を眩まばゆく弾はじく刀身――ぱっと見は片刃の直刀だが、切っ先の部分が両もろ刃はになっている。

　逆さに突き刺さった、鋒きつさき諸もろ刃は造づくりの直刀。

『聖剣』

「…………」

　ごくりと喉のどを鳴らし、セシリーはその柄に手を伸ばした。握りグリツプを掴つかんだ瞬間、それは掌てのひらに吸いつくように手の内に収まる。本来あるべきところに帰ってきたように。

　――おかえり、アリア。

　何度でも言える。おかえりなさい相棒。私はこのときをずっと待っていたよ。

「行きます！」

　セシリーは直刀を順手に構え、遠くにいる仲間たちに宣言した。平野全体ににわかに緊張が走ったのを肌で感じる。狙ねらうは平野から少し離れた、小さな森。

「貫け――」

　空間を穿うがつように、セシリーは直刀でもって虚空を突いた。





　先代の聖剣は鍛か冶じ場ばで大の字になって寝ていた。

「……何だ、式は終わったのか。馳ち走そうにありつけると思っていたのだが、寝すぎたな」

「そんなことはどうでもいい！　答えろ！」

　彼女を叩たたき起こしたルークは、食ってかかるような剣幕で問い詰めた。

「聖剣の材料はあれで本当によかったのか!?」

　試し斬ぎりを終えた後――

　セシリー、アリア、ルーク、リサの四人は工房アトリエ『リーザ』の鍛冶場にいた。

　屋外には独立交易都市と軍国の首脳陣、聖剣師などが待機している。鍛冶場に収容できる人数ではないからだ。関係者を除く自衛騎士団の団員や軍国の軍人たちは一時解散を言い渡され、ここにはいない。

　――まさかこんなことになるなんて。

　セシリーは先代に詰め寄るルークの後ろで、先ほどまでの皆の沈ちん鬱うつな面持ちを思い出していた。青天の霹へき靂れきとも言うべき事態に誰だれもが茫ぼう然ぜん自じ失しつとなり、あれだけ陽気だったハンニバルやゼノビアも酔いが冷めたように青ざめていた。

　ひとりだけ反応が違ったのはルークである。眠気の吹き飛んだ彼はいきり立ち、今も先代の聖剣に殴りかかりそうな勢いだった。彼の立場を考えれば仕方のないことだが、怒りに我を忘れている場合でもない。

「落ち着いてくださいルーク！」

「まずは私が聖剣殿に説明するから辛抱してくれ！」

　リサと協力して彼の身体からだを押さえつけ、セシリーは先代に事の次第を話した。

「……なるほど」

　地べたに胡坐あぐらをかき、無言で耳を傾けていた先代は頷うなずく。

「次代の『聖剣』は力を発現できなかったのか」

　そう――

　試し斬りは失敗に終わっていた。

　セシリーが何度刀けんを振るっても『聖剣』がその力を発現することはなかったのだ。人の姿に戻ったアリアに原因を訊たずねたが本人にもわからないと言う。実のところあの場に居合わせた者の中で最も混乱していたのは彼女自身だろう。

　とにもかくにも、だからこそルークは先代に確かめなければいけなかった。

「聖剣の材料は玉たま鋼はがね、魔剣、隕鉄、この三つで本当に合っているのか!?」

　セシリーとリサに取り押さえられながら、それとも、と叫ぶ。

「俺おれの腕が足りなかったせい――」

「それはない」

　ほぼ即答で否定され、ルークは気勢を削がれた。

「じゃ、じゃあどうして」

「ふむ。……お前」

　と先代は次代の『聖剣』に視線を移す。

　アリアは遠くを見るようにぼんやりとした眼まな差ざしをしていた。

「お前、銘めいはあるのか？」

「肯定する。しかし思い出せない」

「思い出せない？」

「肯定する。故ゆえに仮の名としてアリアと名乗っている。私の材料となった魔剣の銘らしい」

　眉み間けんに皺しわを寄せていた先代は、深々と嘆息した。

「あいわかった。お前には個がない。だからお前は聖剣としての力を発現することができないのだ」

　――個がない？

　疑問符を浮かべるセシリーたちに、先代は続ける。

「手前も自分の銘などとうに忘れている。だが手前は手前を認識し、理解し、受け入れている。個を持っている。故に己おのれの力を把握し、寿命を迎える以前はそれを自在に発揮することができた。だが次代の『聖剣』よ。今のお前はそうではないな？」

「…………肯定する」

　力ない声でアリアは認めた。

「本来、刀の鍛錬には『銘めい切きり』を行う。刀工が己の作品に名を与えるのだ。実はそこの小僧も例に漏れずお前にそれをしようとしていたが、手前が止めた。手前らにとって銘とは自分自身の中から生み出すべきものだからだ。そしてどうやらお前はまだお前自身のことをよくわかっていないらしい。銘を生み出せない、もしくはとうに生み出していたとしても思い出せないのはそのためだ」

　自分のことをよくわかっていない――それはアリア自身も思っていたことなのかもしれない。彼女は先代の指摘に驚いた素振りも見せず、ただただぼうっと立ち尽くしているだけだった。

「ア、アリア……」

　セシリーは思わずアリアの手を取ったが、彼女からの反応はない。

　こちらを振り返ることも手を握り返すこともしてくれない。

　そんな彼女に止とどめを刺すように、先代は告げた。

「己おのれの銘めいを認識せよ。それができなければお前はただの鉄てつ屑くずだ」
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　式から一夜明けた早朝。独立交易都市三番街の公務役所、会議室。

　そこでは都市と軍国の代表者たちが作戦会議を行っていた。

「アリアの不調――ここでは不調としておこう――は確かに憂慮すべき事項だ。しかし吾われはこれはこれで良かったのかもしれないとも思うのだ。先代を見てもわかる通り『聖剣』の力は強大だ。もっと言えば強大すぎる。かの力はともすれば殺さつ戮りく兵器にもなり得、吾らの大義に反する。無論いずれはヴァルバニルを再封印するために必要になるが、現時点でアリアの力を借りられないことは悪いことではない。いざとなれば彼女に何とかしてもらえばいいという、慎むべき甘えをきれいさっぱり捨てられるからな。吾らが徹するべきはあくまでブレア火山の防衛。皆も異存はあるまい？」

　自分の言葉に頷うなずく一同を見ながら、それでもゼノビアは思わずにはいられない。

　――詭き弁べんだ。

　こんなものは所しよ詮せん、動揺を押し殺すための詭弁に過ぎない。

　相手は実に大陸の半分以上を領地とする帝政列集国。こちらとは単純に兵の数からして違い、加えて向こうには人外兵器、大量の魔剣、悪魔契約と手札が揃そろっている。故ゆえにこそゼノビアたちには『聖剣』の力がどうしても必要だった。

　そこへ来てアリアの“〝不調”〟――誰だれがどう見ても手痛い。

　殺戮兵器は大義に反する？　これほどに白々しい言葉があるだろうか。どのみち防衛と称した殺し合いをすることに変わりはないのに。己の国を守るためならば『聖剣』の力を行使することも辞さないでいたくせに。

　それでも口を挟む者が誰ひとりこの場にいなかったのは、皆が皆わかっていたからだ。詭弁を弄ろうしてでも己に現状を呑のみ込ませ、その上で前に進まなければいけないということが。自分たちに立ち止まっている時間などない。

　不調どころではなく、そもそも『聖剣』の鍛錬は失敗していたのではないか？　という危き惧ぐも封じ込める。先代の聖剣による否定を唯一の根拠にして。

「こちらには『聖剣』があるという事実だけでもかなりの牽けん制せいになるだろう。思えば昨日の二国一都市会議、セシリーが乱入してくれてよかった。あれはこれ以上ないアピールになった」

　こうして己に言い聞かせる。

　もはや自分たちは今この手にあるもので戦うしかないのだと。

　――そう。あるものをすべて駆使して、だ。

「ではユーイン。頼む」

「はい」

　ゼノビアに促され、ユーインが一同の前に出た。

　彼は緊張を隠すように努めて機械的に述べる。

「帝政列集国の主な戦力は現在わかっているものだけでも旧帝国騎士団、帝政列集国戦士団、人外兵器、魔剣、そして悪魔と多岐に亘わたります。今のところ国民から兵を募っているという情報は入ってきていないので、これで十分だと判断しているのかもしれません。事実こちらとの戦力差は相当なものです。正面からまともにやり合えばまず勝てないでしょう。その中で僕たちがこの独立交易都市を拠点にして帝政列集国と互角に渡り合うには、ひとつしか方法はないと思います。それは――」

　ヒューゴー、ハンニバル、自衛騎士団の各団長たち。

　彼ら独立交易都市側の人々に向け、ユーインは真まっ直すぐに告げた。

　覚悟してもらうために。

「市街地の完全放棄」

　取り乱す者などいなかった。

　ため息をついたヒューゴーが独立交易都市側の心境を代弁する。

「やはり……それしかありませんか」

　今回の戦いにおける、全うしなければいけない最大の目標。

　それは“〝ヴァルバニルの封印に帝政列集国を近付けないこと”〟だ。

　先の二国一都市会議において、旧群集列国代表のランスロット・ダグラスが口を滑らせていた――自分たちには聖剣を用いずともヴァルバニルを再封印する手段がある、と。

　具体的にどのような手段なのかはさておき、果たして彼奴きやつらが言葉通りヴァルバニルを再封印するつもりがあるのか、ヒューゴーたちは懐疑的だった。むしろヴァルバニルの力を何らかの形で利用しようとしているのではないかと考えたほうが納得がいく。

　そもそもヴァルバニルに対する見解は、三国一都市でそれぞれ大きく異なっていた。

　崇めるべき対象として、帝国はそれを“〝王”〟と呼んだ。

　討伐すべき対象として、軍国はそれを“〝獣”〟と呼んだ。

　利権を生む対象として、群集列国はそれを“〝機械機構”〟と呼んだ。

　仮初の信仰対象として、独立交易都市はそれを“〝神”〟と呼んだ。

　大陸史上最悪の人外を“〝王”〟や“〝機械機構”〟などと称する国家たちが同盟を結び、帝政列集国は生まれた。そのような国が素直にヴァルバニルを封じて終わり、で済ませるとはとても思えない。

　だから都市と軍国が真に死守しなければいけないのはヴァルバニルの封印。

　つまり――

「ブレア火山を戦略拠点にし、その防衛に専念するということですね」

　ヒューゴーの言葉にゼノビアが頷うなずく。

「何度も検討したが、やはりこの都市全体を防衛しきることは困難なのだ。よりにもよって復興作業の進んでいた市街地を見捨てるなど、そなたらには苦渋の選択だろうが……どうか耐えてほしい」

「私たちも覚悟はしていました。後になって真実を知る市民からの反発は大きいでしょうが、やむを得ません」

「ともに泥を被かぶろう。戦後の復興には軍国も協力を惜しまない」

「……もちろん」

　と割り込んだのはハンニバルである。彼は口の端を吊つり上げて問いかける。

「ただ市街地を放置するだけではあるまい？」

　あるものはすべて駆使する。

　その通りだ、と認めたゼノビアも口くち許もとを綻ばせた。

「吾われから改めて提案するまでもなかったか」

「うむ。ワシらが現状で奴やつらに立ち向かうには、地の利を活いかすしかない。せっかく市街地を放棄するのだ、これも利用しない手はないだろう」

　地の利、という観点で言えば独立交易都市は大いに恵まれた環境にあった。

　鬱うつ蒼そうと生え茂る植物や滞留する火山灰が視界を遮り、さらには高濃度の霊体によって人体に『霊体酔い』を引き起こす“〝灰はい被かぶりの森”〟。

　外部からのあらゆる侵入を拒む断だん崖がいの絶壁“〝爪つめ痕あと”〟。

　戦いの定石である、高所を制することができる“〝ブレア火山”〟。

　戦闘に利する条件は揃そろっている。帝政列集国の軍勢に勝機を見み出いだすとすれば、これらの環境を徹底的に活かすよりないだろう。

　そして放棄される市街地は――

「ハンニバルくん。移住のほうは？」

　ヒューゴーの呼びかけにハンニバルが「予定に変更はない」と応じた。

「本日これから最後の移住組が出しゆつ立たつする。レジナルドが様子を見に行っているはずだ」

「よろしい。では今日から早速市街地の工事に取り組めるというわけですね。一応こちらで具体的な案を作ってあります。これを基に計画を煮詰めていこうと思いますが、ゼノビアさん、問題はありませんか？」

「無論だ」

　あるものを全部使って戦う。できることはそれだけ。

　だからゼノビアは祈るしかない。

　――どうか頼むぞ、セシリー、アリア。

　こちらはできることをやるから、そなたらもできることをやってくれ。

　どうか自分たちを希望の光で照らしてくれ――





　日中、独立交易都市の正門外。

　そこには移住計画の最後発組となる市民たちが集まっていた。彼らを本国まで誘導してくれる軍国兵の姿もある。

　ほとんどの者が背はい嚢のうの類たぐいを背負っていた。中身は馬が曳ひく荷台に載り切らなかった家財や食料である。彼らは決して軽くない荷物を担ぎながら、軍国までの長い道のりを徒歩で進まなければいけない。とはいえ先行組が無事に到着したという報が続々と届いていたこともあって、人々の雰囲気はさほど張り詰めていなかった。それどころか軍国兵と打ち解けて談笑している市民もいる。

　そんな人々を見下ろすように影を落とし、都市の外周を囲う、長大な石壁。外敵に備えるため、都市の成立当時に建築されたこの壁には見張り台がいくつも点在している。

　そのひとつに、三番街自衛騎士団副団長のレジナルド・ドラモンドは立っていた。彼はつい先ほど、移住に随行する軍国兵と最後の確認業務を終えたばかりである。

　――ようやくここまで来たな。

　レジナルドは今日まで移住計画の指揮官として日々を追われてきた。もちろん市民たちが目的地にたどり着くまで気は抜けないが、とにもかくにもこれでひとつの大きな仕事に区切りがついたのだと思うと感慨深い。計画を市民に知らせたときの大混乱を思えばなおさらだ。

　見張り台の上から市民の列を眺めながら、レジナルドは呟つぶやいた。

「本当にいいのか。お前も行かなくて」

「……またその話？　まさかそれが言いたくて私を呼び出したんじゃないでしょうね」

　返事はすぐ隣から。

　パティ・ボルドウィンである。

　彼女は「こっちも何度も言うようだけど」と嘆息交じりに前置きし、

「有事なのに公務職の人間まで逃げたら話にならないでしょ。そもそも非戦闘職といっても後方支援があるのよ。祈き祷とう契約で怪け我が人にんを治癒しなきゃいけないし、これからはあなたたち戦う人たちのために炊事もしなくちゃいけない。こんな当たり前のこと、副団長のあなたがわからないわけじゃないでしょう？」

「……俺おれが言っているのはそういうことじゃない」

　レジナルドは彼女のほうに向き直った。

「心配だ。お前が」

　パティはぱちぱちと目を瞬しばたたき、こちらを見上げている。

「あ、ありがとう。気持ちは嬉うれしい……けど、私は……」

「やはり都市に残るんだな」

「ええ。みんなと一緒に戦いたいから」

「では俺おれと結婚してほしい」

　ごう、と強い風が見張り台を駆け抜けた。

　その風に声をさらわれたかのように、沈黙が訪れた。足あし許もとから響いてくる市民たちの喧けん騒そうがそれを埋める。

　あんぐりと口を開けて凍りついていたパティは、はっと正気を取り戻した。

「ちょ、ちょっと……もしかして昨日の結婚式に刺激を受けちゃったの？」

「いや。前々から結婚を申し込むのならば移住計画が一区切りつくところがちょうどいいと思っていた。今日呼び出したのはそのためだ」

「あ、あらら。本当かしら？」

　くすりと笑うパティだが、明らかに心の動揺を隠しきれていない。

　彼女の肩がほんの少しだけ震えているのを、レジナルドは見逃さなかった。

「お前が市民とともに移住するのであれば、すべてが終わってから申し込むつもりだった。だが残ると言うから今にした」

「え、えっと……残ることとプロポーズがどうつながるの……？」

「夫婦になれば一切の遠慮なくお前を守れる」

　パティは再び固まってしまった。レジナルドは構わず続ける。

　事前に考え、用意していた言葉を。

「俺は三番街自衛騎士団の副団長だ。部下の団員を指揮しなければいけないし、手のかかる団長の手た綱づなを取らなければいけない。自由に動くことができないんだ。例えばパティ、お前に危険が迫っていたとしても助けにいけないかもしれない」

「…………」

「都市を守れたとしても、そこにパティがいなければ俺にはまったく意味がない。だから名目がほしい。いざとなればすべてを投げ出してでもお前の命を優先することのできる、それが許される名目が」

　上ずりそうになる声。必死にこらえて想おもいを伝える。

「指輪も式も後回しになってしまうが、受けてもらえないだろうか」

　これで用意していた言葉は言い尽くした。後は答えを待つだけだ。パティはうつむいている。前髪と眼鏡めがねに隠れて彼女がどんな表情をしているのか、こちらにはわからない。

　答えを待つ時間は存外に長く、レジナルドもさすがに不安に思ってきたとき――

　ようやく彼女は口を開いてくれた。

「プロポーズは名目を作るため？」

「ああ」

「名目を作りたいのは何な故ぜ？」

「お前を守りたいからだ」

「守りたいのは何故？」

「……」

「ちゃんと言葉にして。じゃないと、私はイヤ」

　――駄目だ。

　今の今まで平静を装ってきたつもりだったが、それも限界らしい。

　羞しゆう恥ちで顔面が火ほ照てるのを抑えられなかった。

「あ、愛している。結婚してくれ」

　パティは顔を上げる。

　満面の笑みから大粒の涙をこぼしながら、はい、と頷うなずいてくれた。

「謹んでお受けします。――私も愛してるわ、レジナルド」
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　そんなやり取りが頭上で行われているとは露つゆ知らず――

「いいですかセシリー。これから大きな戦いが待っていて大変なのは承知しているつもりですが、しかしそれはさておき、あなたはルークさんの妻になるわけなのです。くれぐれも先方に失礼のないように。……ああ、不安で胸が張り裂けそうだわ。あなたには花嫁修業もさせていないのよ？　ねえセシリー、やはりわたくしも都市に残るというのは駄目なのかしら」

「駄目です」

　こんな日でも母はいつもの母だった。

「おいセシリー。食材は碌ろくなものがないだろうが、とりあえずバラックの台所に調理道具一式は揃そろっているから勝手に使っていいぞ。そこにあたいの前掛けもある」

「……え？」

「あいつに料理のひとつくらい振る舞ってやれよ。妻らしく」

「え、えええっ？」

「当然だろ？　使用人のあたいがいないんだから、あいつに飯を食わせるのはお前の役目だ。しっかりやれ」

「で、でもルークにはリサが……」

「だからその姑しゆうとめと協力しろって言ってんだよ」

　リサを姑呼ばわりするのはこの使用人くらいだろう。

　見送りに来ただけでなんだかぐったりとしてしまったが――

「絶対に生き残るのよ」

「死んだら承知しねえぞ」

　母親のルーシー・キャンベルは涙目でこちらの手を握ってきて。

　使用人のフィオ・アトキンズは冗談めかしながらもその目は真剣で。

　だからセシリーはふたりに力強く頷うなずきを返した。

「必ず」

　こうして移住計画の最後発組は出発していった。





　ルーシーとフィオを見送った後、セシリーはその足で三番街の公務役所を訪れた。

　玄関口で自分を待っていたのは三人。

「遅れてすまない。首尾はどうだった？」

「どうもこうもない。さっぱりだ」

　その中のひとり、ヒルダが肩をすくめた。徒労感の漂う仕し種ぐさ。

「とりあえず騎士団のほうは空振りだな」

　そう決めつけるのはまだ早いよ、と口を挟んだのはヘイゼルだ。

「すぐにどうこうなることでもないと思うし、何がきっかけになるかもわからないじゃない。根気よく地道にやっていかなくちゃ。……ヒルダだって何とかしたいと思ってるくせに、本当に素直じゃないよね」

　ぼそりと付け足された言葉に、ヒルダは不機嫌に鼻を鳴らすだけ。

　仲がいいのか悪いのかわからないふたりに苦笑しつつ、セシリーは言った。

「ヘイゼルの言う通り、きっかけは何ど処こにあるかわからない。いろいろと試していくしかないだろう。――アリア」

　自分たちから距離を置いて立っていた彼女を振り返る。

「次はルークたちのところに行ってみようと思う。いいかな」

「肯定する」





　――――魔剣『アリア』と銘めい無なしに縁のある人間や場所を教えてほしい。

　アリアがそう願い出たのは昨夜のこと。セシリーとルークの結婚式があり、『聖剣』の試し斬ぎりが不発に終わり、先代の聖剣から「お前には個がない」と指摘された、その夜。

『己おのれの銘めいを認識せよ。それができなければお前はただの鉄てつ屑くずだ』

　材料となった魔剣たちの記憶や痕こん跡せきをたどることで、己の個を探る――先代の言葉をアリアなりに考えた結果だという。もちろんセシリーに断る理由はなかった。ハンニバルやゼノビアからも、彼女が真の力を引き出せるように手を貸すことを頼まれており、そのための自由行動の時間を与えられていた。

　式から一夜明けての今日、アリアにはまず三番街の公務役所を訪れてもらった。ただしセシリーはルーシーとフィオの見送りを済ませなければいけなかったから、その間の案内はヒルダたちに頼んでいたのだ。ふたりはアリアと銘めい無なしの両者と親交があったので、むしろこのほうが都合が良いかもしれないと思ったのだが。

「収穫はなかったか」

「肯定する」

　ヒルダたちと別れ、アリアとふたりで工房アトリエ『リーザ』へと向かう途中だ。

　仕事ではないので、セシリーの今の格好はいつもの自衛騎士団の制服ではなく私服である。色々なところを歩き回るだろうことも考慮に入れて比較的動きやすい服を選んだつもりだった。

　アリアが公務役所でのことを簡単に話してくれた。

「建物の中をひと通り見て回り、何人か自衛騎士団の人間と会話をしたが、私の中にそれらしい変化や予兆は生まれなかった。銘無しと友人だったという、あの黒ずくめとのっぽに関しても同様だ」

　黒ずくめとのっぽ？　とセシリーは首を捻ひねったが、すぐに何のことかわかった。ヒルダとヘイゼルのことを言っているのだ。ずいぶんと大雑把な認識に少し笑ってしまう。

「何な故ぜ笑っている」

「いや、だって――」

「お前は普段からそのように呑のん気きな性格をしているのか」

「え？」

　唐突だったことに加えて質問の意味もわからず、セシリーはアリアを振り返る。

　彼女は以前のアリアと比べてあまり感情の起伏を表に出さなかったが、このときばかりは不可解だと言わんばかりにはっきりと眉まゆ根ねを寄せていた。

「人間たちが当てにしていた『聖剣』の力が使えないのだぞ。もっと切迫していてもおかしくないはずだ。事実、他ほかの人間たちは皆ひどく取り乱していた。しかしお前には焦りらしい焦りが見えない」

「……ああ、そういうことか」

　要するにこちらの様子が安閑としているように見えてしまった、ということだろう。

　どう伝えたものか、とセシリーは腕を組む。

「確かに君の今の状態は都市や軍国にとっていいものとは言えない。恐らく相当な危機的状況なんだろうとは思う。……でも私にしてみれば遥はるかにマシなんだ」

「マシ？」

「私には、相棒の君と別れていた頃ころのほうがもっと悪い状況だった」

　目を見張るアリアからそっと視線を外す。少々気恥ずかしかった。

「傷ついた君をどうすれば助けられるのかわからなくて。隕鉄があれば救えるかもしれないとわかっても、正直なところ雲を掴つかむような話で。あの頃に比べたら今の状況は全然逆境でも何でもないように感じる。むしろ君が真に『聖剣』として生まれ変わるために必要な過程――ただそれだけのことなんじゃないかと、私は思っている」

「必要な……過程」

「かといって呑のん気きに構えていていいというわけじゃないが。私もちょっと浮かれすぎていたな。何せ昨日が幸せすぎた。もう少し気を引き締めるように注意するよ」

　苦笑いを挟み、そもそも、とつなぐ。

「誰だれよりも頭を悩ませているのは私や周りの人々ではなく、君自身のはずだし」

「私が、悩んでいる。お前の目にはそう映るのか」

「うん。だってこれはきっと、君の心に係わる話だろう？」

　アリアはおうむ返しに反はん芻すうする。

「心――」

「先代の聖剣殿の言葉を借りれば、君は君という存在をまだ認めていない。その認める認めないは君の心が行うことだ。私たちはきっかけを作ることくらいはできるかもしれないが、やっぱり最後に決着をつけるのはアリア自身なのさ。昨夜のような頼みごとをしてきたのも、それがわかっていたからだろう？」

「私は凶器だ」

　不意に言われ、セシリーは口を噤つぐんだ。

　横を歩くアリアは無表情で、ただ真まっ直すぐに前を向いている。

「…………」

　凶器。

　それは昨日アリアが何度も口にし、そしてセシリーが何度も異を唱えたこと。たった今も「違う」という言葉が喉のど許もとまで出かかったが、あえて呑のみ込んだ。彼女の伝えようとしていることに黙って耳を傾ける。

　アリアは淡々とした口調で続けていた。

「『聖剣』という名の凶器。しかしこのまま本来の力を引き出せなければ、私は凶器としての役割すら果たせなくなってしまう。だから何かしなければと考えた。ただそれだけに過ぎない。心の話は、よくわからない」

　そこまで言い切ったところで、気付く。

「……また笑っているぞ」

「そうか？　気のせいじゃないか？」

　セシリーはそう言いつつも口くち許もとが笑みの形になるのを抑えられなかった。

　――なんだか立場が逆転したみたいだ。

　かつては頑固に肩かた肘ひじを張る自分を相棒のアリアがなだめるというのがいつもの構図だった。今はそれとまったく反対で、頑かたくなに意見を曲げない彼女をこちらがなだめているのだ。立場がすっかり逆転していた。なのに妙に懐かしく思えるのは何な故ぜだろう。

　まだ訝いぶかしげな目をしているアリアの背を、セシリーはぽんと軽く叩たたく。

「とにかく焦っても仕方がないんだ。気負わずにやっていこうじゃないか」

「否定する。悠長にしていられるほど時間はない」

「うんうん。だから一緒に頑張っていこう」

「セシリー・キャンベル。お前はもしかして私をからかっているのではないだろうな」

「まさか。ははは」

「だから何故笑う」

　アリアはきっと知る由もないだろう。

　こうして他た愛あいのないやり取りをできることが心の底から嬉うれしくて、セシリーが泣きそうになっていたことを。そしてそれを誤魔化すために笑っていたことを。





　七番街の末端、灰はい被かぶりの森近くに位置する工房アトリエ『リーザ』。

　到着したセシリーたちは折よく、母屋のすぐそばに作業着姿のリサを見つけた。

　彼女のほうもこちらに気付いて大きく手を振ってきた。

「セシリーさん、アリアさん！　こんにちはデス！」

「やあ、こんにちは――って」

　近くまで来たところで、セシリーはそれに気付いた。

　えへへ、とリサは笑う。

「似合いますか？」

　リサはその左眼球をルークに捧ささげてしまったため、現在は隻せき眼がんである。昨日の結婚式では応急的に包帯を巻いて空いた眼がん窩かを隠していたのだけど、今日は包帯ではなく革製の眼帯でそれを覆っていた。

「元々は義眼を用意するつもりだったんですが、必要な材料が手て許もとになくて。仕方ないので昨日の夜にぱぱっと眼帯を作っちゃいました。どうです、似合ってますか？」

　一瞬、答えにためらう質問だった。包帯よりもいくらかマシだったのは本当だが、それでもどうしたって見慣れぬ眼帯には痛々しさがつきまとう。リサのように小さな少女がしているのだからなおさらだ。

　しかしそのことを知ってか知らずか、リサは嬉うれしそうに笑っている。如い何かにも誇らしげに自分の眼帯をこちらに見せつけていた。まるでそれが己おのれの勲章であるかのように。

　――きっと本当に勲章同然に思っているのだろうな。

　セシリーはリサがどんな少女なのかを知っていたから、彼女の気持ちを容易に推し量ることができた。

　先代の聖剣からルークの視力を取り戻す方法を聞き出したリサは、同日のうちにそれを実行に移したという。左眼球を先代の手によって摘出してもらい、それを悪魔契約を用いて『魔眼』化させ、ルークに捧ささげる――こんな恐ろしい方法を彼女は一日と悩まずに実行してみせたのだ。

　おかげでルークは視力を取り戻し、刀鍛冶ブラツクスミスとして『聖剣』を完成させるに至った。いわば彼女の隻せき眼がんは親方への奉仕の証あかし、師弟を結ぶ絆きずなそのものなのだ。そう考えればリサが誇らしげに眼帯を見せつけるのも当然と言えた。

　だから――セシリーは大きく頷うなずいてやる。

「ああ。とてもよく似合っているよ」

「えへへ、ありがとうございます」

　笑顔で礼を述べたリサは、アリアのほうを振り返った。

「アリアさん、その後調子はどうですか」

「変わらない」

「そうですか……」

「そうだリサ。そのことなんだが――」

　アリアが『聖剣』としての力を引き出すためのきっかけ作りとして、魔剣だった頃ころのアリアや銘めい無なしと縁のある人物や場所を訪ねて回っている、ということを簡単に説明する。

　事情を理解したリサが訊たずねてきた。

「なるほどわかりました。ではここには工房アトリエを見に？」

「工房もよければ覗のぞかせてもらいたいが、それよりもリサやルークに会うほうが主な目的かな。……ルークと聖剣殿は？」

　自身の後継を造るという一番の目的が果たされたからか、先代の聖剣はしばらくの間、工房『リーザ』を仮住まいとして隠居生活に入るつもりらしかった。何か聞きたいことがあればいつでも来いとヒューゴーやハンニバルなどに伝えている。

「聖剣さんは灰はい被かぶりの森にお散歩に行ってます。ルークは鍛か冶じ場ばのほうです。実はハンニバルさんから鍛冶の依頼がありまして」

「団長から？」

「ハイ。帝政列集国との戦いに備えて自分もちゃんとした得物がほしいらしくて。ちょうどこれから作業を始めるところだったんです」

　言われてみればハンニバルは特定の武器にこだわりを持っていなかったように思う。ありふれた長剣から鎚矛メイス、果ては己おのれの拳こぶしまで、とにかくあるもので戦うのが彼のスタイルだった。

　自衛騎士団にまことしやかに流れている噂うわさによると、どんなに頑強な武器を使ってもハンニバルの握力や打撃力に耐え切れず壊れてしまうから、そういった戦闘スタイルにならざるを得ないのだとか。何ど処こまで真実かわからないがあの偉丈夫ならばあり得る話だと思ってしまう。

　その彼がルーク・エインズワースの鍛錬する業わざ物もので戦うという。セシリーは想像して身震いを覚えた。……はっきり言って最強なのではないか。なんだか帝政列集国に勝てそうな気がしてきたぞ。

「しかしこれから作業なのか。邪魔はしたくないが」

　そこでアリアが口を開いた。

「隻せき眼がんの悪魔よ」

「…………え、あ、私ですかっ？」

　呼ばれ慣れない呼称だったからか、リサは一拍遅れて反応した。

「せ、隻眼の悪魔ですか……なんだか渋い名前ですね……」

「その鍛か冶じは見学できるか」

「あ、はい。大丈夫だと思います。アリアさん、興味がおありですか？」

「肯定する。私は人間の手によって造られし凶器だ。その造られる過程を知ることは、先代が述べていた私の“〝個”〟とやらを見み出いだすきっかけになるかもしれない」

　横で聞いていたセシリーも悪い考えではないと思った。

「じゃあリサ。お願いしてもいいかな」

「ハイ！　ではこちらへどうぞ」

　リサの招きに従い、セシリーとアリアは工房アトリエの鍛か冶じ場ばに向かう。

　鍛冶場の中ではルークがいくつもの玉たま鋼はがねを並べ、どれを鍛冶に用いるか選せん別べつしているところだった。セシリーたちの来訪にはとっくに気付いていたのだろう、彼は入り口に立ったこちらに目もくれず開口一番に言ってきた。

「で？　『聖剣』の力は引き出せそうなのか」

　セシリーはむっとして、

「出会い頭にそれはないだろう」

「出会い頭にも言いたくなるさ」

　手の中で玉たま鋼はがねを弄もてあそびながら、ルークは横目でこちらを一いち瞥べつする。

「そいつには何が何でも『聖剣』として目覚めてもらわなくちゃならない。でないと完成させた意味がない」

「わかるが、これは急せかしてどうにかなるものでは――」

「わかっていない。セシリー、これはお前にとって重大なことなんだぞ」

「私にとって？」

　小首をかしげるこちらに、ルークは苛いら立だたしげに舌打ちした。

「なんでそうもお前は抜けてるんだ。忘れたのか？　『聖剣』がその真価を発揮できなければ、お前の心臓に施された『聖剣の鞘さや』を解くことができないんだぞ」

「…………あ」

　すっかり失念していた。

　過去、初代ハウスマンはセシリーの祖父の心臓にある術式を施した。悪魔契約を行えば術者を強制的に魔剣へと変化させるという術式。

　通称『聖剣の鞘』。

　もしものときに備え、『聖剣の鞘』には『聖剣』の代替えとしての役割があった。そしてそれは血を通じ、呪のろいのように連綿とキャンベル家の人間に引き継がれていく。セシリーの祖父は術式に従って魔剣に変化し、父は悪魔契約に失敗して内臓の大半を奪われた。

　当然セシリーも例外なくその術式を継いでいる。

　解く方法はただひとつ。鞘に収めるが如ごとく『聖剣』でそれを貫けばいい。術式の通称が『聖剣の鞘』なのもそこに理由があった。

　しかし――

「『聖剣』が本来の力を発揮できないのなら、『聖剣の鞘』の術式も解くことはできない。糞くそッ、一体何のために今まで苦労してきたと思ってやがる」

　忌々しげに吐き捨てるルーク。

　リサがセシリーにそっと耳打ちしてきた。

「どうもルークはヴァルバニルの封印についてではなく、セシリーさんの術式を解けないことに苛立っているようです。さすが夫ですね」

「あ、ああ、うん……」

　なんとなくわかってはいたが、他人から改めて指摘されると猛烈に恥ずかしい。

　セシリーはふと思いついて訊きいてみた。

「『魔剣精製』では駄目なのか？　その、私もあんまり薦めたくないが、一応の確認で」

　魔剣精製――それはリサの悪魔としての能力である。

　術者ルークの鍛錬経験をなぞることで、その経験と同等の得物を短時間で再現し、さらに特殊な力を付与して『魔刀』を精製するというもの。術者と悪リ魔サにそれぞれ大きな代償を強しいるが、その力は計り知れない。これならば『聖剣』と近似した能力を持つ『魔刀』が造り出せるのではないかと思ったが。

　ルークは何な故ぜか肩を落とすように嘆息した。

「あれはもう使えない」

「えっ!?」

　予想もしていなかった告白に、セシリーは仰天してしまった。

「使えないって。どうして」

「私が左目をルークに返したからです」

　とリサが代わりに答える。彼女も浮かない顔をしながら、

「あの能力はまず、私が『魔刀』を精製するための簡易炉を造り出すことから始まります。その簡易炉は私の中にあるのですが、その出入り口の役割を担っていたのがあの左目だったんです。今はそれがないので……」

「み、右目は代わりにならないのか？」

「そう思って試してはみたのですが、やっぱり駄目でした。そもそもこの能力は私が特殊な悪魔だからできたことなんです。リーザさんに代わってルークを支える、そのために生み出された私だから――」

　リーザ・オークウッド。およそ四年前に亡くなった、ルークの幼おさな馴な染じみである少女。

　リサは、そのリーザが悪魔契約を行って生み出した特殊な悪魔だ。

　魔剣以外には見られない、人型の悪魔である、ということもリサの特殊性のひとつだったが、もっと稀け有うなのはその身体からだが複数の構成物で成っているということ。

　リーザ・オークウッドの肉。霊体。ルーク・エインズワースの処女作である刀の残ざん骸がい。その刀身に付着していたヴァルバニルの血。そして悪魔契約の発動中に偶然に巻き込まれたルークの左眼球。

　リサの身体はこれらのものでできている。

　そこまで思い出したところで、セシリーにも薄々わかってきた。

「そうか。左目は元々ルークのものだったから……」

「ハイ。『魔剣精製』にはルークの鍛錬を手助けしたいというリーザさんの願いが込められていて、だからこそルークの左目が、その能力を開く鍵かぎの役割を担っていたんじゃないかと思うんです」

　とにかくそういうことだ、とルークが割り込むように結んだ。

　幼馴染の話題を早めに切り上げたかった、というのもあったかもしれない。

「『魔剣精製』は使えない。頼りはそこのアリアだけというわけだ」

　セシリーたちの視線が“〝そこのアリア”〟に集中する。

　当の本人は何をするでもなく、棒立ちしていた。彼女にはまだ『聖剣の鞘さや』や『魔剣精製』、ルークとリサの過去などについて話していなかったから、単純に会話の内容が見えなかったのかもしれない。

　一同の注目を受けたアリアは、ルークに訊たずねた。

「まだか？」

「……あ？」

「今の話はよく理解できなかったが、取りまとめれば結論は私が『聖剣』の力を獲得すればいいのだろう？　言われるまでもない、私はそのためにここを訪れた」

　どういうことだ、と呟つぶやくルークにリサが慌てて説明する。

　セシリーとアリアの訪問理由を把握した彼は、しかし胡乱げに口にした。

「本当に鍛か冶じを見学することがきっかけになるのか？」

「肯定とも否定とも言えない。しかし試したい」

「……まあ、わかった。セシリー、お前はどうする」

「私も一緒に見学するよ」

「そうか。リサ、母屋のほうから椅い子すを持ってきてくれ。ふたり分だ」

　ハイ！　と返事をしてリサが鍛か冶じ場ばを出ていく。

　セシリーはそっとルークのほうに近寄り、礼を伝えた。

「ありがとう、ルーク。気を遣ってくれて」

「椅子くらいで感謝するのか」

　そうではなくて、と少し唇を尖とがらせる。

「鞘さやのことだ。心配してくれてありがとう」

「……仕方ないだろ」

「ん。仕方ないとは？」

「お前が自分のことをまったく心配しないから、その分、俺おれが心配しなくちゃならない」

　セシリーは虚を突かれ、でもふっと笑う。

「私の旦だん那な様は頼りになるな」

「ああ。これからも頼れ」

　そっぽを向きながら言うルークに、セシリーは「うん」と温かい気持ちで頷うなずいた。

「……いかがですかアリアさん。今のが夫婦の会話というものです」

「何でもいいが早く始めてほしい」

　夫婦は揃そろって赤面し、誤魔化すように同時に咳せき払ばらいをした。
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　――――ずれが生じていた。





　アリアにとって初めて目まの当たりにする鍛か冶じは、感嘆に値するものだった。

　玉たま鋼はがねを熱して薄く平らに打ち延ばす『水みず減べし』、その玉鋼を細かく割っていく『小こ割わり』、他ほかにも『選せん別べつ』や『積み重ね』といった基本の作業の準備はおおよそ済んでいたらしく、見学はちょうど本格的な鍛錬の段階から始まった。

　炉の中で燃え盛る火の帯。そこへテコ棒の上に積み重ねられた玉鋼が投じられる。加熱されて表面が照り始めた玉鋼を、隻せき眼がんの師弟が手て鎚づちと向むこう鎚づちで叩たたき延ばしていく。鎚が鉄を打つ度に四散する火花が、閉め切られた室内の暗くら闇やみを何度も貫く――

　一連の作業にアリアは図らずも胸が躍り、目的も忘れて見入ってしまった。中でも玉鋼を幾重にも折り畳んで層を厚くしていく『折り返し鍛錬』という手法にはひどく魅せられた。自分もこの『折り返し鍛錬』によって造られたのだと思うと感慨も深い。

　そして見入りつつも、小さな異変を目撃した。

　刀鍛冶ブラツクスミスの左目――『魔眼』だ。

　それは時折、悪魔であるアリアにしかわからないような蠢うごめきを見せたのだ。人間の目には視認できない、悪魔特有の霊体反応。その不気味な蠢しゆん動どうはどうしてかアリアに捕食行為を連想させた。宿主である刀鍛冶の男にも何らかの影響があるはずだが、彼はそれをおくびにも出さなかった。セシリー・キャンベルは最後まで気付かなかったようだが――



    

  
    
      



    

  
    
      　昼を過ぎた辺りで作業は中断。休憩がてら少し遅い昼食を取るらしい。

　アリアとしてはここらが頃ころ合あいだろうと思っていた。彼らの鍛か冶じは非常に興味深いものではあったものの、本来の目的である“〝銘めいを認識する”〟ことのきっかけにはならなかった。後ろ髪を引かれないわけでもなかったが長居は無用――のはずだったのだが。

「セシリーさんは包丁の扱い方は心得ていますか？」

「いや。普通の剣とは違うのか？　実は前に、たまたま市内の食堂で暴漢が刃物を振り回しているのに出くわしたことがあってな。そのとき非番だった私は得物を持ち合わせていなかったから厨ちゆう房ぼうにあった包丁を拝借して応戦した――という経験ならあるんだが」

「よくわかりました。私がイチから教えます」

「は、はい。お願いします……」

　ここは工房アトリエ『リーザ』の母屋にある炊事場。

　先ほど鍛冶がひと段落した際、このような会話が為なされていた。

『久しぶりに四人でお昼はどうですか？』

『うん、それはいい考えだ。……そういえばさっきフィオに言われたよ。結婚したんだから旦だん那なに手料理のひとつでも作ってやれだとか。まったく無茶を言う。今まで一度もやったことがないのに手料理を振る舞えなんて無理な話――』

『面白そうだな。リサ、教えてやれ』

『了解しました』

『えっ』

　こうしてセシリー・キャンベルは隻せき眼がんの悪魔から料理指導を受けることになった。

　提案されたときはセシリーも及び腰だったが、そのくせ強く拒むことはしなかった。料理に関しては彼女自身も思うところがあったのかもしれない――観念した彼女は一いつ旦たん自宅に戻り、キャンベル家の使用人が使っていたという前掛けを手に帰ってきた。

　今、セシリーと隻眼の悪魔はそれぞれ服の上から前掛けをし、台所に立っていた。

「いいですかセシリーさん。ものすごく嫌な予感がするので最初に注意しておきますが、包丁は絶対に頭上から振り下ろすような切り方をしてはいけません」

「えっ。ではどうやって切るんだ」

「やはりそのつもりでしたか……。実演するとこんな感じで――食材の表面に当てた刃を滑らせるように、押しながら切る、押しながら切る。これの繰り返しです」

「おお……理屈は“〝引きながら斬きる”〟という刀の斬り方に似ているな」

「そ、そうですね」

　賑にぎ々にぎしく調理に興じているふたりを、アリアは後ろに立って見ている。

　そして――奇妙な感覚に囚とらわれていた。

　――違う世界を見ているようだ。

　何な故ぜだろう、セシリーたちの背中を遠く感じた。それはすぐ目の前にあるのに、まるで自分とは縁えんも所縁ゆかりもない世界の出来事を覗のぞいているような、強烈な疎外感に襲われる。

　彼女たちの作業に自分も加わりたい、というわけでは決してない。

　寂しいから構ってほしい、というわけでも当然ない。

　たとえ作業に加わっても、彼女たちに構われても、恐らくこの疎外感は消えないだろう。むしろより一層増してしまうかもしれない。そんな確信にも似た思いがあった。

「あああセシリーさん！　片手で切っちゃダメです！」

「え？　両手持ちなのか？」

「それもダメー！」

　目の前では喜劇のようなやり取りが繰り広げられている。

　でもアリアはずっと、無機質な瞳ひとみをしていた。





　工房アトリエ『リーザ』の庭に卓と椅い子すが用意され、それに四人で座った。

　刀鍛冶ブラツクスミスの男が野菜のスープをスプーンで一口分すくい、恐る恐る口の中に運ぶ。

「ん……悪くないな。いや、むしろ美う味まいぞ」

「そうだろう。私がやったことと言えば野菜を切る作業だけだからな。つまりリサの味付けが完かん璧ぺきなのだ」

「道理でいつもの味だ。あと開き直るな」

「ひ、ひとつずつ慣れていけばいいと思うんですよ。いきなり全部をこなすのではなく、少しずつ、少しずつです」

　隻せき眼がんの悪魔が取り成すように言うが、その顔はひどくくたびれていた。アリアはそばで見ていたからわけを知っている。難航を極めるセシリーの調理に対し、健けな気げな彼女はあらゆる手を尽くして軌道修正に努めていたのだ。よく匙さじを投げなかったと思う。

　と、その彼女がこちらに訊たずねてきた。

「アリアさんはお口に合いましたか？」

「肯定する。『聖剣』が人間のように食事をすることに違和感を覚えていたが、存外に悪くない。あとはそこの刀鍛冶から不快な体臭がしなければもっといいのだが」

「やっぱりお前もかよ……」

　刀鍛冶の男がげんなりと呟つぶやく。

　どうやらこの男も昨日の優やさ男おとこのように、ヴァルバニルの肉を食したことがあるらしい。耐えられないほどの異臭ではないが、あまり近付きたいとも思わない。なのでアリアは心持ち自分の椅子を後ろに引き、彼から距離を置いていた。

「しかしずいぶんと久しぶりだな。この四人でこうして昼食を取るのは」

　セシリーが懐かしむように目を細める。そうですねっ、と隻せき眼がんの悪魔が賛同した。無言ではあったが、無愛想な刀鍛冶ブラツクスミスの男ですら口くち許もとに小さな笑みをたたえている。

　このときアリアはひしひしと肌で感じていた。

　三人の意識が自分に向いているのを。

　だから――

「…………」

　治まりかけていた疎外感がまた頭をもたげてしまう。

「どうです。今日は四人が再会した記念に泊まっていきませんか？」

　新婚夫婦が仲良く一斉にスープを噴き出した。

「なっ、何を言うんだリサ！」

「だっておふたりは結婚したんですよ。むしろどうして一緒に暮らさないんですか」

「だからそういうのはいろいろと落ち着いてからという話で……」

「もう、セシリーさんはそればかり。ルークはいいんですか？　我慢できるんですか？」

「ほっとけ……」

　アリアの中の疎外感は見る見るうちに大きくなる。

　彼らが口にする“〝四人”〟とは、彼ら三人と魔剣『アリア』のことを指している。

　今ここにいる自分ではない。

　――誰だれもが私に別の誰かを重ねて見ている。

　黒ずくめも、のっぽも、優やさ男おとこも、隻眼の師弟も、セシリー・キャンベルも。

　皆が皆、自分を見ているようで見ていない。思えば今朝から、彼らの視界に入る度にひどい居心地の悪さに襲われていた。昨日までは――少なくとも先代の聖剣に銘めいのことを指摘されるまでは、このようなことはなかったのに。

　あの“〝扉”〟の鍵かぎが開く音も、今日は一度もしない。

「そ、そうだ。魔剣だったときのアリアの話をしよう。いいきっかけになるかも」

「セシリーさん！　話を逸そらさないでください！　いいですけど！」

　いや、思い返せばその兆候はいくつもあったのだ。

　黒ずくめとのっぽに公務役所を案内されたとき。工房アトリエ『リーザ』に向かう道すがら独立交易都市の風景を眺めたとき。セシリーが微笑みかけてくれたとき。そして今この瞬間も――“〝扉”〟の向こう側から何かがここから出せと自分に訴えかけている。

　しかし自分の中に巣食う、また別の何かが、それを強く拒絶していた。

「……アリア？　どうかしたのか」

　セシリーがこちらの顔を覗のぞき込んでくる。心配そうに眉み間けんに皺しわを寄せて。

「なんだか手が止まっていたけれど」

　彼女がこちらを“〝アリア”〟と呼べば呼ぶほど、ずれは広がっていく。

　猛烈な不安が胸の中に生まれる。

　――もしも私がこのまま『聖剣』の力を取り戻すことができなかったら。

　――つまり『聖剣』としての存在意義を失ってしまったら。

　――それどころか皆が望む“〝アリア”〟にすらなれなかったら。

　やはり先代の言うように、自分は鉄てつ屑くずも同然になってしまうのだろうか。

「何ど処こか具合が悪いのか？　いや、まさか私の切った野菜に何かっ？」

　否定する、と答えた。

「正常だ。私も、この料理も」

　そう答えるしか、なかった。





　独立交易都市はこの後、戦いに備えて市街地の大規模な工事を開始する。

　それから帝政列集国との決戦を迎えるまでのおよそ一ヶ月。

　アリアが真の銘めいを認識することは、とうとうなかった。



    

  
    
      
幕間　僧侶 Priest
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　小柄で痩やせ細った肢体に飾り気のないドレスをまとい、いっそ無愛想なほどに覇気のない目をした少女。彼女の容姿において取り分け特徴的だったのは、その異様な長さを誇る黒髪だろう。それは足あし許もとの地面にまで扇のように垂れ、影のように広がっていた。

　少女は唐突に顔面を歪ゆがませる。はしたなく頬ほおを上気させ、いやらしく舌で唇をなめ、無気力に透けていた双そう眸ぼうに妖よう艶えんなる情欲の炎を燃やした。その幼い容よう貌ぼうにはまったく不釣り合いな、情婦がするような笑みをたたえ、甘い声で囁ささやく。

「眠りを解け。罪に酔え。毒を獅し子しに。――――神を殺せ」

　呪じゆ文もんの詠唱により彼女――魔剣『ヴェロニカ』の頭髪が爆発的に膨れ上がった。

　無数の黒い糸は生き物のように不気味に蠢うごめき、ヴェロニカの使い手である青年戦士、ノア・カートライトの五体に絡みつく。それは急激な膨張を続けてあっという間に彼の身体からだを覆い隠してしまい、次いで本体であるヴェロニカの身体をすら己おのれの中に引き込んだ。

　完成したのは黒髪で編み込まれた、一個の巨大な繭。

　それはなおも変容を継続させる。

　中から何かをばきばきぐしゃぐしゃと噛み砕くような音を轟かせながら――四肢を生やし、尾を生やし、頭を生やし、鬣たてがみを生やし、歯し牙がを生やし、剣を生やす。黒い塊は変形を終えると同時に爆発四散し、中身を白日の下にさらした。

　頭髪の消し炭が粉ふん塵じんとなって一帯を舞う中、そこには一体の獣が出現していた。正確には獅子の形をした黒い全身甲かつ冑ちゆうである。獣型の兜かぶとをもたげて四よつん這ばいで立ち、背中には無数の剣の山を負っている。人外兵器と酷似した出いで立たち。

　使い手を取り込んで黒くろ獅じ子しと化す、魔剣『ヴェロニカ』。

　変化を完了したそいつは、おもむろに兜の正面をこちらに向ける。

　――何度見ても気味の悪い変化だ。

　ホレーショー・ディズレーリは胸中で独りごちた。

　見上げるような上背の巨漢である。屈強な筋肉を覆うのは黒の全身鎧よろい。ただし兜は視界を狭められることを嫌って脱いでいる。鼻び梁りようの通った顔立ち――しかし身なりを整えることに無関心であるため、髪は毛先が乱雑に跳ね、顎あごには無ぶ精しよう髭ひげを生やしていた。旧群集列国から流れてきた元罪人にして、現在は帝政列集国に属する戦士だ。

　ホレーショーは黒くろ獅じ子しと対峙しつつ、己おのれの得物を確認する。

　両りよう刃ばの長剣。刃渡りが成人男性の身長にも達する、使途によってハンド・片手両手アンド・いずれの持ち方にも対応できるア・ハーフ・柄の長い剣ソードだ。

　バスタード・ソードの魔剣『フランシスカ』。

　右手に提さげていたそれを両手に構え直し、ホレーショーは深く腰を落とす。

　瞬間、黒獅子の後ろの二脚が大地を蹴けった。その一歩一歩が地面を鋭く穿うがち、飛ぶような勢いでこちらに駆けてくる。彼ひ我がの距離は瞬く間に埋められた。

　相対するホレーショーは一歩踏み込むと同時、上半身を半回転。

　遠心力に体重を載せて長剣を横薙なぎに払う――が、空を斬きった。

「――――！」

　目を剥むいたホレーショーは首筋に悪寒を覚え、ほとんど本能に任せて飛び退のいた。極わずかに遅れ、死角から飛び込んできた黒い塊が今の今まで立っていた眼前を通過する。辛くも回避には成功したが――完全ではない。ホレーショーは鋭い痛みに顔をしかめつつ、なおも後退して黒獅子から距離を取った。

　ホレーショーは自分の胸の辺りを一いち瞥べつする。鎧よろいの胸部が横一筋に切り裂かれ、斬撃がその下の肉にまで至っていた。鎧の下に出血の濡ぬれた感触がある。体当たりそのものはかわせても、その背から生えた刃まではかわしきれなかったのだ。自分の身長がもっと低ければ喉のどを斬られていただろう。

「不覚」

　呟つぶやき、ホレーショーは駆け出した。今度はこちらの番と言わんばかりの突進で黒獅子に迫り、長剣を振り回しているとは思えないほどの手数と速さで縦横無尽に斬りつけた。

　刃の雨。しかし黒獅子はそのすべてを回避した。

　頭部への斬撃を紙一重、兜かぶとを傾ける動作だけで避よける。横に打ち込まれた刃に対しては上体を捻ひねって背中の剣山を盾にし、弾はじき返す。接近戦の不利を覚さとれば、恐るべき脚力で大きく後方に飛び退く。

　ホレーショーは回避に徹する黒獅子を猛追しつつ、認めた。

　――以前より機動力が上がっている。

　それとも得物の新しい使い方に気付いたと言うべきか。

　魔剣『ヴェロニカ』の力は一騎当千に値するが、使い手であるノアはそれに頼りすぎる傾向があった。戦術的な思考を持たず、力任せに戦うことが多かったのだ。ホレーショーは過去、愚直なほど真正面から突進してくる黒獅子を何度叩たたき伏せたかわからない。

　それがどうしたことか今の彼は右へ左へ機敏に移動を繰り返し、こちらの攻撃を巧たくみにかわす。まるで獅し子しの中身が別人と入れ替わったかのような動きだ。

　――いや、これは確かにノア・カートライトだ。

　ホレーショーはノアの人間性を知っている。臆おく病びようで、気弱で、自身が傷つくことを何より恐れている男。つまるところこの優れた回避行動の正体はそこにある。華麗にいなし避よけているように見えて、実際は死に物狂いで逃げ惑っているに過ぎないということ。少しだって傷つきたくないという単純で幼稚な理由で。

　その証拠にノアは最初の体当たり以降、一向にやり返してくる様子がなかった。回避に集中するあまり、こちらの手数の多さに反撃を仕掛ける余裕がないのだ。

　そんな余裕のなさが穴となる。

「残念だが」

　ホレーショーは黒くろ獅じ子しが逃れようとした先を完全に読み切り――

　かつ今まで以上に鋭く素早い踏み込みで黒獅子の鼻先に出現する。

「逃げるだけでは単調だ」

　唸うなるような斬撃音が兜かぶとの脳天を捉とらえた。
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　大陸西部、旧帝国領の西海岸に接する巨大水都『帝都』。

　その主城中庭――練兵場。

　そこでは剣けん戟げきの音が響き渡り、荒々しいかけ声が飛び交っている。

「う、ん……」

　練兵場の隅っこで寝ていたノアが、うめきながら上半身を起こした。

　ホレーショーはそれに気付いて眉まゆを上げる。

「今日はいつもより目覚めが早いな」

「……ホレーショーさん？」

　とろんとした目。

　隣に腰を下ろしていたこちらを見やり、ノアはぼんやりと呟つぶやく。

「あ、そうか……僕はまた気を失って……フランシスカさんは？」

「何ど処こかに行った。ただでさえ戦いが近いから多忙なのだろう。模擬戦に時間を割いてもらえるだけでもありがたいと思え、と本人が偉そうに言っていた」

　ノアは曖あい昧まいに頷うなずき、きょろきょろと見回す。

「ヴェロニカは――」

「ノア」

　折よく、席せきを外していたヴェロニカが中庭に戻ってきた。

　彼女はノアの許もとに駆け寄り、水を汲くんだ水筒を差し出す。

「ありがとう」

「どういたしまして」

　ヴェロニカは覇気のない眼まな差ざしと無表情で応こたえる。

　そこに先ほどのような淫いん靡びな笑みは一片も残っていない。ホレーショーは彼女を傍そばで見ていてつくづく倒錯した魔剣だと思う。剣の姿に変化する度にいちいち発情する悪魔など聞いたことがない。

　水筒の水で喉のどを潤したノアは、ヴェロニカに「ごめん」と詫わびた。

「またボロボロにさせちゃったね」

「すぐ、のびる。きにしない」

　彼が謝ったのは、ヴェロニカの髪が不ふ揃ぞろいになっていたからだ。扇状になるよう切り揃えられていた毛先が、まるで子どもが出で鱈たら目めに鋏はさみを入れたように何ど処こも彼処かしこもまちまちの長さになっている。

　ヴェロニカが魔剣に変化しているときに受けた傷は、人の姿に戻った際にその頭髪に反映されるらしい。連日のようにノアは模擬戦と称してホレーショーに叩たたきのめされていたから、ここ数日はヴェロニカの髪がきれいに揃っていることのほうが稀まれなくらいだった。翌朝には驚くべき回復力で元の長さに戻っているので、本人は言葉通り気にしていないようだが。

　もっとも、ノアのほうも無事ではない。軽い怪け我がはもちろんのこと、着ている鎧よろいも所々がひび割れて――変形してしまっている。

　魔剣『ヴェロニカ』は己おのれの中に取り込んだ使い手の肉体を分解し、それを獣の鎧の形に再構成する。使い手は鎧から解放される際に元の身体からだの形に構築し直されるが、その変化の前後で、使い手が身につけている物がわずかに変容していることが少なくなかったのだ。ノアが今着用しているのは戦士団に所属する者に支給される鎧だったが、よくよく見るとホレーショーのそれと細部が違っている。

　――もしかすれば肉体そのものも少しずつ変容しているのかもしれない。

　事実、ヴェロニカと組むようになった当初、戦闘直後のノアはまともに起き上がることすらできずにいた。再構成に肉体が追いついていなかったのだと思われる。最近はヴェロニカを制御する方法を覚えたのかそういうこともなかったが、その鎧の下がどうなっているかは、他人であるホレーショーには知る由もない。

　あえて言うならばその負傷や変容の原因は、彼らと毎日のように模擬戦を繰り返しているホレーショーにあるのだが――そういう稽けい古こなのだから仕方がない。

「ここ、けが、ある」

「あ、うん、ってヴェロニカ――痛い！　痛いって！」

　頬ほおの擦り傷をわざと指で突き、ノアが痛がる様を見てヴェロニカは悦に入る。

　益体もないやり取りを横目に、ホレーショーは練兵場を見渡した。

　得物を打ち合う甲高い反響音、太く低いかけ声、矢が的まとを射抜く乾いた音。そこには自分たち以外にも甲かつ冑ちゆうを着込んだ男たちが各々修練に勤しんでいた。

　帝政列集国は現在、軍整備の真っ最中である。

　主な編成は騎士団と戦士団の混合部隊――貴族騎士、傭兵や流れ者の剣士などの寄せ集め、そして人為的に改造を施された人外兵器という異色のそれだ。言わずもがな貴族出身の騎士団は後方に配備され、寄せ集めの戦士団が前衛を務めることになる。帝都の外でもそのための軍事演習が定期的に行われていた。

　国民からの徴兵はない。相手を侮っているから？　否、違う。

　独立交易都市で行われるだろう出来事を外部に知られないようにするためだ。

“〝ヴァルバニルの再封印”〟という大義が吹き飛ぶような、大量虐殺を。

「……前々から不思議に思っていたのですが」

　未いまだに指で突いてこようとするヴェロニカを押し退のけ、ノアが言った。

「独立交易都市って今、市民を軍国に移住させている途中なんですよね」

「そうらしいな」

「それ、どうして襲撃しないんですか？」

　ホレーショーはさすがに驚いて振り返る。

　今までの彼にはあまり見られなかった、攻撃的な思考だったからだ。

　――ヴェロニカに感化でもされたのか。

「……やろうと思えばやれるだろう。しかし戦後処理が厄介になる」

「戦後処理、ですか」

　そうだ、と頷うなずき、

「帝政列集国はこの戦いに“〝ヴァルバニルの再封印”〟という大義名分を掲げている。にもかかわらず無用の被害を避けるために移住を行っている人間を襲撃しようものなら、その大義は偽りだったと白状するも同然になる」

「あ。そ、そういえばそうですよね」

　なんでそのことに思い至らなかったのだろう、とノアは恥ずかしげに独りごちる。

　――これが本音だろうな。

　ホレーショーは内心で呟つぶやく。

　自分たちはそもそもの話、帝政列集国が先日公開した声明文に記載された“〝大陸の安寧を守る”〟や“〝ヴァルバニルの再封印”〟といった名目を頭から信じていない。ノアが失念したのはそのせいだ。

　大陸を救うなどという正義心を、あの男が持ち合わせているわけがないのだ。

「問題は戦後だ。残った軍国とは今後も敵対関係が続くだろうが、過去に軍国への移住者を襲撃したなどという事実があれば、その溝はさらに深まる。攻め滅ぼすのならばそれでも構わない。しかし同盟を結ぶという選択肢を残しておきたいのならば放ほうっておくほうがいい」

「なるほど……」

　ノアは深々とため息をつく。

「やっぱり僕って駄目ですね。政治のことにしても戦闘のことにしても。せっかくホレーショーさんにいつも付き合ってもらってるのに……」

「発想は悪くなかった」

　え？　とうなだれかけていた顔が上がった。

「先ほどの戦い方は貴様と相性がいい。後は応用だ。逃げるだけではどうしても単調にならざるを得ない。フェイクでもいいから攻撃も織り交ぜろ。とにかく動きの型を増やせ」

　ノアは真ん丸と目を見開く。

「は、初めて褒ほめられました」

　背中にくすぐったいものを覚える。柄でもない。

　ホレーショーはそれを押し隠すように訊たずねた。

「あれは自分で見み出いだしたのか？」

「あ、いえ。シーグフリード様に助言をもらったんです」

　――あの男、か。

　人間とも悪魔ともつかない、不気味極まりない男。

　先の声明文によれば、本名はシーグフリード・ハウスマン。

　ホレーショーがシーグフリードと最初に出会ったのは、戦士団の再編成を目的とした選抜の場である。そのときの出来事は夢に見るほど鮮明に覚えている。

『お前の主あるじは誰だれだ？』

　奴やつがパルチザンの魔剣『イライザ・イヴァ』を手に、自分を屈服させたこと。

　その記憶が脳裏をよぎったせいか、ホレーショーは思わず訊ねていた。

「ノア・カートライト。貴様はヴェロニカに愛着があるか」

「……え？」

　目を瞬しばたたくノア。唐突極まりない質問にあからさまに困惑していた。

「え、えっと、愛着というよりは厄介な魔剣だと思ってますけど……」

　ちらちらと本人の様子を窺うかがいつつ、しどろもどろに答える。

　当のヴェロニカはじっと彼の顔を凝視。瞬まばたきすらしない。

　その無言の視線に耐え切れず、ノアは観念したように打ち明けた。

「……他人に求められることに悪い気はしません。それがたとえ魔剣でも。できれば今後も彼女と一緒に戦っていきたいと思いますよ」

　答えに満足したらしいヴェロニカが彼の腕に抱きつく。相変わらず無表情だが。

　ノアも苦笑しつつ邪険にはしない。

「こういうのを愛着と呼ぶのなら、ですが」

　ならば、とホレーショーは続けた。

「今のうちに好きなだけ交流を深めておけ。別れは遠くない」

　ノアがぴたりと動きを止める。

　しばしの間、言われた言葉の意味を吟味するように押し黙った。

　しかし考えてもこちらの意図はわからなかったらしい。首を傾かしげて反論してくる。

「確かに大きな戦いくさになるとは思いますが……負けると決まったわけではないじゃないですか。むしろ戦況はこちらのほうが断然有利なんでしょう？」

「やはり、貴様はシーグフリードのやろうとしていることを知らないのか」

「シーグフリード様の……？」

　この戦いにおける、シーグフリード・ハウスマンの真意。

　ホレーショーはフランシスカからすでに聞いていた。

　といっても強引に聞き出したのだが――明かされた内容は非常に馬ば鹿か馬ば鹿かしく、神経を疑った。シーグフリードに対してもフランシスカを始めとする魔剣たちに対しても。

　ヴェロニカも己おのれが果たす役割を把握しているらしい。顔を埋めるように、さらにノアの腕にしがみついている――何も聞かないでほしいと言うように。そんな相方の様子にノアはますます困惑を大きくしたようだった。

「ど、どういうことなんですか？」

「……ヴェロニカから聞け。気が向いたころに話してくれるだろう」

　そのほうがいい。ホレーショーはそう判断した。

　煙に巻かれたノアはまだ納得がいっていないようだったが、深く追及することはなかった。ただそっと、己の腕に擦り寄る頭を撫なでてやる。ヴェロニカが気持ちよさそうに瞼まぶたを閉じた。

「……ホレーショーさんは、この戦いが終わったらどうするんですか？」

　横目で窺うかがうと、ノアは遠くを見るような眼まな差ざしをしていた。

「僕は貴族の出です。でも前の騎士団では落ちこぼれていて、武功を立てるなんて夢のまた夢だった。それがこの戦士団に入って、ヴェロニカに出会って……今度の戦ではそれなりに手柄が立てられそうな気がするんです。カートライト家の名を上げられるかもしれない。今はそのために毎日頑張っています」

　そこでこちらに視線を移し、恐こわ々ごわ問うてきた。

「ホレーショーさんは……どうですか？」

　ノアは知っている。

　ホレーショー・ディズレーリという男が旧群集列国の元僧そう侶りよだということを。

　旧群集列国における“〝僧侶”〟とは特殊な宣教師のことを示す。小国家が無数に存在し、故ゆえに様々な文化や宗教が混在するその国では、それらの摩擦や軋あつ轢れきによる諍いさかいが絶えない。布教活動ですら命がけで行われ、だから宣教師の中には自身の身を守るために戦闘に特化した訓練を受ける者もいる。それが旧群集列国における“〝僧侶”〟である。

　ホレーショーはかつて僧侶だった頃ころ、布教の一環でとある孤児院に立ち寄った。

　そしてそこに暮らしていた神父や孤児たちを皆殺しにし、救護の兵士をすら返り討ちにした。一夜にして実に五十人以上もの人間を殺害したのだ。

　この事件により本国からも見放され、僧侶の資格を剥はく奪だつされた。そして牢ろうに囚とらわれて死刑の執行を待つだけだったところを、旧群集列国の要人、ランスロット・ダグラスに身柄を引き取られた。

　すべてとまでは言わないまでも、ノアはこれらの経歴をおおよそ知っている。

　その上で訊たずねているのだ。戦いが終わったらあなたはどうするのか、と。

　ホレーショーはふっと笑った。

「そろそろ訊きかれる頃ころ合あいだとは思っていた」

「え、あ、そ、そうなんですか？」

「前々から気になっていたのだろう？」

「……実は」

　こちらに気を遣って訊けずにいた。そんなところだろう。

　大したことではないと伝えるように肩をすくめる。

「戦が終わったら、か。順当に考えればこのまま帝政列集国の戦士として生き続けることになる。そもそも僧侶の資格を剥奪された俺おれは祖国に帰れない。選択肢などあってないようなものだ」

「そもそも――」

　ノアは意を決して訊いてきた。

「どうして孤児院の人たちを殺すことになったのですか」

　彼が最も聞きたかったのはそこに違いない。

　隠すことでもないので、答えてやる。

「前にも話したことがあるな。孤児院の孤児と神父に命を狙ねらわれた。だから殺したと」

「はい、それは覚えています。でもその人たちは何な故ぜ――」

「そこがそういう施設だった、ということだ」

　そういう施設？　とノアは首を捻ひねる。

「他国の宣教師を誘い込み、処分する。そのために孤児院に偽装した施設だ」

「…………」

　ノアは絶句しているようだ。

　ホレーショーはあっさりと続ける。

「小さな国同士の軋あつ轢れきとは得てしてそういうものだ。小さいが故ゆえに国を維持し続けることは難しく、だから数少ない国民を奪われるかもしれない他国の宗教観など根絶してしまいたい。そのためならば馬ば鹿かげた施設だって拵こしらえてみせる。そんな状態が当たり前になってしまうほどに、旧群集列国は何ど処こも彼処かしこも病みきっていた」

　旧群集列国、などと一ひと括くくりに呼ばれてはいるが、それはあくまで便宜上の呼称だ。実情はいつ破綻してもおかしくないような、小こ賢ざかしい争いを繰り返す小国家の群れ。過去に平和的政策で統一を目指した国があったらしいが、噂うわさによれば家臣に毒を盛られて王が死に、あえなく計画は頓とん挫ざしたとのことだ。

　旧帝国が合併の手を貸さなければ、旧群集列国はとうの昔に崩壊していたのかもしれない。もっとも先の王を毒殺し、裏で旧帝国とのつながりを手引きした人物が、何を隠そうあのランスロット・ダグラスなのではないかとも囁ささやかれているのだが。

　なおも言葉を失っている青年戦士に、ホレーショーは告白した。

「言っておくが、俺おれが人を殺したのはそのときが初めてだ」

「えっ」

　まさか、とでも言いたげにノアが目を剥むく。

　――まあ、疑うのも無理はないだろうな。

「それまでは不殺を貫いてきた。祖国がそういう教えを説いていたからな。あの施設でも俺は誰だれも殺すつもりはなかった。しかし寝込みを襲われたとき、弾みで子どもをひとり殺してしまった――威嚇のつもりで振ったナイフがそいつの首筋を切り裂いて、だ。ならばもう何人殺しても同じだろう？」

「え……」

「人をひとり殺した時点で罪は確定した」

　何のことはない。ホレーショーはただ“〝失敗”〟したのだ。

　――取り返しのつかない失敗を。

　不殺の教え。それは自分が生まれた頃ころから説かれ続け、だから骨の髄にまで染み込んでいた。何な故ぜ不殺でなければいけないのかという、それらしい理屈はあったが、ホレーショーはその教えを理屈よりも感覚的な概念として理解していた。

“〝理屈はどうあれ、とにもかくにも、人を殺してはいけない”〟

　では――

　殺してしまったらどうなる？

　その回答は実際に手を汚したとき、理屈よりもやはり感覚によって理解された。取り返しのつかないことをしてしまった、人の道を踏み外してしまった、という猛烈な自覚。何な故ぜなら自分は殺した。死んだ人間は二度と生き返らない。やり直せない。戻れない。

　失敗した。これ以上にあの虚脱感を説明できる言葉が見つからない。

　だって自分は、他人の命を奪ったという事実に見合う贖あがない方を知らない。知らないからこそ絶望し、虚脱した。その瞬間に今まで積み上げてきたものがすべて無駄になったように思った。

　そう、ホレーショー・ディズレーリは“〝失敗”〟した。

　何を？　恐らく、人というものを。

「一だろうと五十だろうと、殺したという事実は覆らない」

「……それもあなたの国の教えなのですか？」

「いいや。俺おれがただそういうふうに感じただけだ」

　話しながら、ふと思った。

　今している話は、この臆おく病びような同僚を自分から遠ざけてしまうのではないか。

　そう思いはしても、やはり後戻りはできない。

「とにかく俺は“〝失敗”〟した。だからもう、どうでもよくなった」

　なるようになればいい。その後はほとんど無意識に、向かってくる者どもをただ殺した。どうせ“〝失敗”〟したことには変わりないのだから、一も五十も変わらない。



    

  
    
      



    

  
    
      　ホレーショー・ディズレーリの生は、あの子どもの命とともに終わったのだ。

「これからは人形のように命じられるまま生きる。それでいいと思った」

　どうでもいいと思った――

　語ることが尽き、ホレーショーは小さく息をついた。

　――さて、どうなるか。

　ノア・カートライトとは出会って数ヶ月とあまり日が経たっていない。それでもこうして連日のように模擬戦を繰り返すことで、それなりに懐かれるようにはなっていたと思う。

　しかし今、自分の本性は知られた。そのことが彼にどんな影響を与えるか。少なくとも今まで通りとはいかず、こちらを見る目は確実に変わるだろう。この気弱な男のことだから単純に恐れを抱くか、はたまたこちらを避けるようになるか。

　いずれにせよ、自分はどうでも――

「なるほど、わかりました」

　ノアはあっけらかんとそれを口にした。

「というか安心しました」

　ホレーショーは片かた眉まゆを上げて訊きき返す。

「……安心した？」

「はい。僕、今後も帝政列集国の戦士としてやっていくつもりで、だからホレーショーさんも同じだったら嬉うれしいなと思っていたので、今の話を聞いて安心しました。どうでもいいってことは、進んで戦士団を辞めたりもしないってことですよね？」

「……それだけか？」

「？　はい。それだけですけど」

　ホレーショーは首を傾かしげているノアを見つめ、つと、その視線を彼の腕にしがみついている少女に移した。

　ヴェロニカはさも嬉しそうに笑っていた。

　己おのれの玩具おもちやの成長を喜ぶように。

『独立交易都市って今、市民を軍国に移住させている途中なんですよね』

『そうらしいな』

『それ、どうして襲撃しないんですか？』

　――ああ、忘れていたな。

　何のことはない、この男もとうの昔に“〝失敗”〟していたのだ。

　ヴェロニカに見初められ、人の道を踏み外した。

　自分のような、一も五十も変わらないと言えてしまう人間になってしまった。

「ノア・カートライト」

「あ、はい」

「せめて、生き残れよ」

　ホレーショーは確信する。どこぞの神に誓っても構わない。

　もしもこれからの戦いに帝政列集国が勝利すれば、大陸は遠からず滅ぶだろう。

　自分たちのような狂人がいる国が、大陸に平和をもたらすわけがない。
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『ワシらは皆、ひとり残らず死ぬかもしれない』

　ハンニバルの声が雑音混じりに響き渡る。

『そもそもの戦力からして違う。こちらも軍国から兵を借りてはいるが、それでも向こうのほうが何倍も多い。まともにやり合えば全滅するだろう』

　祈き祷とう契約による音声伝達である。

　複数箇所に玉たま鋼はがねを設置し、祈祷契約を行うことで個々が特定のそれと共鳴し合うように術式が組まれている。定位置から発せられた音声は玉鋼を介して遠距離まで運ばれ、これによって離れた者同士が連絡を取り合うことが可能となる。軍国の学者、ユーイン・ベンジャミンが発案した新しい祈祷契約だ。

　ハンニバルの声は玉鋼を仲介して各拠点に届けられていた。

『オーガスタス・アーサー率いる旧帝国騎士団。独立交易都市の自衛騎士団とは違って、向こうは正統な貴族騎士連中から成っている。大戦を経験していない若造ばかりだろうが、油断はできないだろうな。少なくとも大将のオーガスタスを相手にすることがあれば死を覚悟してくれ。ワシでなくてはまず助からん』

　わはは、と笑い声を挟む。他ひ人と事ごとのように。

『もっとも、ワシらが真に気をつけるべきはシーグフリード率いる帝政列集国戦士団。奴やつらの主力となるのは確実にこちらだ。人外兵器でこちらの牙が城じようを崩し、それから弓兵や戦士を投入、比較的安全になったところで貴族騎士が悠々と都市の土を踏む――おおよそこんな腹積もりだろう。単純だが街ひとつを滅ぼすのには十分なくらいだ。ああ、奴らには悪魔契約もあったな。苦労して無力化させた兵がいきなり悪魔と化す、なんてこともあり得る。加えて今回は十分に準備期間を経へての戦い。人外兵器の数も前回の比ではないだろう。……おっと忘れてた。魔剣を持った戦士もいるらしいぞ』

　徒いたずらに恐怖心を煽あおる内容――知らない者が聞けばそう思うだろう。

『とまあ、聞いての通りだ。今日ワシらは死ぬかもしれない。だから諸君に命令を下す』

　しかし今これを聞いている者たちは、彼がどのような人物であるか知っている。

『全員生き残れ』

　独立交易都市公務員三番街自衛騎士団団長、ハンニバル・クエイサー。

　大陸最強の男。

　遠い昔は大陸を放浪する根無し草だった。その名が知れ渡ったのは代理契約戦争ヴアルバニルという混乱期においてだ。そのころ国や組織に属さなかったハンニバルは、大陸を跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする人外や悪魔どもを屠ほふって回っていたらしい。義憤に駆られてだとか報酬を求めてだとかではなく、純粋に己おのれの腕を高めることだけを目的にして。当時の人々の目にはそんな彼の姿は異常に映っただろう。

　人外や悪魔どもと単身で渡り合い、大戦を生き抜いた人間。

　その事実こそが、ハンニバル・クエイサーが“〝大陸最強”〟と呼ばれるゆえんである。

　彼はやがてある街に根を下ろし、その守りを盤石のものとした。

　以来、およそ四十五年間――

　何度か危機はあったものの、独立交易都市は今なおこの地に存続している。

『ひとりも死ぬことは許さん』

　だから滅茶苦茶とも言えるこの命令も、ハンニバルが言うのならば滅茶苦茶でなくなる。

　状況は限りなく絶望に近い、恐らく死者は相当数に上る――だが死ぬな。

　そんな途方もないことを“〝大陸最強”〟は本気で命じているのだから。

『勝て。生きろ。以上だ』

　鬨ときの声があがる。

　それはまるで地響きのように前後左右、彼あ方ち此こ方ちから木霊してきた。セシリーの周囲にいた者たちも各自の得物を掲げながら叫んでいる。互いの声が互いの鼓膜を叩たたき、その振動がまた心を鼓舞してくれた。人々の士気は天井知らずに昂こう揚ようしていく。

　――つくづく団長らしい演説だな。

　いっそ清すが々すがしいほどに真まっ直すぐで、だからこそセシリーは胸を熱くさせられた。

「我々ももう少し兵を貸せればよかったのですが。はい」

　鬨の声の中、そばに立っていた軍国の軍師、アーヴィー・アーヴィングが言った。

　セシリーは首を横に振る。

「そちらに無理をしてもらうわけにはいきません。都市に手を貸しているうちに近隣の旧群集列国に攻め入られては本末転倒ですし、そもそも軍国が武力を温存しているという状態が相手への牽けん制せいにもなるはずです」

「仰おつしやる通りで。はい」

　自国の守りが手薄になることを恐れているのは、何も軍国に限った話ではない。帝政列集国もまた独立交易都市に対して兵を割けば割くほど、その間に軍国に攻め入られた場合の危険度が増す。故ゆえに軍国が兵力を自国に残しておくことは十分な牽制になるし、事実、帝政列集国は国民に徴兵を行ったり大規模に傭兵を募ったりはしていないと聞く。

　今しがたハンニバルが述べたように、敵は旧帝国騎士団と帝政列集国戦士団のみ。

　セシリーとアーヴィーはどちらともなく口にする。

「いよいよなんですね」

「いよいよです。はい」

　帝政列集国の進軍を確認した、という報が斥候から届いたのは七日ほど前。

　そのころ独立交易都市では戦いに向けて大がかりな準備が行われていた。報しらせを受けてからは連日連夜の突貫作業となり、つい昨日一応の完成にこぎつけたばかりだった。

　そして帝政列集国が都市の周囲を取り囲み、陣を敷いたという連絡が入ったのはつい先刻のこと――

「ゼノビア様が大層怒っておられました。はい」

　アーヴィーがぽつりと呟つぶやいた。何ど処こか愚痴っぽく。

「『吾われも残る』と言って聞かず、説得するのに一苦労でしたよ。はい」

　人のことは言えないかもしれないが――お転婆な彼女のことだ、それはそれは駄々をこねたことだろう。その様子は目に浮かぶように想像でき、セシリーはくすりと笑った。無論、一国の王であるゼノビアを危険にさらすわけにはいかない。己おのれの片腕である軍師に説得された彼女は、帝政列集国進軍の報より早く都市を後にしていた。

　セシリーは気になっていたことを訊たずねてみた。

「アーヴィー殿はよかったのですか？　一緒に軍国に戻らなくて」

　アーヴィーは軍国の軍師。言わずもがなゼノビアの参謀として軍国になくてはならない人物で、てっきり彼も主あるじとともに国に戻るものだと思っていた。

「……正直なところ悩みました。はい」

　何処か仏頂面で答える。

「私は軍国の人間であり、ゼノビア様の腹心としてそのおそばに張りついているべきだと何度も考えました。危なっかしいことこの上ない御お方かたですからね。はい。……しかしこうも予感するのです。もしもこの独立交易都市が帝政列集国に攻め落とされるようなことがあれば、それはきっと大陸そのものの終わりだと。はい」

　息を呑のむこちらに、アーヴィーは頷うなずきかけた。

「人外兵器、悪魔契約、無数の魔剣――邪道とも言えるこれらを戦争の道具として扱う彼らを、ヴァルバニルの封印に近付けるのはどう考えてもよろしくない。きっと新たな災厄を大陸にもたらします。そして都市が滅べば次の標的は軍国。だから私は残ることに決めました。ここであなたたちとともに戦うことが、軍国を守ることにつながります。はい」

「……ありがとうございます。本当に、私たちは軍国の協力に感謝しています」

「礼には及びません。利害が一致しただけですので」

　しかし、とアーヴィーは微笑した。

「あなたに感謝されるのは悪い気分ではありませんね。はい」

　彼にしては珍しく冗談めかした言葉だ。

　セシリーが返事に困っているうちに、アーヴィーは「では」と会話を打ち切った。

「私は軍国兵の様子を見てきます。失礼いたします」

「あ、はい」

　彼が立ち去ったのと同時、生なま温ぬるい風が一帯を吹き抜ける。

　暴れる髪を押さえ、セシリーは独りごちた。

　――本当に始まるんだな。ここを戦場にして。

　目を細めて下方に広がる景色――戦場を望む。

　ブレア火山。セシリーがいたのはその地表だった。

　火山の地表には木や草といった植物の類たぐいが一切生えていない。普段は山肌が剥むき出しになっている――地面には大粒の石や岩が転がり、その隙すき間まを灰や砂じや利りが埋め、草の根ひとつ見辺りはしない。そのような場所にあたかも植物の代わりを務めるように、数えきれないほどの拠点が生えていた。

　灰はい被かぶりの森を抜けた火山の麓ふもとから傾斜に沿って、幕を張った野営地や防壁用の石垣がいくつも点在している。自衛騎士団と軍国兵の混合部隊が複数の班に分かれ、ブレア火山の表面に点々と陣を張っていたのだ。

　一方セシリーたちの班が拠点としているのは、ある火山洞どう窟くつの入り口――かつてルークとユーインが独断で侵入を試みた洞穴の付近である。ここは灰被りの森から最も近い、火山内部への入り口に当たり、故ゆえに最も激しい戦闘が予想されている拠点だった。それもあって配備された人数は多く、一帯には自衛騎士団の制服と軍国の軍服が入り乱れていた。

　こうした入り口は火山の至るところに存在する。そのすべてにここのような防衛拠点が造られ、現在は総員が所定の位置につき、戦いのときに備えて待ち構えているはずだ。

　当初はいっそのこと穴を塞ふさいでしまってはどうかという意見もなくはなかった――が、どうせ生半可な閉鎖では容易たやすく破られてしまう。他ほかにも、例えば祈き祷とう契約によって崩落を誘発して埋め立てるという案もあったが、その衝撃や振動がヴァルバニルの封印にどのような影響を及ぼすかわからなかったため採用されなかった。

　今やかの人外の封印はいつ解放されてもおかしくないような状態にあり、下へ手たな方法で刺激するのは避けたい。結果、複数ある洞窟の入り口にそれぞれ戦力を固めることで対策は決まった。無論、洞窟以外にも戦略拠点は造られている。

　これらはすべて、帝政列集国をヴァルバニルの封印に近付けないためのもの――

“〝市街地を放棄し、戦力のほとんどをブレア火山に結集する”〟

　この作戦が知らされたときはセシリーも動揺せずにはいられなかった。

　しかし同時に、それしかない、ということも頭の片隅で理解していた。市街戦をするにしてもそもそもの数が違いすぎる。軍国から兵を借りているとはいえ、実質、国対都市という冗談のような構図に変わりはない。アーヴィーの言っていた“〝邪道”〟に打ち勝つためには、“〝地の利”〟を最大限に活いかすしか術すべはなかった。

　だからこそ、自分たちはそのための準備を今日まで行ってきた。

　――しかしまあ、慣れないものは慣れないな。

　咳せきをしつつ、セシリーは内心でこぼした。辺りには薄く火山灰が漂っているため視界は悪い。生なま温ぬるい空気や湿気の多さもあってただ呼吸をするにも普段と勝手が違う。何か喉のどにつかえるような違和感があり、こうして普通に立っているだけでも不快感は込み上げてくる。この環境が戦況にどう影響するのか想像もつかない。

　ふと――

　本当に突拍子もなく、セシリーは胸にざわつきを覚えた。

　それは努めて意識しないようにしていた不安と焦りで、ともすれば呑のみ込まれてしまいそうになる。降って湧わいた感情を誤魔化すため、セシリーは同じ班の仲間に話しかけた。

「ルーク。えっと、調子はどうだ」

「調子？」

　こちらのすぐ足あし許もと、勾こう配ばいに腰を下ろしていたルークが肩をすくめた。

「いつも通りだ」

　腰の帯から得物を鞘さやごと抜き、それを杖のようにして抱きかかえている。

　彼がこの日のために新しく拵こしらえたという刀である。ここ数ヶ月かかりきりになっていた『聖剣』の直刀とは異なり、刀身が緩ゆるやかな反りの形を描いている。セシリーはまだ抜き身の姿を見せてもらっていないが、今度のそれも一級の業わざ物ものなのだろう。

　はたと思い出して訊たずねる。

「リサは？」

「あいつとはここに来る前に少し話したっきりだ」

　セシリーの知り合いは皆、ばらばらの場所に散っていた。後方支援役であるパティはセシリーのいる拠点よりも山の上に、副団長のレジナルドは反対に麓ふもと近くの最前線に、後輩のヘイゼルやヒルダ、軍国側のドリス、ユーインなども別の拠点で待機しているだろう。

　そして戦闘に参加しない者はまとめて、海岸側の火山に設置された野営地に避難することになっていた。リサや市長のヒューゴー、先代の聖剣などはそこにいるはずだ。

「最後まで一緒にいるとうるさかったが、足手まといだと言ったらようやく聞き入れてくれた。『魔剣精製』も今じゃ使えないんだ、あいつが戦いに加わる理由はない」

「……よかったのか？」

「ん？」

「私と同じ班で、さ」

　セシリーがこの拠点に配されたのは何を隠そう自ら志願したからに他ほかならない。激戦が予想される拠点だからこそ、そこで戦いたいと強く思った。

　ルークが同じ班にいるのは、それを聞きつけた故ゆえだ。彼は優れた鍛か冶じ師しである一方、随一の剣士でもある。これほど仲間として頼れる男は他におらず、ハンニバルやレジナルドなどはその腕を見込んで別の配置を考えていたらしい。

　でも――

『俺おれは自衛騎士団の人間じゃないからな。勝手にやらせてもらう』

　ルークはそう言って聞く耳を持たなかった。

「本当はリサのそばにいてやりたかったんじゃないか」

「……お前はまだ自覚がないのか？」

　呆あきれ返ったように言われる。

「な、何がだ？」

「俺の嫁としてだ」

　俺の嫁。あまりに率直な表現にセシリーは赤くなった。

「弟子は安全な場所に避難してる。嫁は危険な場所で戦おうとしてる。だったら俺がいるところなんて決まってるだろ」

「……その嫁とやらを今日まで抱かなかったのは何ど処この旦だん那なだ」

　今度はルークのほうが赤くなる番だった。途端に狼狽うろたえる。

「お前ッ、ここで言うことかっ？」

　幸いなことに他の団員や軍国兵の耳には届かなかったらしい。それを確認してほっと胸を撫なで下ろしている彼に、だって、とセシリーはうつむく。

「約束……したし」

　そう、ルークは約束してくれた。

　アリアとはまったく別の『聖剣』を打ち、彼女をその役割から解放する。ルークの代で叶かなわなければ彼の子孫が代わって果たす。それがエインズワース家がつないでいく新たな使命だと、自分に誓ってくれたのだ。

　その“〝彼の子孫”〟とはつまりセシリーとルークの子孫ということで。

「ふ、普通に考えたら、この戦いが始まる前にそそ、そういうことはやっておくべきだったんじゃないだろうか」

　自分で口にしていて消えたくなるほど恥ずかしい。しかしずっと気になっていたことだから止まらなかった。

　仕方ないだろ、とルークが嘆息交じりに言った。

「アリアのことでそれどころじゃなかった」

「そ、れは、そうだけど」

「……いや、すまん。それは表向きの理由だ。ただ俺おれが嫌だっただけだ」

「え？」

　いきなり掌てのひらを返され、セシリーはつい間の抜けた声をあげてしまう。

　――「嫌だった」？

　意味を問うように見つめると、ルークは何ど処こか投げやりに吐き捨てた。

「お前の言う通りさ。普通ならこの戦いの前に済ませておくべきだったんだろう。悔いを残さないように――俺がいつ死んでもいいように、保険をかけてな」

「ル、ルーク……？」

「だがそんなものは真まっ平ぴら御免なんだ」

　勾こう配ばいに腰かけている彼は、下からこちらを真まっ直すぐに見つめてきた。

「お前を抱くのに保険なんて下らないものを持ち込みたくない。だから今日まで手を出さなかった。それともうひとつ、逃げ場を失なくしたかったというのもある。だってそうだろう？　これで俺は約束を守るために、絶対に生き残らなければいけなくなった。是が非でも奴やつらに勝たなければいけなくなった。生きてお前を抱くために」

「…………」

「お前も覚悟してくれ。この戦いに勝った上で、俺はお前を抱く」

　ルークは口の端を上げる。

「だから死んでくれるなよ、セシリー」

　――好きだ。

　私はこの男が大好きだ。いつの間にか溢あふれていた涙を拭ぬぐい、セシリーは囁ささやく。

「愛しているよ。ルーク」

「ああ。俺もだ」

　さあ、と彼はある方向に視線をやった。

「あいつのところに行ってやれ。相棒だろ」

　セシリーは頷うなずき、彼の促したほうに向かう。

　辺りは戦いの前の昂こう揚ようと緊張感に包まれ、誰だれも彼もが落ち着かない様子だった。多くが隣り合った者同士で何事か会話を交わしている。大きく声を張り上げるのは憚はばかられ、しかし黙っていることにも耐えられなくて。

　鳴り止まぬざわめき。

　そのような中、彼女はあの結婚式のときのようにひとりで立っていた。

　――あ。

　淡白で無表情な横顔。それを見た瞬間、セシリーは先ほど誤魔化したはずの胸騒ぎが再び蘇よみがえるのを感じた。思わず足を止め、つまずくように地面の小石を蹴けってしまう。

　アリアがこちらを一いち瞥べつした。

「私に用か」

「あ、ああ」

　その声に何ど処こかこちらを突き放すような響きを感じるのは。

　――私の気のせいなんだろうか。

　結局、この日に至ってもアリアが『聖剣』の力に目覚めることはなかった。

　剣の姿に変化することはできる。しかし力を発現することだけができない。恐らく『聖剣』の彼女が有しているのは、レイピアの魔剣やクリスナイフの魔剣が持っていたような風の能力。しかしその片へん鱗りんさえ見み出いだすことができないでいた。

　もっとも『聖剣』の力を発現することができなくても、アリアがどんな剣よりも優れた業わざ物ものであることに変わりはない。『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス』がその技術のすべてを駆使して造り上げた、鋒きつさき諸もろ刃は造づくりの直刀。セシリーの戦友として、この戦いでも遜そん色しよくなく活躍してくれるはずだ。そのことに関しては心配していない。

　ただ気がかりだったのは――彼女の態度。

　セシリーはアリアの横に立ち、話しかける。

「……もうすぐ戦いが始まる。心の準備はできているか？」

「肯定する。あなたの武器として役目を果たそう」

　受け答えそのものは再会した当初から変わらない。

　変わらないはずなのだが――何かが決定的に違う。

　セシリーはどうしても彼女のそれに違和感を抱かずにはいられなかった。よそよそしさだったり、突き放すような声音だったり――とにかく距離を感じてしまう。

　魔剣だった頃ころの痕こん跡せきをたどりたい、と前向きだった姿勢もいつの間にか消極的になっていた。ヘイゼルやヒルダ、ユーインなどが訪ねてきても何処か上の空で対応するだけだった。ひとりでぼうっとしている時間も増えたように思う。

　本人に直接訊たずねてみても回答は決まっていた。

　何かあったのか？――

『否定する。私は正常だ』

　感情という感情を完全に排した表情で、アリアはそう述べる。

　今、大切な戦いを前にしてもそれは変わらない。

「…………」

「…………」

　確かなのは、彼女が自分たちに対して心を閉ざしてしまったということ。

　そんな彼女に対し、自分が今日まで何もできずにいたこと。

　だからセシリーの胸騒ぎは止まらない。

　この日のために自分たちは総出で準備に励み、それを間に合わせることができた。ハンニバルの演説で周囲の士気はこれ以上ないほどに高揚している。ルークは確かな覚悟を打ち明けてくれた。戦いを前に何もかもが上う手まくいっているように感じられるのに、ただ唯一、戦友と通じ合えていないという事実がセシリーの心をひどくざわめかせる。

　何かが決定的に足りていない――実は準備なんて本当はまったく間に合っていないのではないか？　という思いをどうしても拭ぬぐえないでいた。

　アリアは何をするでもなく、無言で遠い彼方を見やっている。セシリーは相棒の気持ちが知りたくて、その視線の先を追ってみた。

　彼女が先ほどからずっと仰ぎ見ているのは、灰はい被かぶりの森の上空。

　火山灰に覆われた、ただひたすらに暗いだけの空だった。



　　　２



　大地に黒い染みができていた。

　黒一色に染められた全身甲かつ冑ちゆうがひしめき合うように密集している。指揮が末端にまで行き届き、整然と組まれた隊列。しかし不穏で剣けん呑のんとした空気はどうしても隠しきれず漂い、故ゆえに彼らの群れは布にじわじわと広がる染みを連想させた。

　おびただしい数の黒い鉄塊は横に細長く展開し、今や独立交易都市の外周をすっかり取り囲んでいる。

　隊列を組んでいたのは人間だけではない。前線で人間の壁になるように、人ならざるモノが横列にずらりと並んでいた。人外兵器――背中に剣の山を背負った四足獣である。

　元は旧群集列国の辺境に隠れるように棲せい息そくしていた人外の獣だが、今はその背に無数の凶器を移植改造され、精神も人間に飼い慣らされてただの兵器と化している。以前までは四本の脚のうち前の二脚をそれぞれ長く太い槍やりに挿すげ替かえられていたが、此こ度たびの戦いでは機動力を重視されてその移植は行われていない。

　時間帯は日中。

　灰のような雲の垂れ込む空の下、黒い染みからいくつもの旗が生えている。

　やはり黒に塗られた、旧帝国ひいては帝政列集国を表す国旗――

「……ずいぶんと静かだな」

　隊列の中、ぽつりと漏らしたのは馬に乗った金髪の女戦士。

　魔剣『フランシスカ』である。

　独立交易都市の周囲をぐるりと囲う、見上げる高さの石壁。それには全部で四つの門があった。フランシスカが望んでいるのはそのひとつである第二正門――外壁のほぼ中央に位置し、ここを突破すればそのまま都市の中心部へとなだれ込むことができる。

　その第二正門は固く閉ざされ、沈黙していた。帝政列集国がこの場所に陣を敷いてからしばらく時間が経たっていたが、物音ひとつ聞こえてこない。まるでその向こう側は無人だとでも言うように。

　フランシスカは訝いぶかしむように呟つぶやく。

「罠わなか？」

「みぃんな、逃げちゃったんじゃない？」

「あり得ます。彼らに勝機は皆無なので」

　二種の声音を操り、ひとりが割り込んだ。左右非対称の容姿――髪型も瞳ひとみの色も白黒のドレスも左右で異なった女、魔剣『イライザ・イヴァ』である。

　元は別々だった魔剣を一本の形に合成された彼女は、その名な残ごりによってひとつの身体からだにふたつの人格を有している。跳ねっ返りで乱暴な性格をしたイライザに、気性は淑しとやかだが同時に冷酷さも兼ね備えたイヴァ。彼女は喋しやべる度、その人格に応じて表情と声音が忙せわしく入れ替わる。

　別の馬にまたがって“〝彼女ら”〟がくすくすくつくつ笑うのを、フランシスカは眉まゆをひそめて窘たしなめた。

「油断するな。お前たちは特にだぞ。以前都市に攻め込んだとき、手ひどくやられたのを忘れたわけではあるまい」

　ふたつの人格を持つイライザ・イヴァは、しかし時に表情が一致することがある。

　殊更ことさらに多いのは今のように――昏くらい笑みを浮かべたりするときだ。

「ああ、もちろんさ」

「忘れるわけがありません」

「……私し怨えんもほどほどにな」

　面倒な魔剣だ。フランシスカは嘆息し、改めて周囲を確認する。

　布陣は人外兵器による前線の真後ろに、戦士団所属の“〝人間歩兵”〟が控える形だ。全員が頭から足あし許もとまでを全身甲かつ冑ちゆうで覆っているため、彼らが戦いを前にしてどのような面をしているかはわからない。薬物などによって特殊な調教を施された従順な兵士たちは、石像のように物も言わずそこに待機していた。

　その人間歩兵たちに交じり、馬に乗っているのは七人。

　好戦的な眼まな差ざしで正門を睥へい睨げいしている魔剣『イライザ・イヴァ』。

　反対に、馬上から冷めた目で正門を眺めているホレーショー・ディズレーリ。

　己おのれの鞍くらの前に魔剣『ヴェロニカ』を乗せているノア・カートライト。

　瞼まぶたを閉じ、そっと指先でつまむように手た綱づなを取っている貴婦人、魔剣『エヴァドニ』。

　そして――魔剣『フランシスカ』は己の主あるじを振り返る。

「シーグフリード様。いかがなさいますか」

　彼は闇やみから直接剥はぎ取ったように深い、漆黒の衣をまとっていた。長身痩そう躯くの、しかし引き締まった体つき。外見上は年若く見えるが、気だるげに首を傾けている様子だけを取ってみれば妙に老成しているようにも見える。凍えるような冷たさをたたえた、三白眼の瞳ひとみ。全身から鋭利な刃物のような空気を放っている半面、息苦しいまでの倦けん怠たい感かんも兼ね備えた、どうにもちぐはぐな男。

　帝政列集国戦士団の長、シーグフリード・ハウスマン。

　フランシスカは黙している彼に続けた。

「壁の西側は海に落ちる崖がけがあり、東側も『爪つめ痕あと』と呼ばれる断だん崖がいの絶壁で外部からの侵入を拒んでいます。都市に攻め入るにはやはり正門を破るしかないかと」

「……オーガスタスは高みの見物か？」

　シーグフリードは肩越しにちらと布陣の最後方を見やる。

　そちらには戦士団の背に隠れるように、旧帝国騎士団が陣を敷いているはずだ。

「そのようで。無駄に貴族騎士たちの命が消耗するのを避けたいのでしょう」

「大戦を生き抜いた猛も者さも今ではただの爺じじいか。都合がいい。せいぜい俺おれたちの好きにやらせてもらうとしよう。――ホレーショー」

　振り返りもせず、シーグフリードは命じる。

「出番だ。三つでいい」

「わかった」

　ホレーショーを乗せた馬がシーグフリードの横を通り過ぎ、正門のほうへと向かった。あえて命じられるまでもなく、フランシスカも彼に続いて馬を進ませる。

　ふたりは拍子抜けするほどあっさりと正門の手前までたどり着いた。

　馬から降りたフランシスカはホレーショーに訊たずねる。

「お前はどう見る。この静けさ」

　これだけ接近しても都市側からは何ら反応がない。いよいよ罠わなかと勘繰ったのだが。

　こちらも下馬したホレーショーが、さあな、と素っ気なく返した。

「罠かもしれないし、そうでないかもしれない。どちらにしろこの門をどうにかしないことには始まらない」

「……もっともな意見だ」

　――例によってこんな調子だな、この男は。

　フランシスカは内心で呟つぶやく。

　ホレーショー・ディズレーリが自分の使い手になって数ヶ月。もとよりこの男と慣れ合うつもりなどさらさらなかったが、それにしても捉とらえどころのない人間だった。シーグフリードとはまた違った倦怠感を常にまとい、与えられた指示には従順に応じる。では人形のように自己意思を持たない男なのかというとそれも違う。

　彼の立ち居振る舞いにはただ一点、芯しんがある。

　投げやりに、だが迷いなく、己おのれを堕するところまで堕そうとする、ひどく歪ゆがんだ芯が。

　――私の勝手な印象ではあるが。

　とにかく“〝生”〟というものを感じさせない。フランシスカは彼との会話に手て応ごたえを得たことがなかった。まるで幽霊とでも話しているような心地にさせられる。

「聞いてもいいか」

　不意に言われ、フランシスカはホレーショーの巨大な体たい躯くを見上げた。

「何だ。手短にな」

「魔剣は神への憎しみを本能としている、と俺おれは聞いている。だからこそ帝政列集国は魔剣を大量に集め、今回の作戦を立てたとも」

「その通りだ」

「ではヴェロニカもそうなのか」

　ヴェロニカ？　言われた意味を掴つかめず、フランシスカは瞬まばたきをした。

　ホレーショーは続ける。彼にしては珍しく饒じよう舌ぜつに。

「ヴェロニカが異質な魔剣であるということは人間の俺でもわかる。魔剣としての形もノア・カートライトへの異常な執着も、貴様やイライザ・イヴァたちとは決定的に違う。ヴェロニカは使い手がいなければ変化することもできない――ノア・カートライトがいなければ魔剣そのものの存在意義すら失われる」

「……何が言いたい？」

「今回の作戦にヴェロニカは必要なのか、聞きたい」

　フランシスカは思わず、ぽかんと口を開けてしまった。

　――まさかヴェロニカをかばい立てているのか？

　いや違う。正確にはヴェロニカでなく――

「ノア・カートライトはヴェロニカなしでは生きられない。あれは弱い男だ」

　同僚の未来を、この男は案じているのだ。

「シーグフリード様が決められたことだ。私の一存で変えられることではない。第一お前やノアがどう思おうと知ったことではない」

「もっともな意見だ」

　意図的か偶然か、ホレーショーは先ほどのこちらの言葉を真ま似ねる。

「では最後に訊きく。ヴェロニカは今回の作戦の役に立てるのか？」

　フランシスカは返答に窮した。

　それは正しく懸念されていたことで、だから彼の指摘は的まとを射ていた。

　答えられないことが答えとなる。ホレーショーは満足したように頷うなずいた。

「時間を取らせたな。任務を果たすとしよう」

　一方的に話は終わったと言わんばかりに手を振ってくる。

「…………」

　彼の言う通り無駄に時間を食ってしまったのは事実だ。仕方なくフランシスカは無言で背を向ける。心の底から忌々しく思ったが、ようやく実感することはできた。彼もやはり血の通った人間なのだと。

　――前より気に食わなくなったがな。

　胸中で吐き捨てつつ、唱える。

「眠りを解け。地を奔はしれ。冠をその頭に。――――神を殺せ」

　地響きとともにフランシスカの立っていた地面が割れ、そこからいくつもの岩盤が衝つき上がった。岩盤は真上にいたフランシスカを鎧よろいごと押し潰つぶし、あっという間にそのすべてを食らい尽くしてしまう。

　岩盤の隆起はほどなく岩の塔と化した。それに、ホレーショーが抉えぐり込むように片腕を挿入し、岩の塔を破壊しながら一振りの長剣を引きずり出す。

　バスタード・ソードの魔剣『フランシスカ』。

　ホレーショーは両手持ちに構え、渾こん身しんの力を込めてその切っ先を地面に叩たたきつけた。

「――ふっ！」

　刹せつ那な、大地が真っ二つに割れる。

　切っ先の衝突点から衝撃波が迸ほとばしり、その軌跡上の地面を左右に分断していったのだ。衝撃波は恐るべき速度で一直線に大地を断ち斬きり続け、そして――

　独立交易都市の第二正門を直撃した。





　戦略拠点はブレア火山に置かれていたが、市街地にも見張りは置かれていた。

　その見張りから音声伝達の祈き祷とう契約を介して、とうとうそれが告げられた。

『――――第二正門が破壊されましたッ！』

　ある者はやにわに立ち上がり、ある者は鞘さやから得物を勢いよく抜き放ち、ある者は拳こぶしで己おのれの胸を叩いて震えを無理矢理止めようとした。正門を突破されたと言っても、敵が火山に到達するまでにはまだしばらく時間がかかるだろう。そのことが頭でわかっていたとしても、悠長に構えていられる者などほとんどいなかった。

　――始まった、のか。

　アリアの隣に立っていたセシリーはルークのほうを見やる。先ほどと変わらず彼は勾こう配ばいの上に座っていた。こちらの視線に気付いてもただ頷うなずきを返すだけだ。

「……ようやくだ」

　声に、セシリーははっとして振り返る。

　アリアの顔がこちらに向いていた。

　彼女が真まっ直すぐに自分を見つめてくるのは本当に久しぶりのことだった。その瞳ひとみが放つ神秘的な光沢は思わず息を呑のむほどに美しく、セシリーはそれを見つめ返したまま金縛りに遭ったように動けなくなってしまった。

　アリアは待ち侘わびていたように囁ささやく。

「ようやく、私は凶器として戦える」





「ああ、ようやくだ。ようやくこのときが来た――」

　人外兵器と人間歩兵の壁越しに、シーグフリードはもうもうと上がる煙を見ていた。

　魔剣『フランシスカ』の衝撃波を受け、正門は破裂したように縦に割れていた。破片がぱらぱらと一帯に降り注ぎ、立ち昇る黒煙が狼煙のろしの代用を果たす。

　狼煙――開戦の証あかし。

　シーグフリードは黒衣の裾すそを払い、宣言した。

　禍々しい笑みを浮かべて。

「始めるぞ。真の代理契約戦争ヴアルバニルを」



　　　３



　第二正門に続いて第一、第三の門が魔剣『フランシスカ』の力によって破壊された。

　間を空けず帝政列集国戦士団は戦力を三分割――

　第一正門からは人間歩兵を奴隷のように引き連れたイライザ・イヴァが。

　第二正門からは人外兵器を盾にホレーショーとフランシスカ、ノアとヴェロニカが。

　第三正門からは人外兵器と人間歩兵で守りを固めたシーグフリードとエヴァドニが。

　三手に分かれて進軍を開始した。





　人の姿に戻ってホレーショーとともに第二正門前まで退き返したフランシスカは、再び馬にまたがった。片手で馬の手た綱づなを取り、もう片方の手には長大な戦斧ポール・アツクスを提さげる。フランシスカが魔剣としてではなく女戦士として戦場に赴く際に愛用している得物だ。相当な重量があるにもかかわらず軽々と持ち上げている。

　フランシスカは己おのれに託された駒こま――ホレーショー、ノア、ヴェロニカ、人外兵器たちを見渡す。彼らに前進を指示しようとして、しかし思いとどまった。

　――まだ都市側は動かないのか？

　門を破られ、いよいよ市内にまで攻め入られようとしているのに、この静寂はどうしたことか。破壊した門から覗のぞける景色にも人の気配はない。イライザ・イヴァが述べていたように尻尾しつぽを巻いて逃げ出した、と言うのならばそれでも構わない。自分たちは予定通り目的を遂行させてもらうだけだ。

　だが、奴やつらに限ってそんなわけがあるはずがないのだ。

「じ、人外兵器を一体、先に行かせてはどうでしょうか」

「妥当だな。少し様子を見たほうがいい」

　恐る恐る提案してきたノアに、ホレーショーが賛同する。

　指図されるまでもない。フランシスカは手近にいた人外兵器の尻を戦斧ポール・アツクスの柄つか頭がしらで小突いた。こちらに頭を巡らせたそいつに、戦斧の穂先を門の先に向けて「行け」と命じる。

　指命された人外兵器は地を蹴けり、四足でまっしぐらにそちらへ駆けた。

　そして門を潜くぐり抜けたところで――忽こつ然ぜんと消失した。

「なっ……」

　見守っていた一同は目を剥むくが、続く轟ごう音おんと土煙ですぐに理解した。

　――“〝穴”〟か！

　フランシスカは鞍くらを蹴って馬を走らせる。奇襲を警戒して、元は門だった瓦が礫れきを壁にしながら、人外兵器が消えた――否、落下した地面を覗き込んだ。

　それは“〝穴”〟どころではなく“〝堀”〟だった。

　人間が飛び越えるには幅が広すぎ、這はい上がるには底が深すぎる。迂う回かいしようにも堀は進路を断つよう門の内側を半円状に囲って掘られていたため、それもできない。初見で気付けなかったのはその上に薄い幕が張られ、土が被かぶせてあったからだろう。

　底には先行させた人外兵器がぐったりと横たわっていた。落下死したのかと思ったが違う。背中の剣山に紛れてわかりにくいが堀の底には無数の槍やりが立ててあり、人外兵器はそれに串くし刺ざしになって息絶えていた。

　――陣地の外周に堀を造る、というのならわかるが。

　外ではなく内に造るとは。

「どうやら相手は状況を正しく把握しているようだな」

　いつの間にかホレーショーがフランシスカの後ろまで馬を進めていた。

「帝政列集国の――シーグフリードの目的はただひとつ、ブレア火山に封印されているヴァルバニルだ。裏返して言えば、都市側はその火山さえ死守できればいい、ということでもある」

「人間の気配がしないのはそのせいか」

「結論付けるのは早計だと思うが、恐らく」

　ホレーショーは遠い彼方、火山灰に霞かすむ火山の陰影を眺めやる。

「奴やつらは市街地の防衛を度外視して、本陣をあの火山に置いた。この堀のような罠わなを市内に仕込んだ上でな。伏兵くらいは残しているかもしれないが……俺おれが向こうの立場だとしたら半端なことはしない。戦力で大きく劣っているのならばなおさらだ。ちまちま小こ競ぜり合あいをするより、罠で相手を消耗させたところに総力をぶつけたほうが遥はるかに効率的だからな」

　その推測が当たっているとしたら、かなり大胆な決断だと言える。

　独立交易都市は過去にも帝政列集国の襲撃を凌しのいだことがある。市民と自衛騎士団が一丸となって人外兵器や悪魔に立ち向かい、自分たちの街の防衛に努めた。そんな彼らがかつて守り抜いた街を放棄するということ。正体が魔剣であるフランシスカは想像するよりないが、そこには相当な覚悟があったのではないか。

　敵ながら英断だな、とホレーショーも呟つぶやいた。

「恐らくこの無人の都市は罠だらけだろう。火山の前にある灰はい被かぶりの森とやらにも何かしらの仕掛けがあるに違いない。あちらは総力戦の前にでき得る限りこちらの戦力を削る算段だ。どうする、フランシスカ」

「決まっている。そうだとしても前進あるのみだ」

　目標地点である火山に至るには、この市街地と森を抜けなければいけない。

　フランシスカは馬から飛び降り、門の横の石壁を振り返った。

「ホレーショー、この外壁を破壊しろ。飛び散った瓦が礫れきが堀を埋めるように計算してだ」

「わかった」

「眠りを解け――」

　本日二度目となる変化の呪じゆ文もんを唱えながら、フランシスカは予感する。

　――きっと長い一日になる。





　一方、第一正門。

　イライザ・イヴァはフランシスカたちが遭遇した堀と同様のものを前にしていた。

「鬱うつ陶とうしい」

「小こ賢ざかしい」

　ひとつの唇で口々に毒づく。

　堀の底には落下した人間歩兵が三つ――内ふたつは絶命し、ひとつはまだ辛うじて生きているようだった。腹部と大だい腿たい部ぶをそれぞれ槍やりが貫通して動けずにいたが、息はある。

　無論、イライザ・イヴァには彼を助ける道理も慈悲もまったくなかった。

　それどころか“〝彼女ら”〟は、背後に待機していた人間歩兵たちに命じる。

「橋に」

「なれ」

　人間歩兵たちは一切の葛かつ藤とうなくイライザ・イヴァの左右を通り過ぎ、何かの冗談のように次々堀に飛び込んで落下。槍やりで貫かれながらふたつの死体とひとつの生体の上に積み重なっていき、皮肉にも罠わなの槍が支柱の役割を果たして“〝橋”〟と化した。

　帝政列集国戦士団――

　シーグフリードが擁するそれは魔剣と魔剣の使い手、人外兵器、傭兵や流れ者の剣士などといった寄せ集めで構成されており、“〝人間歩兵”〟とはこの傭兵や流れ者の剣士などに当たる。

　人間歩兵はある特殊な調教を経へている。調教を施したのは俗に“〝調律師”〟と呼ばれる者たち――シーグフリードから初代ハウスマンの研究を伝授された技術者たちである。人外兵器の改造も彼らの手によって行われている。

　調教の内容はいたってシンプルで、長期間の薬物投与によって正気を失わせて洗脳した後、手術によって痛覚を遮断するというもの。これで戦闘に特化した傀かい儡らいが出来上がる。

　イライザ・イヴァは人間歩兵の“〝橋”〟を悠々と渡った。後に続く人間歩兵たちも同胞の死体を足あし蹴げにして堀の対岸へと進む。一体が足を滑らせて死んだが些さ末まつなことだろう。

「さあ、どんどん行くよ」

「ええ、ずんずん行きましょう」





　第三正門ではシーグフリードとエヴァドニが、イライザ・イヴァが取ったのと同様の手段で堀に“〝橋”〟を生み出していた。馬は堀の前で乗り捨て、人間歩兵の死体を何の感慨もなく踏み台にして先に進む。

　当然の如ごとく、罠があるのは入り口だけではなかった。

　第三正門を抜けた先は五番街の住宅地を横切る、大きな通り。

「…………くだらん」

　シーグフリードは人外兵器と人間歩兵を先行させ、彼らが次々と落とし穴に呑のみ込まれていく様を無感動な眼まな差ざしで見ていた。

　通りは何の変哲もない道を装い、巧妙にそれを隠している。人外兵器と人間歩兵が不用意に進めば進むほど、ひとつふたつと落とし穴が増えていき、そこはあっという間に虫食いにあったように穴だらけになった。

　加えて落とし穴の場所によっては、隣接する建築物の崩落を誘発するものもあった。運よく落下を免れた人外兵器は頭上から降り注ぐ瓦が礫れきに押し潰つぶされて圧死。進路まで塞ふさがれる始末だ。

「……エヴァドニ」

「はい」

　それまで彼女は、そっとシーグフリードの後をついてきていた。

　黒い長髪に黒紫色の唇、そして黒いドレスを身にまとった貴婦人である。生気の薄い表情と細長い肢体は枯れ木を連想させ、その肌も凍えているかのように不健康に白い。

　シーグフリードは背を向けたまま彼女に告げた。

「面倒だ。お前を使う」

　返事は変化の呪じゆ文もん。

「眠りを解け。闇やみをまとえ。結末をあなたに。――――神を殺せ」

　黒いドレスが裾すその端から造形を失い、炎のように揺らめき渦巻いてエヴァドニの肢体を包み込んだ。漆黒の火柱がそそり立ち、闇の破片のような火の粉を飛ばす。

　やがて柱は弾はじけて霧散し、そこに両りよう刃ばの剣を残した。

　刃が波の形状をした長剣――フランベルジュの魔剣『エヴァドニ』。

　シーグフリードは出現したそれを引ひっ手た繰くるように取ると、片手で軽々と振り抜いた。

「焼き払え」

　剣から黒炎が起こる。それはとぐろを巻いて一軒の建物に降りかかり、全体を覆い尽くしてしまった。通常の炎のような燃え広がり方ではなく、あたかも毒が人の身体からだを侵すようにじわじわと、である。

　黒炎は建物から建物へと伝い、それらに仕込まれた罠わなごと、ゆっくりと街並みを侵食していく。

　シーグフリードはフランベルジュの切っ先を前方に突き出した。行け、と。

　人外兵器と人間歩兵は五番街の通りを前進する――時に黒炎の巻き添えを食いながら。
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　シーグフリードやイライザ・イヴァが人外兵器や人間歩兵を囮おとりに使う傍ら、フランシスカたちは堅実に罠を破壊、または解体しながら先に進んだ。移動は徒歩。咄とつ嗟さの動きが叶かなわない馬はとうの昔に乗り捨てている。これらの慎重さが功を奏し、人外兵器の数を無駄に消費することなく市街地を通過することができた。

　第二正門をくぐり、三番街の無人の商店街を過ぎ、七番街の農地を抜けて――

　たどり着いたのは灰はい被かぶりの森の入り口。

「ホレーショー、ノア。用意しろ。玉たま鋼はがねとマスク、それとゴーグルもだ」

　フランシスカはふたりの戦士に指示した。

　ブレア火山と隣り合うこの森は、高濃度の霊体を含む火山灰によって覆われており、人間が備えなく足を踏み入れると『霊体酔い』という症状を引き起こしてしまうらしい。だからフランシスカが言った玉たま鋼はがねはそれを防止するため、マスクは火山灰を肺に吸い込まないため、ゴーグルは目の粘膜を火山灰から守るための物だ。

　高濃度の霊体や火山灰は人間に悪影響を及ぼす。しかし剣の悪魔であるフランシスカやヴェロニカについてはそうではない。むしろ肉体の構成要素でもある霊体のおかげで、自分たちの力はより強力になるはずだ。

　しかし、とフランシスカは人外兵器たちを見やる。

　悪魔がそうであるように、人外もまた霊体を栄養のひとつとしている。ただし何事も過剰な摂取は生体に対して好ましくない。彼らは『霊体酔い』こそ引き起こすことはなかったものの、その鼻息の荒さや黄金色の双そう眸ぼうがぎらついている様子などから、どうやら興奮状態に陥っていることが見て取れた。

　ヴァルバニルの居場所に近付いていることもその要因だろう。ヴァルバニルはいわば何百年も昔から大陸に居座る人外――“〝王”〟に相当する。本能でそれを理解している獣たちは濃厚に香り始める“〝王”〟の臭いに狂喜しているのだ。

　事実、正体が魔剣であるフランシスカも人外たちとは違った意味で、その気配には落ち着かない気持ちにさせられていた。

　――私の声をちゃんと聞ける状態だろうか。

　背中の剣山が邪魔をして、森の行軍にはただでさえ時間を要するだろう。単体なら強引にでも突っ切ることはできるだろうが、これは罠わなを警戒しつつの集団での行動だ。指揮が乱れるのは歓迎するところではない。そう危き惧ぐはしても人外兵器を置いていくわけにはいかないのだが。

　ホレーショーとノアの準備が整ったのを確認し、フランシスカたちは森に分け入った。

　そこは鬱うつ蒼そうとして薄暗い、灰色の世界。

　森の全域を灰の雲に覆われているため、日差しがほとんど入らない。そのような環境にもかかわらず木の幹が十分な太さと硬さでそびえ立ち、葉も草も枯れずに生い茂っているのは、火山灰に含まれる霊体こそが生命力の代替わりをしているからだ。独立交易都市の市街地に降灰が見られないのも、この森が火山灰を吸着して食い止めてくれているためだという。

　つまるところただでさえ見通しの悪い森が、長年降り積もった灰のせいでさらに視界も足場も悪くなっている。フランシスカはホレーショー、ノア、数体の人外兵器たちと手分けして道を作りながら進まなければいけなかった。ふたりの戦士は魔剣を用いず、自前の短剣で草木を刈っていく。

　それでも一同は地道ながら確実に前に進んでいた。大した被害も被っていない。

　――さすがに認めなければいけないか。

　やはりその気性は気に食わないが、フランシスカはそう思わざるを得なかった。

「……待て」

　ホレーショーが草木の陰に忍ばされていた何かに目ざとく気付く。彼はフランシスカたちを下がらせ、離れた場所から石を投じる。掌てのひら大の石が前方の草むらに飛び込んだ瞬間、その草むらが膨れ上がるように弾はじけた。

「劣化した玉たま鋼はがねの暴発か」

　フランシスカは眉まゆをひそめて呟つぶやく。

　劣化、または過度に消費された玉鋼は高濃度の霊体と異常反応を起こすことがある。草むらに仕込まれていたのは恐らくそれで、不用意にそこに足を踏み入れれば暴発するよう作為が施されていたに違いない。

　暴発といっても殺傷性の低い小爆発だが――

「脚に怪け我がを負わせてこちらの機動力を奪うのが目的だろう」

　ホレーショーがその意図を解説した。

「これの厄介なところは、あくまで死なない程度の威力だということだ。死体は捨てていくことができる。しかし怪我人はそうではない。連れていけば高い確率で足を引っ張るだろうし、かといって見捨てていくわけにもいかない。こうして敵方に怪我人を増やし、その統率を乱させるのが真の狙ねらいだろうな」

　解説を聞いたノアがぞっとしたように呟く。

「え、えぐい罠わなですね……」

「ああ。わかってはいたが奴やつらは本気だ」

「でもホレーショーさん、やっぱりすごいです。そんな罠があるなんて僕は全然気付きませんでした」

「僧そう侶りよだったころの名な残ごりだ」

　手放しに褒ほめ称たたえるノアに、ホレーショーは鼻を鳴らす。

「不殺の教えを守るために、トラップの類たぐいに関する技術も学んでいた。直接戦わずして相手を無力化できるからな。こんなところで役に立つとは俺おれも思わなかったが」

　そう。

　ここに至るまでほとんどの罠を回避することができたのは、ホレーショーがその技術に精通していたからに他ほかならなかった。フランシスカもある程度の知識は持っているつもりだったが、彼はそれ以外に観察眼にも優れていた。この元僧侶がいなければ自分たちはここまで順調に進めなかっただろう。それは紛れもなく彼の功績だ。

　と――

「あつい」

　唐突にヴェロニカが口にした。

　彼女はノアの袖そでを引いて訴える。

「ノア、あつい」

「ヴェ、ヴェロニカ？　わがまま言わないでくれよ。確かに蒸し暑いけど――」

　ノアが何かに気付いたように言葉を切った。

　慌ててフランシスカのほうを振り返り、恐こわ々ごわと問うてくる。

「まさか森に火を放たれてたりなんか、しませんよね……？」

　可能性は五分だな、とホレーショーが横から答えた。

「都市側がそこまで捨て身になれるかどうかだが」

「事前に考えなくはなかったが、火責めはないだろう」

　フランシスカは戦斧ポール・アツクスを振るって道を作りながら、ノアの懸念を否定する。

「この森が焼ければ、独立交易都市は降灰に襲われる。そうなれば人間が暮らすなどとうてい不可能だ。戦いのために市街地を棄すてたからと言って、復興すらできない状態にまですることは望んでいまい」

「そ、そうですよね……」

　ほっと胸を撫なで下ろすノアだったが、ヴェロニカはなおも彼の袖そでを引く。

「でも、あつい」

「だから我慢しておくれって。火山がすぐそばにあるんだ。地熱で暑くなっちゃうのは仕方ないだろう？」

「ちがう、あついのは、あれのせい」

　とヴェロニカは彼方――火山のある方角を指差した。

　なんだよ、とノアが指差されたほうを見やる。フランシスカもホレーショーも。

　ヴェロニカに遅れ、それに気付いたのはやはり観察眼に優れた元僧そう侶りよだった。

「変化しろ、フランシスカ。確かめたいことがある」

　命令されたことにむっとするが、フランシスカは黙って従う。

「眠りを解け。地を奔はしれ。冠をその頭に。――――神を殺せ」

　草木を爆発させて現れたバスタード・ソードを、ホレーショーは頭上に掲げて短い吐息とともに振り下ろす。魔剣『フランシスカ』はその力を遺憾なく発揮。大地を一直線に奔る衝撃波は草を刈り土を割り木を薙なぎ倒し、一同の視界を一撃にして開かせた。

　そこには――
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「お、黄金の川……？」

　ノアが唖あ然ぜんとして呟つぶやいたように――

　それは正しく“〝黄金”〟と称するに相応ふさわしいほど眩まばゆく、一同の目を焼いた。

　視界の前方を横切っていたのは、ぐつぐつと煮えながら緩慢に流れる川。黄と赤の二色に輝き、その流れの中に消し炭のような黒をいくつも浮かべている。液体とも固体ともつかない質感に表面には炎のように揺らめく皮膜――正門で出くわしたものよりももっと長大で広大な堀を、“〝燃えながら溶け続ける岩”〟が流れていたのだ。

　草木などの遮しや蔽へい物がなくなったせいか、黄金の川から発せられる熱波は直接こちらの肌を撫なで、ホレーショーとノアはたちまち汗をかき始めた。

　さしものホレーショーも気け圧おされたように喉のどを鳴らす。

「そうか……これが溶岩というものか」

　普段は火山内部を流れている、あらゆる物質を呑のみ込むという『溶岩』。

　――人外兵器は大丈夫か？

　ホレーショーはふと気になって獣たちの様子を窺うかがう。

　人外兵器は人間歩兵のように痛覚を遮断されていないので、当然の如ごとく熱や寒さを感知する。そのはずなのだが――彼らは何かに魅せられたように黄金の川を凝視していた。まるで神々しいものでも目まの当たりにしたかのように微動だにしない。溶岩は火山の内部から流れてきたものだろうから、人外を魅了するような霊体を発していたのかもしれない。

　ノアが訊きいてきた。

「こ、これも罠わななんですか？」

「……そうとしか思えない」

　ヴェロニカが早い段階で察知してくれたからよかったものの、不用意に接近し、足を滑らせでもしていたらどうなっていたか。

　――いや、それにしてもだ。

「よくこれだけの堀を造れたものだな……」

　溶岩の流れる堀は、正門のところにあったそれとは比べものにならないほどの規模を有していた。向こう岸は遥はるか遠くにある。飛び越えることはおろか橋を架けることも叶かなうまい。深さは溶岩のせいで調べられないし、堀の全長などはまったく想像がつかない。少なくとも目の前を大きく横切る溶岩は右も左も何ど処こまでも長く続いているように窺えた。

　ホレーショーの知る限り、数ヶ月前まではこのようなものはなかったはずだ。森を切り開くだけでも大がかりな作業なのに、さらにこれだけの規模の堀を造り上げるとは。

「具体的な工事の方法は知る由もないが、いっそ感服してしまうな」

　森を切り開いて堀を造り、そこに溶岩を流し込む――これほどに地の利を活いかした手段は他ほかにない。攻略する側にとっては厄介極まりなかったが。

「しかし早い段階で気付けてよかった。迂う回かいに時間は取られるが、気を付けて進めば問題はない。それにこれから行く火山にはほとんど遮蔽物がない。たぶん奴やつらの仕掛けた罠も大体がこの森で打ち止めになる。つまりここを越えれば、罠の解体などという面倒な作業も終わるということだ」

　ホレーショーとしては溶岩の出現に及び腰になっていた同僚を励ますつもりで言ったのだが、しかし彼は「本当にそうでしょうか」と何ど処こか浮かない顔で反論してきた。

「ホレーショーさんはご存知でしょうか。“〝光の壁”〟について」

「“〝光の壁”〟？」

　ノアは頷うなずき、

「少し前に観測された正体不明の物体です。物体ではなく現象かもしれませんが」

「それがどうした」

「言葉通り“〝光の壁”〟としか表現することのできないものが、独立交易都市の中で発生したんです。それは都市から離れた旧帝国領からも目撃できるほどに巨大で――」

「ノア・カートライト。話が見えない」

「その“〝光の壁”〟が観測されたのが、この灰はい被かぶりの森なんです」

　一瞬、ふたりの間に沈黙が訪れた。

　ホレーショーは眉み間けんに皺しわを寄せて溶岩を振り返る。

「この巨大な堀とその“〝光の壁”〟が関係している……とお前は言いたいのか？」

「…………」

　馬ば鹿かな、と思う半面、ひょっとして、という気持ちがあった。

　自分でも先ほど口にしていたではないか。

『具体的な工事の方法は知る由もないが、いっそ感服してしまうな』

　本当に、敵はどうやってこのような堀を造ったのだ？

　森を切り開いて堀を造り、そこに溶岩を流し込む――果たしてたった数ヶ月やそこらでできることなのか？

「ノア・カートライト。“〝光の壁”〟はどのくらいの時間、出現していたのだ」

「……ほとんど一瞬に近かったらしいです」

「一瞬……？」

　もしもこの堀が、その一瞬の“〝光の壁”〟によって造り出されたものと仮定するならば。

　――一体“〝何”〟であればそれを成せる？

　ふたつほど、ホレーショーは思い当たった。

　ノアが至った結論も同じだったようで、ふたりは申し合わせたように述べ合った。

「『ヴァルバニル』か」

「もしくは『聖剣』か」





　灰被りの森で起こった爆発は、火山にいたセシリーたちも確認することができた。

　――あれは溶岩の流れている辺りだ。

　以前にセシリーが先代の聖剣の力を借りて造った堀。そこを流れる溶岩の様子は火山側からも俯ふ瞰かんできる。セシリーは爆発がその溶岩流のそばで起こったのを見逃さなかった。

　火山の麓ふもとから怒号が響いてくる。レジナルドの声だ。

「奴やつらは近いぞ！　警戒を怠るなッ!!」

　そのとき、ふわっ、とセシリーは顔の横に風を感じた。

　反射的にそちらを見やり、目を見開く。隣にいたはずのアリアの姿が消えていたのだ。

「セシリー・キャンベル」

　呼ばれて勾こう配ばいの下に視線をやると、彼女はそこにいた。

　今にも走り出そうとする体勢で。

「行こう」

「……え？」

「今なら力が使える気がする」

　どうしてだろう。このときのアリアはいつもと変わらず無表情だったのに――セシリーの目はそれを歪ゆがんだ笑みに錯覚した。

　凍りつくこちらを、彼女は待たなかった。

　脇わき目めも振らず、滑るように火山の傾斜を駆け下りていく。

「えっ、ア、アリア!?」

　わけがわからなかったが無視するわけにはいかなかった。相棒の突然の行動に驚いてはいても、少なくとも彼女が向かおうとしている場所には予測がついたから。

「セシリー!?　おい、何ど処こに――」

　後ろでルークの声。事情を説明している余裕はなかった。

　アリアの背中はあっという間に麓まで下っていき、そこに陣を敷いていた人々の横を通り過ぎる。追いすがるセシリーも次々すれ違った。いよいよ戦いが始まるという緊張感に昂たかぶっていた彼らは、え、と不意打ちを食らったような顔でこちらを見送る。

「アリア、待て、待ってくれ――！」

　走り出しが遅れたせいか追いつけない。アリアとセシリーはとうとう最前線に築かれていた防壁用の石垣まで乗り越えてしまった。駆け下りる勢いそのままに、灰はい被かぶりの森へと突入する。セシリーはレジナルドの声を聞いたような気がするが、構っていられなかった。

　前方を走るアリアはまったく速度を落とすことなく、驚くべき身のこなしで森の枝や草をかわして突き進んでいく。その背中に追いすがるセシリーは、先代の聖剣のことを思い出していた――そういえば先代も今のアリアのように軽快な動きで森を突っ切っていた。

　セシリーはアリアほど上う手まく森を分け進むことができず、見る見るうちに距離を開けられてしまった。

　――くそッ、見失う！

　焦ったのも束つかの間ま。

「眠りを解け。真実を貫け。風を貴女あなたに。――――神を殺せ」

　木々の向こうで閃せん光こうが奔はしった。セシリーは毒づきながらそちらへ飛び込む。

　枝木をかき分けた先は、いつの間にそこまで来ていたのだろう、溶岩が流れる堀だった。

　そして手前の岸には鋒きつさき諸もろ刃は造づくりの直刀――『聖剣』が逆さに突き刺さっていて。

　溶岩を挟んで離れた対岸には、黒鎧よろいを着た戦士たちと人外兵器どもがいた。

「なんでッ、なんでだアリア!?」

　叫びながら、セシリーの手は吸い寄せられるように直刀の柄つかに伸びていた。

　とにかく一刻も早くここから退しりぞかなければ。そう思った矢先。

「――――ッ!?」

　既視感に襲われた。

　かつて旧群集列国に連れ去られた相棒を取り戻したとき――

　魔剣『フランシスカ』の強襲により窮地に陥っていたセシリーたちを救ったのは、取り戻したばかりの魔剣『アリア』だった。その代償に彼女は最後の力を使い果たし、以後沈黙してしまった。

　セシリーの記憶が正しければ、あのときの魔剣『アリア』は使い手の意志を介在させずに力を解放していた。使い手の精神を反映して能力を発揮するはずの魔剣が、その法則を無視して使い手の身体からだを縛り、操作して、強制的に力を発現させるよう仕向けたのだ。

　あのとき抱いた強烈な悪寒。それと酷似するものが今、セシリーを貫いていた。

　駄目だ、と絶叫する。でもやはり“〝あのとき”〟のように身体の自由が利かない。この間にも手の中の『聖剣』は勝手に風を集束し始め、こちらの意識にそれを放てと促す。抗いきれない。強力な負荷が全身にかかり骨が軋きしんだ。収しゆう斂れんした風はこちらの肉体まで押し潰つぶすような嵐あらしとなり、セシリーはたまらず悲鳴をあげた。

　刺突の構えとはとても言いがたい滅茶苦茶な体勢で。

　右手は『聖剣』を虚空に向かって突いた。

「アリア――」

　白濁した光はセシリーの叫びごと一帯を食らう。



    

  
    
      

　長い一日はすでにはじまっていた。
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　工房アトリエ『リーザ』は母屋と鍛か冶じ場ばの二軒から成り、独立交易都市の公的農地である七番街と火山灰を被かぶった白い森、それらの間かん隙げきに位置する。頭上の天空は森を境に空の青と灰の白の二色に割れており、都市側から森の向こう側を望めば、灰色にけぶる空の中に火山の稜りよう線せんがうっすらと見える。

　工房には親方である青年とその弟子の少女がふたりで暮らしている。暖かな日中には決まって屋外に小さな卓と椅い子すを並べて昼食を取るというのがふたりの習慣――主に弟子の趣味――だったが、近ちか頃ごろその席せきには彼ら以外の顔ぶれが並ぶようになっていた。

　夏を目前とした時節。

　和やかに注ぐ陽ひ射ざしと爽さわやかに渡る風の中、食卓の上には出来立ての蒸ふかし芋が山盛りで湯気を立てている。傍らに添えられているのはさっと茹ゆでて軽く塩味をつけた野草。

　卓を囲むのは四人。

　そのうちのひとりが思い出したように切り出した。

「そういえば大道芸団が来るぞ」

　燃えるような赤い髪と瞳ひとみの女騎士、セシリー・キャンベルである。歳としは十六。白を基調とした制服と首くび許もとのペンダントはいずれも独立交易都市公務員自衛騎士団の所属を示す証あかしだ。

「大道芸団、ですか？」

　訊きき返したのはセシリーの斜はす向むかいに座っていた少女――リサだ。

　リサはこの工房『リーザ』で助手として働いている。午前中も鍛冶場仕事に追われていたらしく、彼女の着る作業着には真新しい汚れが見られ、後ろで束ねたブロンドの髪もわずかに炭の煤すすを被っていた。

　フォークを片手に小首を傾かしげる少女に、セシリーは言った。

「大陸中の国家を渡り歩く大道芸の一団らしい。近々この都市を訪れるとのことで自衛騎士団に彼らの護衛依頼が来ている。私も噂うわさ程度にしか知らないんだが、素晴らしい芸の数々を持っていて、中には剣舞に優れた曲芸師もいるとのことだ。その彼は猛獣の扱いにも長たけているだとか」

　生来が好奇心の旺おう盛せいなリサは「素晴らしい芸の数々」の件くだりで瞳ひとみを輝かせたけれど、すぐに目め尻じりを下げた。

「とっても面白そうですけど……大丈夫なんですか？　この前の『市』であのような事件が起こったばかりですよ」

「だからこそなのさ。もちろん事件そのものを忘れてはいけないが、せめてその落ち込んだ空気を吹き飛ばそうというのが目的なんだ。市民も彼らの訪問に合わせて臨時の祭りの準備に奔走している」

「そうそう、だから大通りなんて、ふぇ、熱っ、すごふ賑にぎわっ、すごふ熱い！」

　セシリーの隣で、熱々の蒸ふかし芋を四苦八苦しながら頬ほお張ばっているのは栗くり色いろの髪をした女性だ。名はアリア。踊り子のような格好をした彼女は『市』での事件以来、セシリーの相棒を務めている。

　彼女は自分の胸を叩たたきながら水で蒸かし芋を飲み込み、ほっと息をついた。

　ごめんごめんと手を振ってから、

「えっとね、本題。当日の警備は自衛騎士団が担当するんだけど、あたしとセシリーはその日はお休みをもらってるの」

「私は右手の火傷やけどがまだ治りかけだからな。残念ながら警備の役には立てない」

　セシリーは包帯の巻かれた右手を示す。火傷は『市』の事件で負ったもので、後遺症の心配は無いがまだ完全には回復していない。今もフォークは左手で扱っていた。

「それでだ。大道芸団の見物にリサとルークもお誘いしようかと思うんだ」

「わ、私たちですか？」

「ああ。『市』のときにはふたりにとても助けられた。そのお礼と言うのも変だが……団長が特別に計らってくれたんだ。客席せきは四人分用意されている」

「行こうよリサ！　きっと楽しいよ！」

　身を乗り出すアリアに、目を瞬しばたたいていたリサは徐々に頬を紅潮させていった。興奮に鼻の穴を広げ、威勢よく頷うなずきかけたところで――動きを止めた。

　恐る恐る隣を見やり、親方の顔色を窺うかがう。

「ル、ルークは……？」

　一同の視線が黒髪の青年に集中した。

　ルーク・エインズワースである。リサと同じ作業着を着た彼は、十七という若さながら工房アトリエ『リーザ』の親方を務めている。普通にしているとわからないが、その左目は義眼らしい。

　会話にも加わらず、ルークは面白くもなさそうに己おのれの取り皿に盛られた蒸かし芋をフォークの先でつついていた。右目でリサ、アリア、セシリーの順に見回す。

　三人の視線に促され、嘆息交じりに答えた。

「止めはしない」

　リサの表情が輝き、

「だが俺おれは遠慮させてもらう」

　途端に曇る。

　セシリーがむっとしたように問うた。

「どうして」

「興味が無い。三人で勝手に行ってくれ」

　でもでも、と気を取り直したリサが言った。

「有名な剣の曲芸師さんがいるんですよね？　だったらルークだって見るものが無いわけじゃ――」

「お前は」

　片腕で頬ほお杖づえをつきながら、ルークは無愛想に告げた。

「見世物の剣技と俺の腕、どちらが上だと思う」

「……ですよね」

　しゅん、と肩を落とすリサ。

　彼女は顔を見合わせたセシリーとアリアに気がつき、説明してくれた。

「鍛か冶じ屋やたる者、あらゆる武具の扱いに精通していなくてはならない――というのがルークのお父さんの教えだったそうです。ルークは今もその教えを頑かたくなに守っていて、だからそこいらの剣士さんや戦士さんにも負けないんです」

　簡単に言うが……。セシリーは再度アリアと顔を見合わせた。

　自分たちはルークの、人外や悪魔との立ち回りを何度か目まの当たりにしている。だから彼の腕のほどを知らないわけではなかったけれど――相手の腕も見ていないのに大した自信である。

　知り合って一ヶ月ほどになるが、彼に関しては未いまだ量りかねるところが多い。

「でも私、どうせならルークも一緒に……」

「くどいぞ」

　ぴしゃりと言われ、リサはうつむいた。

　ルークは「で？」とセシリーに右目を向ける。

「今日はその大道芸団とやらに誘うために来たのか」

「え、あ、ああ、それもそうだが――やはり今日も刀のことで相談を」

「失うせろ」

「にべも無い！」

　ルークは心底嫌そうな顔をし、

「いいかセシリー・キャンベル。何度も言うようだが――本当に何度も言うようだが、俺おれに刀を打ってもらいたかったらとにかく金を用意しろ」

「だからそこをなんとか……最近は少しずつだが貯金を始めていて」

「支払いは前払いかつ一括払い。ひとつも譲らないぞ」

「むぐぐ……！」

　また始まったと、リサとアリアが呆あきれ顔になる。

　ルークの鍛錬する刀に惚ほれ込んで以来、セシリーは暇を見つけては工房アトリエ『リーザ』に通い、自分のために業わざ物ものを拵こしらえてくれるよう辛抱強く交渉を続けていた。

　彼の刀は高純度の玉たま鋼はがねを材料とするため、値段もべらぼうに高い。一方のセシリーは都市公務員とはいえ自衛騎士団の新米団員に過ぎず、給金も安い。それもほとんどがキャンベル家の家計に消える。

　そんなわけで是が非でも刀がほしいセシリーはどうにかして彼に譲歩してもらうしかないのだが、成果ははかばかしくない。交渉もたいていは言い合いに発展するのが落ちで、最初の頃ころは仲裁に入っていたリサやアリアも今ではすっかり傍観者である。

「金が無いなら短期の仕事でも探したらどうだ」

「騎士団は原則的に副業を認めていない」

「じゃあ私財を売るとか。元貴族ならそれなりの骨こつ董とう品があるんじゃないのか」

「フィオや母に聞いてみたが、値打ちのある物は我が家には無いらしい」

「……もう諦あきらめろ」

「じ、実は今日の芋は私が持ってきたものなんだが」

「芋ごときで懐柔しようとはさすが誇り高き家柄だな」

「ぐぅ……」

　はっ、とルークは鼻を鳴らした。

「大方、大道芸団の誘いとやらもご機嫌取りなんだろう？」

「――それは違う！」

　セシリーは勢い込んで叫んだ。

　驚いてわずかに仰のけ反ぞるルークに、顔を突き出す。

「私も団長もあのときのことは本当に感謝しているんだ。今回の大道芸団の件に私情はない。純粋な感謝の気持ちからの誘いだ。信じてくれ」

「あ、ああ」

「だから少しでもその礼になるなら、あなたにも来てほしいと私は思っている。……やはり駄目か？」

　ルークは右目を細め、横目でリサのほうを窺うかがった。

　弟子の彼女は親方の視線にきょとんとする。

「……行かない。面倒だ」

　セシリーは唇を尖とがらせた。

「ではリサだけでも連れて行くぞ」

「どうぞご勝手に」

　睨にらみ合い、ふん、とふたりは顔を背け合う。

「あ、えっと、私すごく楽しみです！　本当に！」

　場の空気を和まそうと慌ててリサが言う。リサはいい子だ、いい子だね、とセシリーとアリアが彼女の頭を撫なでてやった。撫でられるリサは恥ずかしそうにしつつも囁ささやく。

「本当に……楽しみです」

　そっぽを向いたルークは大きなため息をついた。
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　……というようなやり取りがあったからだろうか。

　数日後の日中、普段は気にも留めないだろう景色の前でルークは足を止めた。

　工房アトリエ『リーザ』では錆さびやひび割れ、老朽化などによって使えなくなった農具や燭しよく台だいといった、いわゆる屑くず鉄てつを市民から安値で回収するということを定期的に行っている。それらは溶かして鍛え直せば再利用できるので、日用品の鍛か冶じを主な商売にしているルークは日ひ頃ごろから重宝している。

　その屑鉄を集めるため、背はい嚢のうを負って三番街を通りがかったときだった。

「……これが噂うわさの大道芸団ってやつか」

　商店街にほど近い広場に、巨大な仮設舞台ができていた。

　正確には完成間近の段階である。半円状に広がる階段式の客席せき、そしてその席から見下ろす舞台を大勢の男たちが木材や金具で組み立てていた。広場の隅には芸人たちのテントが張ってあり、そこには荷馬に水をやる者、遠巻きに見ていた市民らに早速宣伝を行う者、化粧に忙しい者、寛くつろいで談笑にふける者などがいた。布を被かぶせられた大きな箱は猛獣の類たぐいを閉じ込めた檻おりだろうか。

　舞台の設営や芸人たちの様子を見学する市民の数は多い。

「おい、腕達者な曲芸師というのはどいつだ」

「美男の新人らしいわよ」

「あれじゃないか？」

　人々は楽しげに会話し、芸人のひとりを指差して嬌きよう声せいをあげる。

　広場は例の『市』の事件があった現場である。大道芸団を見物する市民たちの雰囲気は非常に和わ気き藹あい々あいとしており、この興行によって事件の“〝慰労”〟を行うという目もく論ろ見みはひとまずのところ上う手まくいっているようだった。

　我知らず足を止めていたルークは、不意に数日前の会話を思い出す。

『でも私、どうせならルークも一緒に……』

『だから少しでもその礼になるなら、あなたにも来てほしいと私は思っている。……やはり駄目か？』

　――絶対に行かないからな、俺おれは。

　誰だれに聞かせるでもなく独りごちる。昔からこういった見世物には興味が持てなかった。人込みも嫌いだし、時間の無駄としか思えない。嘆息して踵きびすを返かえす。

　が、つと振り返った。左手は反射的に腰に帯びた刀に添えている。

　人垣の間からルークの右目が見やったのは、とある一角だ。そちらは人々がちょうど指差していた空間――木材によって大体の骨組みが完了した、階段式の客席せき。

　ルークは小さな異変を見逃さなかった。

　骨組みの一部に亀き裂れつが走っている。火花が弾はじけたような、乾いた音の反響に人々が気付いたのと同時、木材の古く黒ずんだ部分がめきめきと軋きしみ、自重に耐え切れず下方に折れていった。

　崩れ始める客席の真下に――うずくまって作業する若者の姿がある。

　人々が若者の危機を知って悲鳴をあげるよりずっと早く、ルークは駆け出していた。上半身を過剰に前傾させることで身体からだを小さく畳み、驚くべき素早さと滑らかさで密集する人と人の間をすり抜ける。

　ルークが人垣の中から飛び出したとき、件くだんの若者は落下する木材どもを茫ぼう然ぜんと仰いでいた。彼をそこから遠ざけるゆとりは無い。故ゆえにルークは矢のように疾走しつつ左手の親指で鯉こい口ぐちを切り――若者の隣に到達した瞬間に刀を抜き放つ。

　黒塗りの鞘さやから解放されたのは、伸びやかな反りを描く刃。

　表面に波打つ刃文が陽光を弾く。

　雪崩のように崩れ落ちてくる木材の束を見上げ、ルークは急旋回を始める。抉えぐるような足捌さばきで地面に半円を描きながら、縦に横にと斬撃を繰り出す。閃ひらめく刃は自由奔放に宙を奔はしり、巡る。分厚い木材の数々はまるで小枝を折るように片っ端から分断され、そしてルークや若者を避けて左右に次々と墜落していく。

　正に数秒足らずの出来事、電光石火の所業であった。猛然と膨れ上がった土煙が広場を満たし、突然の事態に悲鳴をあげるよりなかった人々は一様に己おのれの顔面をかばった。やがて煙が晴れたそこに――瓦が礫れきの中に傷ひとつなく立つルークの姿を見つけて歓声をあげる。

　ルークはそっと息を吐いて刀を鞘に収めた。

　そして眉み間けんに皺しわを寄せる。正直、頭を抱えたい心地だ。

　――またやってしまった。

　かつて浮浪者の凶刃からセシリーを救ったのも、このように考え無しの、反射的な行動だった。己おのれのお人好し加減にはほとほと呆あきれ返る。

　崩壊の原因は木材の一部が腐っていたためだろうか。ざっと見回すと完成間近だった客席せきはその半分ほどが崩れてしまっていた。

「おい、無事か」

　足あし許もとに声をかけたが返事はなかった。若者は地面に膝ひざをつき、何かをこらえるように肩で息をしたまま動かない。慌てて駆け寄ってきた芸人たちが彼を助け起こした。

　土つち埃ぼこりにまみれた彼の顔を見、ルークは意表を突かれた。汚れの目立つ作業着だったのでただの裏方だと思っていたが、若者は予想以上に見目好い顔立ちをしていたのだ。身なりを整えればそれだけで舞台栄えするだろう色男だ。

　そういえば先ほど市民たちが指差していたのは、この若者ではなかったか。

　ではこいつが噂うわさの曲芸師――？

　彼はぐったりと脱力した身体からだを芸人たちに抱えられてテントのほうへと運ばれていく。圧死こそ免れたものの木材の破片によって怪け我がを負ったらしく、去り際に赤く染まった脚が見えた。

　――まあ死ぬよりはマシだ。

「おい……どうするんだよ」

　残った芸人たちが膝を突き合わせていた。ほとんどが着替えや化粧の途中だったらしく、顔面が白く塗られていたり仮面を被かぶっていたり派手な衣装を半脱ぎだったりと異様ななりだ。

「ウチの目玉だぞ。お客さんはあいつを目当てにやって来る」

「猛獣芸は他ほかにも調教師がいるからいいが……演目が減ってしまう……」

「だから俺おれは反対だったんだ。怪我をするかもしれない裏方作業はやらせるなと」

「舞台設営は全員で行うってのがウチのしきたりなんだから仕方ないでしょ」

「そんなことはどうだっていい！　とにかく今はどうするかだ！」

　喧けん々けん囂ごう々ごうと言い合っている。

　大変そうだとは思うが所しよ詮せん他ひ人と事ごとだ。見切りをつけたルークは彼らに背を向けた。

「こうなったら代役を……」

「馬ば鹿か、そんな奴やつがいるわけないだろ」

「そうよ。いきなり剣の曲芸をやれるほどの使い手なんてそうそう――」

　背後の声が不意に途切れた。

　猛烈な悪寒を覚え、ルークは肩越しに恐る恐る振り返る。そしてびくりと後ずさった。

　芸人たちが大きく口を開いたままこちらを指差していたのだ。

　彼らは一斉に――



    

  
    
      



    

  
    
      「いたあああああ！」
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　日の暮れかけた刻限である。

　独立交易都市の三番街は高揚した空気に早々に酔い始めていた。市内中の商店や民家の軒先に淡い光を放つ玉たま鋼はがねが吊つり下げられ、街行く人々は出店の食べ物に舌した鼓つづみを打つ。ついさっきまでは知り合いでなかった者たちが旧知の仲のように談笑にふけり、乾杯を交わす。『市』の事件の爪つめ痕あとは深く、だからこそ市民はそれを吹き飛ばしてくれるような機会をずっと待ち侘わびており、そしてこれに便乗した都市外の商人や旅人などがお祭り騒ぎに拍車をかけていた。

　あまりの混雑のため道の行き来にも難儀する。そのせいでセシリーたちが広場に着いたときにはすでに大道芸団の演目は始まっていた。

　日中に事故があったらしく階段式の客席せきには大きな補修の跡がある。瓦が礫れきと化してしまった部分は撤収され、代わりに綱を張って簡単に区分けがされていた。結果としてそれがより広い空間を作り、予定を大幅に上回る数の観客を収容することとなったのだが。

「すごいな……」

　都市中の人間が集っているのではないかという群衆を前に、セシリーはいささか気後れしてしまった。これでは警備と称して配された自衛騎士団も満足に動けないのではないか。

　非番なのでセシリーは私服姿――男物のパンツを穿はき、袖そで丈たけの短い薄手の上着を着ている。アリアは普段通りの格好。リサは以前にルークに買ってもらったよそ行き用の服だ。

「あたしたちの席せきは――」

「あの辺りじゃないですか？」

　リサやアリアのほうはこの熱気に興奮しているらしく、早く早くとセシリーの手を引いてくる。幸運にも自分たちの席は事故の難を逃れ、確保されていた。異常な熱気の中、押し合い圧し合いする人々の間を縫ってようやく階段式の座席にたどりついた。

「あっ、見て見て！　あれってもしかして噂うわさの曲芸師じゃない!?」

　セシリーの左隣に座るアリアが舞台の上を示しながら叫ぶ。反対の右側の席に腰を下ろしかけていたリサは「えっ、何ど処こですか!?」と飛び跳ねるように立ち上がった。

　舞台の四隅には照明用の玉たま鋼はがねが仕込まれ、そこは祈き祷とう契約によって煌こう々こうと照らし出されている。中央に曲芸師らしき人物が立っていた。道化師の衣装に扮ふんし、頭にはおどけた笑いを表現する仮面。左右の手にはそれぞれ一本ずつ湾曲剣を提さげていた。

　舞台の下では楽隊が軽妙な音楽を鳴らしている。

　恰かつ幅ぷくのいい燕えん尾び服ふくの司会者が舞台脇わきに立ち、客席に向かって一礼する。

『それではお待ちかね、と言いたいところなのですが――』

　彼の声は玉鋼を介して広場の隅々を渡った。祈祷契約によって音声が拡散する仕組みになっているらしい。機能が不安定なのか雑音が多かったが、聞き取れないほどではない。

『残念ながら皆様ご期待の曲芸師は、都合により本日は演技を控えさせていただかねばなりません』

　どよめく観衆に司会者は両腕を広げ、

『しかしッ、しかしであります！　我々はその彼に勝るとも劣らない代役を立てることに成功いたしました！　それがそこにいる曲芸師であります！』

　と舞台上の曲芸師を指差したが、どうしたことか当の本人は微動だにせず立ち尽くしている。人々に手を振ってみせる愛想すらない。仮面越しでは表情すらわからなかった。

　不自然な沈黙が流れたところで、司会者は慌てて続ける。

『多少寡黙な代役ではありますが腕は保証いたします！…………たぶん』

「……あの司会、小声で何か付け足さなかったか？」

　セシリーの呟つぶやきは全観客の声そのものだったが、司会者は勢いで押し切った。

『ではではでは!!　飛び入り曲芸師の鮮やかな剣舞をどうぞ御覧あれ!!』

　一方的に告げて舞台袖に引っ込む。観客たちは仕方なしにまばらな拍手を送った。本当に大丈夫なのか、とセシリーとアリアは互いに視線を交わすが、リサだけは食い入るような目つきで舞台上を見つめていた。

　紹介に与あずかった仮面の曲芸師だが――棒立ちのまま何やら周囲を見回している。

　それは何かを探すような仕草に思われた。彼は客席せきのある一角に首を巡らせたところで全身で嘆息するようにがっくりと肩を落とし、そして何ど処こか捨て鉢な様子で双剣を振るい始めた。途端、え、という戸惑いの声が客席のあちこちで生まれる。

　セシリーも驚かざるを得なかった。

　曲芸師は二度三度と無造作に虚空を撫なで斬ぎり、それを繰り返す。華麗なステップを踏むでも軽快なリズムを刻むでもない。地を滑るような足運びで一歩二歩と踏み込みながら、一振り一振りに丁寧に体重を載せて左右の剣を繰り出し、ただただ素振りの音を静寂の舞台に反響させた――つまり彼のそれにはおよそ“〝剣舞”〟と呼べるほどの優雅さが見み出いだせなかったのだ。

　開始早々、客席に何とも言いがたい空気が漂う。ただでさえ目的の人物が不参加ということで落胆していたのに代役がこれでは……と早合点しかける人々の中にはしかし、遅ればせながら気付く者もいた。

　斬撃の疾さと力強さに、だ。

　刃は宙を奔はしって網膜に残像を残し、鋭く空くうを薙なぐ音は鼓膜を強したたかに打つ。それは決まった型をなぞるだけの単調な素振りに過ぎなかったが、単純であればこその明快さがあった。斬撃の凄すさまじさのみを簡潔に伝え、多少でも剣に覚えのある者はひとり残らず固かた唾ずを飲む。

　もちろん期待していた派手な演出が見られず不平をこぼす者もあったが、それ以外は単調な双剣の動きを見逃さぬよう瞬まばたきを惜しみ、たかが素振りの音を聞き逃さぬため、息を潜めた。

　セシリーたちも例外ではない。気がつけば目が釘くぎ付づけになっている。

　――只ただ者ものではないぞ。

　人外や悪魔との戦闘を経へた今だから、よりわかる。

　飾り気のない一挙手一投足に確かな技術の裏打ちを垣かい間ま見みる。

　と、舞台袖そでから踊り子たちがぞろぞろと出てきた。彼女たちは曲芸師が振り回しているものと同様の湾曲剣を手にし、彼を円状に包囲。客席に向かって一斉に一礼する。

　すると曲芸師は素振りを止め、不意に左右の双剣を一本ずつ上空に放ほうり投げた。縦に回転しつつ落下した湾曲剣は吸い込まれるようにして曲芸師の手に受け止められ、再び真上に投じられる。

　左右の手の軽やかな上下運動のみで繰り返されるキャッチ・アンド・リリース――トス・ジャグリングだ。二本の剣は曲芸師の手て許もとと頭上を危なげなく巡り回り、楕だ円えんの軌道を描いた。

　おお、という歓声がわずかながら観客から湧わき上がった。

『しかししかしこれだけでは児戯に等しい。そんじょそこらの大道芸に過ぎません』

　いつの間にか舞台脇わきに戻っていた司会者がご機嫌に告げる。

『剣を増やしていきましょう！』

　踊り子のひとりが曲芸師に向かって湾曲剣を差し出す。彼はぞんざいに、だがジャグリングの絶妙な合間にそれを奪い取り、回転の輪に加えた。計三本の剣が跳ねるように宙を舞う。にもかかわらずその技はいささかも乱れず、客席せきの歓声が大きくなった。

　司会者は気を良くした。

『さらに一本！』

　再び踊り子に差し出され、回転する剣は四本に増える。

　回転する剣たちは不思議と接触することなく円運動を継続。

『もういっちょ！』

　五本。ジャグリングの速度が増す。

　観客が小さな悲鳴をあげ、興奮した司会者が拳こぶしを震わせた。

『まだまだ行けるゥ!!』

　六本もの剣がくるくる回る。さすがの曲芸師も、両手と宙の三点を行き交い続ける刃物の重さや遠心力に足あし許もとをふらつかせたが、それでも手て許もとを狂わせはしなかった。

『限界はこんなものじゃない!!』

　七本。

『俺おれはお前を信じてる!!』

　八本――

『伝説になれ!!』

　ざくざくざくざくざくざくざくざく。

　降り注ぐ刃の雨が司会者の周囲に次々突き立っていった。

　八本の湾曲剣による即席の檻おり。それに閉じ込められた司会者が涙目で震えている。

　仮面を被かぶっていたから表情こそわからなかったけれど、曲芸師が調子に乗るなと言わんばかりに肩を怒らせていた。

『…………ゴメン』

　遅れて客席からの拍手。いいぞいいぞと笑いを含んだ野次もある。

　セシリーとアリアは揃そろって呟つぶやいた。

「なんだか曲芸というよりは……」

「愉快な道化芸、って感じだね」

　リサだけはきゃっきゃと手を叩たたいてご満悦な様子だった。





　それからは曲芸師の独壇場だった。

　踊り子のひとりが肩や頭に果実を載せ、それを的まとにする投げナイフ。……のはずだったが、何な故ぜか立腹気味の曲芸師は的として司会者を指名した。肥えて膨らんだ腹をナイフがぎりぎりかすめる度に悲鳴と笑いが起こり、司会者は涙声で実況を行った。

　穂先に油を塗って火を灯ともし、燃える槍やりを用いた演舞。突きと薙なぎの単純な構成――やはり曲芸師のそれは奇抜さの無い型通りのものだったが、すでに日が落ちて薄うす闇やみに包まれつつある会場にその炎はよく映えた。闇に踊る炎の美しさに観客は感嘆のため息をつく。一方、司会者は槍の刺突で散った火の粉が燕えん尾び服ふくの裾すそに引火し、それを消すのに躍起になっていた。

　走る馬に跨またがりながらの矢撃ち。馬上からのそれは見た目以上に難しい。しかし曲芸師は馬の腹をあぶみで叩たたいて操作しつつ、振動する馬上で揺らぎの無い弓構えを行う。彼は的である木板を一枚射抜いてからも背中に負った筒から次々矢を取り出し、あれよあれよという間に他ほかの的にも中あてていく。すべての的を射抜くと、観客は盛大な歓声をあげた。ちなみにその後、司会者が進路に割り込んだせいで馬が急停止し、その拍子に曲芸師が盛大に落馬したところでまた一笑い起きている。曲芸師は外れかけた仮面を慌てて直し、司会者の尻を蹴け飛とばした。

　以後も様々な刃物を使った演目が行われ、観客は沸き、笑った。曲芸といえば緊張感とその解放を楽しむのが常道なのだが、この場においては喜劇めいた滑こつ稽けいさも少なからず混じっている。セシリーたちもこれでもかというほど笑わせてもらった。

『さ、最後の演目でございます……』

　ボロボロの司会者が客席せきを見回している。

『これには皆様の中のどなたかにもご参加いただこうと思います。そうですね……そこのかわいらしいお嬢さん、ご協力願えますか？』

　彼が指差したのは――

「……リサ。どうやら君らしいぞ」

「えッ？　私ですか!?」

　ぴょんと飛び上がったリサに司会者が大きく頷うなずいた。

「わ、私でいいんでしょうか？」

「せっかく指名してくれたんだから。行ってきなよ！」

　リサはアリアに背中を押されて階段式の客席を下っていった。人々が小さな参加者に歓迎の拍手をする中、踊り子の手を借りて舞台に上がる。

　セシリーが遠目から見てもリサはがちがちに緊張しているみたいだった。このような大観衆の真ん中に立たされるなんて初めての経験だろうから無理もない。

　舞台からは玉たま鋼はがねを介して司会者とリサのやり取りが反響してきた。

『お嬢さん、お名前を教えていただけるかな？』

『リ、リリリサと申し上げます！』

『リサちゃん。私たちに協力してもらってもいいかい？』

『ガンバリマス！』

『いい返事だ。では最後の演目について――』

　ふと、セシリーは気付いた。

　司会者とリサが言葉を交わす傍らで、曲芸師が彼らから距離を取るように後ずさりしていた。まるで逃げるように。

　なんだろう？　とセシリーが首を捻ひねったとき、客席せきの一角から悲鳴が膨れ上がった。

「セシリー、あれ！」

　アリアが舞台袖そでを指差す。セシリーはそちらを見やって目を剥むいた。

　いつの間にやら、頭に立派な角を生やした巨大な獣が舞台袖に現れていたのだ。

　焦げ茶色の毛並みの角つの獅じ子し。

　激しい怒気を示すように、その目は赤く輝いていた。

「人外っ？　――いや大道芸団の猛獣か！」

　人々が慌てたのは、角獅子の首につながれた手た綱づなを持つはずの人間がそこにおらず、さらに舞台と客席を隔てる柵さくなどないに等しかったためだ。そいつは興奮を露にするように鼻息を荒げ、人々の悲鳴を契機に猛然と駆け出した。

　角獅子が頭を突き出して突貫しようとする先には、リサたちがいる。

　アリア、とセシリーは相棒に促そうとしたが、席を立って逃げ惑う人々に肩を押されてたたらを踏んでしまった。慌てて体勢を立て直して顔を上げる。舞台の上にはリサを背中にかばおうとする司会者とそれに間近に迫る角獅子の巨体――

　この混乱では自衛騎士団もすぐには駆けつけられない。

「リサ――！」

　セシリーは叫び、しかし見た。

　リサたちと角獅子の間かん隙げきに潜り込んだ、曲芸師の姿を。

　彼の手には湾曲剣。

　峰に返したそれを、大地を穿うがつような凄すさまじい踏み込みでもって角獅子の額に叩たたき込む。

　舞台に仕込まれた玉たま鋼はがねが甲高い打撃音を辺り一帯に伝えた。

　強烈な衝突に角獅子の突進が鈍る。曲芸師はさらにそいつの足あし許もとを湾曲剣の腹ですくい上げた。前脚を払われた角獅子は勢いのまま前のめりに倒れて強したたかに顎あごを打つ。間髪を容れずその首筋に最後の峰打ちを食らい、低い唸うなり声を発しながら失神した。

　正に、疾風迅雷の手際。

　遅れて芸人たちが駆けつけ、目を回す角獅子を縛り上げる。我先にと逃げようとしていた人々が遅れてそれに気付き、そして――万雷の拍手が巻き起こった。リサをかばっていた司会者は腰が抜けたように床にへたり込んでいる。

　拍手の中、セシリーとアリアは急いで客席せきを下った。

「リサっ、大丈夫か!?」





　セシリーが後日、警備に当たっていた自衛騎士団の団員から聞いたところによれば、角つの獅じ子しの暴走は単純に大道芸団側の不手際だったらしい。

　興行当日の日中、ある曲芸師が事故で怪け我がを負った。実はその彼が猛獣の飼育を担当しており、事故で手当てを受けていたためいつもの時間に餌えさを与えることができなかったのだ。無論、他ほかにも飼育を担当する者はいたがその日はたまたま彼が当番だった。

　故ゆえに件の角獅子は空腹を抱えて気が立っており、檻おりから出た直後に代役の調教師を振り払い、舞台に飛び出してしまった――というのが簡単な顛てん末まつである。偶然が重なった事故だった。

　下へ手たをすれば死者が出ていた事態だが、結果的に興行は大成功だった。“〝慰安”〟の目的自体は果たしていたので大道芸団に大きな罰が科せられることはないようだ。

　もちろんリサも無事だった。それどころか慌てて駆けつけたセシリーとアリアに「お手伝いできませんでした。残念です」と存外に平気な様子だった。そういえばこのとき曲芸師の姿は忽こつ然ぜんと消えていたように思う。



    

  
    
      



    

  
    
      　とにかくお祭り騒ぎはなんとか無事に幕を閉じたわけだが――

　興行の帰り道、セシリーは首を捻ひねった。

「しかしあの曲芸師の動き、何ど処こかで見たことがあるような……」

　ある顔が浮かんだが、すぐにふっと笑って打ち消した。

「まさかな」

　あの偏屈男が、そんな馬ば鹿かな。
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　興行の夜。

　工房アトリエ『リーザ』の母屋ではルークがぐったりと椅い子すに腰かけていた。

「さんざんだった」

　天井を仰ぎ、呻うめく。

　疲労が全身にこびりついていた。

「本当にさんざんだった……」

　慣れない仮面。羞しゆう恥ちに耐えながら着た衣装。そして道化じみた曲芸。

　何もかも、二度と御免だ。

　――なんで断らなかったんだ。

　そう。代役の願い出など断ろうと思えば断れたのだ。

　たったひとつの目的のために今まで鍛えてきた腕を見世物にするなんて冗談ではない、金を積まれたってお断り、そもそも素人に代役をやらせようなんてどうかしている――そうきっぱりと断ったのだが。

　お願いだ、と芸人のひとりが拝み倒してきた。

『みんな楽しみにしてるんだよ！』

　気がつけばルークは舞台の上に立っていた。

　元々武器類の扱いは一通りこなせたし、トス・ジャグリングなどの技術的なものは開演前の練習でなんとかなったが……それにしたってあの状況はあり得ない。公演の最中は仮面の下で何度悪態をついたかわからない。

　何な故ぜ、断らなかった？　自分で自分の行動を疑う。

　――あいつらにはバレなかっただろうな……。

　わかってはいたけれど客席せきにセシリーたちの姿を見つけたときは心底脱力した。剣の癖は意識して抑えたし、仮面も被かぶっていたのだから恐らく正体は見破られなかったと思うが。

「とにかく二度とやらないからな……」

　誰だれにともなく呟つぶやいたとき、ただいまです、とリサが帰ってきた。

　小さな助手は帰るなりぱたぱたと炊事場のほうへと駆ける。

「帰りが遅くなってしまってすみません、道が混んでいて。お腹なか空すいてますよね？　すぐに夕食の準備しますから」

「飯はいい。食欲が湧わかないんだ。お前も出店で食べてきたんだろう？」

　それより茶を淹いれてくれないか、と頼むとリサはすぐに用意してくれた。

　ルークは窓辺の椅い子すで茶を啜すする。温かい液体が胃に染みる。

　リサも自分の分の茶を手に、食卓の椅子に腰かけた。

　しばらく互いの茶を啜る音だけが母屋に響く。特に会話も無い。

　これがふたりの日常だ。

　ルークがリサと暮らすようになって三年になる。なのにルークは未いまだに彼女に対する態度を決めかねていた。優しく接すればいいのか、冷たく接すればいいのか、どうしたら彼女にとっての最善になり得るかわからなくて――自然、無愛想になってしまう。

　だからふたりの間には沈黙がつきもので、それが当たり前になっていた。

　けれど。

　このときはなんとなく、ルークは訊たずねてみたくなった。

「…………大道芸団、楽しかったか？」

「っ、ハイ！　とっても！」

　弾はじかれたように顔を上げ、満面の笑みでリサが答えた。

「素晴らしい思い出になりました！」



『みんな楽しみにしてるんだよ！』



　みんな、と言われて脳裏に浮かんだのはたったひとりの顔。

　その顔が目の前の笑顔と重なる。



『本当に……楽しみです』



　何な故ぜ自分が断らなかったのか、ルークはその理由をおぼろげながら理解した。

　後悔の念と疲労が、少しだけ薄れたような気がする。

　――俺おれは変わっているんだろうか。

　少し前なら曲芸師の真ま似ね事ごとなど絶対にやらなかったに違いないし、こんな感情も抱かなかっただろう。あの三年前から自分は変わっているのだろうか。変わっていたとしてそれはいい方向に向かっているのだろうか。

　そしてこんな自分は彼女に何かを与えることができているのだろうか。

　まあいい、と嘆息。今日は疲れた。明日の午前は休みにしてゆっくり寝ることにしよう。どうやら自分の仮装はバレていないようだし、助手も喜んでいるようだし、よしとする。

　深く考えるのはやめだ。

　そう思って茶を啜すすった瞬間。

「ところでルークはどうして曲芸師さんの代役をしてたんですか？」

　ぶー！

　思い切り噴き出し、口から液体を垂らしながら弟子の少女を見やる。

「伊だ達てに三年もあなたの助手はしていません。ルークの名誉のためにセシリーさんたちには内緒にしましたけど……私の目は誤魔化せませんよ」

　誇らしげに言って、リサはにっこりと微笑ほほえんだ。



    

  
    
      
番外編‐第4.5話　少女と少女王
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　牢ろうの外の壁面には燭しよく台だいが設しつらえられ、その蝋ろう燭そくにはか細い火が灯ともされていた。

　地ち下か牢ろうには窓の類たぐいが見当たらない。だから陽は射さず風も入り込まず、冷え冷えとした肌寒い空気が漂っている。尻に触れる石畳の床すら体温を奪うから、彼女たち三人は円陣を組むように肩を寄せ合い、互いの体温で暖を取りながら過ごさなければいけなかった。

「寒い。とても寒い」

　ぼやいたのは、三人のうちで特に目立つ容姿をした女である。

　目を見張るような銀の短髪に褐色の肌。

　体格は小柄ながら、旅装から覗のぞく四肢は引き締まった筋肉をしていた。



    

  
    
      



    

  
    
      「季節はもう夏のはずだろ？　ここが地ち下か牢ろうだからって寒すぎる」

「……きっと土地柄ね」

　応じたのは別の女。

「大陸の最北に位置する独立交易都市は気候の暖かな土地だったけど、その真南にある軍国は一年のほとんどが寒冷な地域なのよ。馬車から街の様子が見えたでしょ？　夏場なのに人々の衣服は厚着が多かった」

　そのせいか空気も乾燥していて困るのよね、と悩ましげに赤い唇を指先でなぞる。

　彼女は三人の中で最も色香のある女だ。明色の強い赤の頭髪を持ち、その長い髪を左の耳下でまとめて髪飾りで留めている。

　褐色の肌をした女が自らの肩を抱き、口を尖とがらせた。

「ンなことはわかってる。俺おれが言いたいのは、こんなに寒いのになんで毛布の一枚も貸してくれないんだよってことだ」

「罪人に貸す毛布はない、ということでしょうか」

　最後のひとりが呟つぶやく。毛先がきっちりと切り揃そろえられた椀わん型の頭髪。

　童顔の彼女は膝ひざを抱えながら白い息を吐き、赤髪の女のほうを見やった。

「とんだ濡ぬれ衣ぎぬですよね。マーゴット」

　マーゴットと呼ばれた彼女は頷うなずき、褐色の肌をした女を一いち瞥べつした。

「誤解にしてもひどすぎるわ。ねえドリス？」

　ドリスと呼ばれた彼女は頷き、童顔の女のほうに確認した。

「俺たちは潔白だ。なあペネロペ」

　その通りです、とペネロペと呼ばれた彼女は頷いた。

「それにしてもシャーロット様の御身が非常に心配です」

「そうね。一刻も早くここから脱出して合流しなくちゃ」

　よっしゃ、とドリスは胡坐あぐらをかいて腰を据える。

　マーゴットとペネロペの顔を順々に見比べ、おもむろに切り出した。

「まずはなんでこんなことになってんのか、考えようぜ」
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　シャーロット・Ｅ・フィーロビッシャー。

“〝Ｅ”〟とは帝国の皇室の血統を表す名――ただしシャーロットは皇帝とその妾めかけの間に生まれた子であり、正室らの手によって母とともに帝都を追われた少女である。

　彼女は独立交易都市で、ある一件を通してその“〝Ｅ”〟の名を棄すてるに至った。そして都市を発たった現在はドリス、マーゴット、ペネロペの三人の従者とともに異国への旅の途上にあった。

　夏の青空が何ど処こまでも遠く広がり、爽さわやかな風が草原を巡る。

　四人を運ぶ幌ほろ馬車は草原を横目に一本の馬車道を駆けていた。

「どのようなところなのだろうな。軍国とは」

　馬車の荷台の縁に頬ほお杖づえをつき、シャーロットは呟つぶやく。

　澄んだ青い目で、幌の隙すき間まから見える景色を眺めていた。きれいに櫛くし目めの通った金髪が吹き抜ける風と馬車の振動で絶え間なく揺れる。彼女が袖そでを通している外がい套とうは裾すそが長く、その小さな身体からだにいささか寸法が合っていない。

　御者台を除いた馬車の荷台は、四人がくつろぐには少々手狭な空間だ。シャーロットたちは身体を丸め、膝ひざを突き合わせることでようやく幌付きの箱の中に収まり、車輪が石を踏んで馬車が大きく傾かしぐ度に互いの身体を支え合っていた。

「軍国は肉料理が充実してるって聞くなぁ」

「ドリスったら食べ物の知識は豊富なのよね」

「これから俺おれたちが暮らすところなんだから、食文化を知っておくのは大事だろ」

「豪気な性格の人が多い、というのも有名ですね」

「ドリスみたいな人がたくさんいるってこと？　いやあね」

「……おいおい。喧けん嘩か売ってんのかマーゴット」

「もう、ふたりともやめてください。ここにいるのは怪け我が人にんばかりで、それでなくてもただでさえ窮屈なんですから」

　ドリスとマーゴットが睨にらみ合い、それをペネロペが諌いさめる。

　――昨夜あんなことがあったばかりなのに、三人は元気だな。

　シャーロットは苦笑を漏らした。御者台のほうを気にかけながら従者たちに言う。

「私たちのために馬車まで用立ててくれたんだ。国を失った亡命者に対しては破格の待遇だろう。文句を言うものではあるまい」

　これは亡命の旅路であり、御者台で馬の手た綱づなを握っている男はその亡命先である軍国の人間だった。

　元々シャーロットたちは皇帝に見放された母親の無念を晴らすため――再び皇室に戻るため、『魔剣』と『刀鍛冶ブラツクスミス』を求めて独立交易都市を訪れた。結果的に帝国からは庇ひ護ごを受けられず、それどころか罪人と見なされていることを知らされる。

　そしてある女騎士に説得され、シャーロットは祖国を棄すてる道を選んだ。罪人として扱われては祖国に戻ることはできない。シャーロットたちの身柄の引き渡しを要求する帝国に対し、建前上は「脱走した」と虚偽の報告をし、偶然にも独立交易都市に滞在していた軍国の軍師、アーヴィー・アーヴィングの手引きによって遠方の地である軍国へと亡命することになった。

　これからシャーロットたちは軍国で暮らすのだ。

　――しかし慌しい出しゆつ立たつだったな。

　都市を発たったのはつい今朝方のことである。昨夜のあの女騎士との戦闘で、ドリスを始めとする三人は浅からぬ怪け我がを負っている。このように狭苦しい荷台の中では満足に身体からだを休めることもできないだろう――口数の多さはいつも通りだったが。

　かくいうシャーロットもまた左ひだり頬ほおを腫はらしていた。女騎士に殴られた痕だ。着ている旅装も泥をかぶったときの染みが残ってしまっている。

　馬車の揺れが頬の腫れに響き、うずいた。この痛みは覚悟の証あかしだとシャーロットは思う。

“〝Ｅ”〟の名を、祖国を棄すてる覚悟。

　異国の地で暮らす覚悟。

　シャーロットの母親のためではなく、四人が四人のために生きる覚悟。

　心を決める瞬間はいつだって痛みを伴う。この頬の痛み、そして祖国を棄てることで胸に残った痛みは覚悟の証。だから噛かみ締めなければいけない。そうやって深く心に刻むことでいつまでも忘れないようにする。

　見たことも無い土地で暮らすことに不安が無いわけではないし、そもそもたどり着いた先でどのような扱いを受けるのか想像もつかない。

　けれど――

「わたしたちが向かっているのは軍国の首都らしいですよ」

「どのくらいで着くんだ、御者さん」

「少なくとも半月以上はかかると思ってくれ」

「結構な長旅になるのねえ」

　賑にぎやかなドリスたちを見て、シャーロットは目を細める。

　――私にはこの三人がいる。

　自分と母親が帝国を追われたとき、皇帝がせめてもの慰めにと、正室には内緒でつけてくれたのがこの三人の従者たちだった。

　彼女たちは不平ひとつこぼさず、献身的にフィーロビッシャー家の生活を支えてくれた。そしてその中でドリスには剣の腕を、マーゴットには淑女の嗜たしなみを、ペネロペには礼儀作法を教わった。もちろんそれ以外のこともだ。

　三人はいつだって陰かげ日向ひなたなく自分を慕ってくれ、そして何ど処こまでもついてきてくれる。今までも、そしてこれからも。怖いものなんてない。

　――見ていてくれ、セシリー・キャンベル。

　私たちは四人で強く生きる――

　シャーロットはその決意を確かめるように腫れた頬に指先で触れた。

　そんなこちらに気付いたペネロペが、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「シャーロット様、傷が痛むんですか？」

「あ、いやそうではないんだペネロペ。今のは――」

「思い切り殴られましたものね。何か冷やせるものは無いかしら」

「マーゴット、私は大丈夫だから」

「御者さん！　もしも小川を通りがかることがあったら馬車を停とめてくれないか」

「ド、ドリスッ、だから大丈夫だと――ええい、私を子ども扱いするな！」





　御者の言っていた通り、それは長い旅路になった。

　帝国の追っ手がなかったことは幸いだったが――馬車での慣れない移動のせいで四人が四人とも慢性的な馬車酔いと尻の痛みに悩まされた。亡命の道程であり、当然ながら駅うまやには積極的に立ち寄らず、ほとんどを野宿で過ごした。そのため疲労は積み重なるばかりで、一行は日を追うごとに口数が減っていき、国境を目前とするころにはへとへとに疲れ果ててしまった。

　それでも国境を越えてからは馬車の旅にも慣れてきた。加えて軍国の領内ならば大きな危険もないだろうとの判断で駅の宿場に泊まることが何度かあり、おかげでシャーロットたちは最初のころの元気を取り戻していった。

　ただひとつ、最後まで悩みの種だったのは。

「お風ふ呂ろに入りたいわ……」

「マーゴット、臭いもんな」

「それはあなたも同じでしょ、ドリス！」

「みんな臭ってますよ、きっと……」

　水汲くみ場のある駅には立ち寄れず、ちょうどいい小川を見かけることも少なかったから、満足に身体からだを清めることができなかった。そのため一行はひとり残らず異臭を放っている。綺き麗れい好きのマーゴットなどは毎日そのことで不平をこぼし、立場上それを諌いさめていたシャーロットも内心では彼女と同じことを考えていた。

「とにかく軍国に着くまでの辛抱だ……」

　そんなこんなで独立交易都市を出てから二十日目――

　シャーロットたちは軍国の首都にたどり着いた。
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　軍国の首都は全周を計三つの壁によって囲われた、円形状の巨大城じよう塞さい都市だった。長期的な籠ろう城じよう戦にも適かなう造りになっている――最も外側に位置する壁を越えると大きな平野が広がっていて、外敵を迎える際にはそこに布陣することができるのだ。

　市民の暮らす城下街は二枚目の壁の内側にあった。気候の寒い地域なので石造りではなく煉れん瓦がの建築が多い。御者がしてくれた話によれば軍国の首都は職住接近を基礎としており、住宅地帯と工業地帯が同居しているらしい。

　亡命の最中のためシャーロットたちを乗せた馬車は大きな通りを避けて進み、裏口から最後の壁――城壁を潜くぐり抜けた。壁の内側にはいくつもの塔が立ち、その麓ふもとに煉瓦や石で造られた巨大な建築物が鎮座している。

　軍国首都の主城だ。

　長い道程をともにした御者と別れ、シャーロットたちは濃紺の軍服を着た兵士に先導されて入城を果たす。

　そして通された客室で真っ先に言い渡された内容に、戸惑わざるを得なかった。

「別行動……？」

「貴殿らの件は軍師様から早馬で知らされており、身柄を受け入れる手て筈はずはすでに整っています。ひとまずフィーロビッシャー殿にはある御お方かたに会っていただきます。その会談中は従者の方々には別室に控えていてもらいます」

　事務的に述べる兵士に、シャーロットは眉まゆをひそめている。

「その人物に会うのは私ひとりでなくてはならないのか」

「自分は貴殿のみを案内するよう指示を受けています」

　シャーロットが困り顔で背後の従者たちを振り返ると、三人は一斉に首を横に振った。

「冗談じゃねえ。シャーロット様をひとりになんてできない！」

　力強く言うドリスに、マーゴットとペネロペも賛同するように頷うなずく。

「私たちはシャーロット様を守るのが使命なのよ」

「お側そばを離れるわけにはいきません」

「貴殿らは亡命者です」

　兵士が淡白に言い放った言葉に、ドリスたちは口を噤つぐんだ。

「主導権は我が軍国にあることをお忘れなきよう」

「……そうだな。そちらの言う通りだ」

　シャーロット様ッ、と声をあげる三人に、安心させるよう微笑ほほえみかけた。

「ここまで連れて来ておいて生命に係わるような真ま似ねはしないだろう」

「でもッ」

「着いた早々に噛かみついては、亡命を手配してくれた軍国に申し訳が立たない」

　ドリスたちはまだ納得がいかないようだったが、結局は主人の判断に従った。

　シャーロットは兵士のほうに頷きかけ、

「案内を頼……いえ、お願いします」





　シャーロットが連れて行かれたのは屋外の庭園だった。

　園内を巡る遊歩道に沿い、様々な種類の花で彩られた花壇が設しつらえられている。濡ぬれた花びらが降り注ぐ陽ひ射ざしを弾はじいているのを見て、そういえば朝方に小雨が降っていたことをシャーロットは思い出した。

「きれいだな……」

　全体がきらきらと輝く庭園。美しい景観を維持するため、花壇は見栄えや日当たりの位置などが計算されて作られているということがすぐにわかった。

　そのような庭園の中央に――麗うららかな日向ひなたの中に、花壇を見下ろす少女の姿があった。

　陽射しを受け、花壇の花びらのように彼女の長髪が淡い輝きを放っている。十二歳のシャーロットよりもひとつかふたつほど年下だろうか――少女は華きや奢しやな肢体に可愛かわいらしいドレスを着、頭の天てつ辺ぺんには今にもずれ落ちそうな王冠を載せていた。ドレスのスカートが釣り鐘状に膨らんでいるのは、内側からパニエと呼ばれる骨組みで形を整えているためだろう。

　彼女は周囲に軍服姿の護衛を五人ほど侍はべらせていた。はたとシャーロットの姿に気がつくと、彼らを振り返る。

「そなたらは下がっておれ」

　小さな唇が紡いだのは、容姿に反して尊大な口調。

「吾われはあの者とふたりきりで話がしたい」

「ゼ、ゼノビア様！　やはりこれは危険――」

「事前に申し渡しておいたはずだ。行け」

　何やら揉もめていたようだが、押し切られた護衛たちは庭園を後にした。ここまでシャーロットを案内してくれた兵の姿も知らぬ間に消えている。

　護衛たちを見送った少女はシャーロットのほうを顧みた。その幼い容よう貌ぼうは毅き然ぜんとした表情をしており、大きな瞳ひとみは何かを推し量るようにこちらに据えられている。揺るぎない眼まな差ざし。佇たたずまいも凛りんとして芯しんが通っていた。

　――この感覚は何だろう。

　彼女と見つめ合うシャーロットは奇妙な既視感に陥っていた。自分と口調や体格が似ているから、年齢が近いから、などといった理由もあったかもしれないけれど、もっと深い意味でそれを感じていた。

　――もうひとりの、私。

　まるで鏡を見ているような気分。

「どうした。近ちこう寄るがいい」

　だからなのか横柄な物言いにも不思議と反感を抱くことはなかった。命じられたまま少女の許もとへと歩み寄ると、彼女は正面に立ったこちらをわずかに見上げてくる。身長はシャーロットのほうが高いようだ。

「シャーロット・Ｅ・フィーロビッシャー殿とお見受けする」

「少し違う」

　何？　と少女が首を横に傾けた。その拍子に頭の王冠が斜めにずれる。

「少し、とはどういう意味だ？」

「“〝Ｅ”〟の名は棄すてた。だから正しくはシャーロット・フィーロビッシャーだ」

「……そうか。ではこれからはそのように呼ぼう」

　少女はあっさりと頷うなずく。

「アーヴィーからの伝書でそなたのことはおおよそ聞いている。長旅ご苦労だった」

「私はお前に呼ばれたのか？」

「そうだ。吾われはそなたと話をしてみたかった」

　シャーロットは目を細めた。

　身なりや言動から、目の前の少女が相当に高貴な人物であることはわかる。しかしそのような地位の者が人払いをしてまでたかが亡命者と面会する理由がわからない。

「お前は何者なんだ」

「これは失礼した。吾の名前は――」

　言いかけ、しかし少女はふと何かに気付いたように眉まゆをひそめた。

「待て。そなたはひとりなのか」

「え？」

「そなたの他ほかに従者が三人いると吾は聞いている。一緒ではないのか」

「……？　ひとりで来いと言ったのはそちらだぞ」

「何だと？」

　少女は表情を険しくする。

「まさかもう動き出していたのか。思っていたより早い」

　ひとり呟つぶやく彼女を訝いぶかしく見ていたシャーロットだったが――

　不意に視界の隅に光が瞬くのを感じ、それに誘われるように顔を上げた。太陽の眩まばゆさに目を細める。振り仰いだ先にあったのは庭園を見下ろす巨大な塔のシルエット。

「…………んん？」

　遥はるか頭上、その陰影の中にちかちかと瞬く光がある。

　それを見上げてシャーロットが真っ先に連想したのは、何かの刃物だった。

「――――！」

　考えるより先に身体からだは動いていた。

　目の前の少女を半ば突き飛ばすように押し倒し、自らも身体からだを投げ出してその上に覆い被かぶさった。それよりほんの一瞬遅れ――何かが地面を抉えぐった音を背中で聞く。

　ふたりが飛び込んだのは偶然にも花壇の中だった。花びらと土にまみれた少女は目を回しながらもシャーロットに礼を述べる。

「か、感謝するぞシャーロット殿！」

　少女も押し倒された時点で事態を察したらしい。

　確認するまでもない。少女がさっきまで立っていた地面には矢が突き刺さっていた。

　――間一髪だった。

　シャーロットは花壇の植え込みに伏せながら冷や汗をかく思いだった。未熟ながらも自分はドリスから戦いの術すべについて教わっていて、それによって培われた勘がここで活いきたのだ。

「ご無事ですかゼノビア様!?」

　護衛たちが飛ぶような勢いで駆けつけてくる。実は物陰から見守っていたらしい。

「刺客は塔の中だ！　すぐにひっ捕らえろ！」

　にわかに騒然となる場を尻しり目めに、シャーロットは立ち上がってもう一度塔を見上げた。

　そこには何の痕こん跡せきも見つけられなかった。

「……おい。説明しろ」



    

  
    
      



    

  
    
      　護衛に助け起こされていた少女に言う。

「お前は誰だれだ。どうして狙ねらわれている。私を呼び出した理由も全部説明しろ」

　無礼者ッ、と護衛のひとりが激げつ昂こうするのを、しかし当の少女が制した。

「命の恩人だ。改めて感謝申し上げるぞ、シャーロット殿」

「礼はいい。事情を――」

「吾われの名はゼノビア・Ｑ・ランチェスター。この国の最高責任者である『総そう席せき』――簡単に言えば王にあたる者だ。国民は親しみを込め、そして一部の家臣は侮ぶ蔑べつの意味を込めて吾のことを『少女王』と呼ぶ」

　へ、とシャーロットは凍りつく。

　――王？

　この小さな少女が、軍国の王？

「ところで失礼だが」

　言葉を失うシャーロットに、ゼノビアは鼻をつまみながら指摘した。

「先ほどから気になっていたが、そなた、ひどく臭うぞ」

「……申し訳ありません」

　思わず敬語で謝ってしまった。



　　　３



　シャーロットと別れたドリスたちは別室へと案内される――はずだった。

　城内の廊下を歩いていたのだが、気がつけば案内役の兵士が忽こつ然ぜんと姿を消していた。どうしたものかと三人であてどなく先へ進んでいたら、そのとき駆けつけてきた兵士たちに理由もわからず取り囲まれたのである。

『曲くせ者ものだ！』

『そいつらがゼノビア様を狙った刺客に違いない！』

　彼らはこちらの言葉に耳を傾ける間も無く取り押さえにかかってきて――

「で、ドリスが七人目をぶっ飛ばしたところで御用と」

「マーゴットもぎゃーぎゃー言いながら思い切り張り倒してただろ。というか俺おれよりも派手に暴れていたのはペネロペだと思うぞ。三人の中で一番格闘戦が得意なんだし」

「……結局何もわかりませんね」

　寒々しい牢ろうの中で、マーゴット、ドリス、ペネロペは一斉にため息をついた。

　ドリスはがしがしと後頭部の髪をかきむしりながら、

「刺客とか言われてたけど……俺たち、別の誰かと誤解されてるのか？」

「誤解というよりは意図的に濡ぬれ衣ぎぬを着せられたように感じます」

　ペネロペの言葉にマーゴットが頷うなずいた。

「あの案内役の兵士が怪しいわ。あいつが姿を消した後すぐに私たちは捕まったから」

「そうなるよう仕向けたってわけか。くそっ、迂う闊かつだったな」

「でもそうだとしても、どうしてわたしたちを捕まえる必要があったのでしょうか……」

　うーんと唸うなっていると、外から近付いてくる足音があった。

　それは三人が入れられた牢ろうの前で止まる。

「……あん？　誰だれだお前」

　ドリスは牢の鉄格子越しにその人物を睨にらむ。

　現れたのは軍服姿の、眼鏡めがねをかけた青年だった。ただし他ほかの軍人と違って雰囲気は柔らかく、優やさ男おとこ然としている。

　彼はにっこりと笑い、警戒心を露にするドリスたちに言った。

「あなたたちを助けに来ました」





　シャーロットはゼノビア・Ｑ・ランチェスターの私室に招かれていた。つい先ほどあのような事件があったばかりなので、扉一枚を隔てた部屋の外には無数の近衛兵が待機している。

　シャーロットはゼノビアに勧められて座面の広い、横長の椅い子すに座っていた。

　一方、部屋の主あるじはまだパニエを着けたままだったので立っている。

　大陸は大きく帝国、軍国、群集列国の三つの領土に分かれる。相手がそのうちの一国を統べる王とわかっては、シャーロットもさすがに緊張を禁じ得なかった。自分ひとりだけ腰を休めているという状況にも却かえって恐縮し、椅子に深く腰かけることもできない。そもそも何の地位も持たない人間が王の私室に招待されていること自体が異常なのだ。

　それでなくてもシャーロットは複雑な心境を抱えている。目の前の少女が王であるということを知ったとき、内心で嫉しつ妬とじみた感情を覚えたことを否定できずにいた。

　片や王の地位に就いた少女。

　片や皇室の血統を放棄した少女。

　極めて対照的なふたり――思うところはたくさんあった。

　何より“〝Ｅ”〟の名を棄すてて生きていくと決めたにもかかわらず、一瞬でもゼノビアをうらやむ気持ちを抱いてしまった自分を恥じ入る感情もあった。

　そんなこちらの内心をよそに、ゼノビアは話し始めている。

「見ての通り吾われはこの年齢と性別だ。先代の総そう席せきと代替わりするときも反対の声は少なくなかった。それは小さな内紛にまで発展し、結果、優秀な幹部や争いとは関係のない学者までもが命を落としてしまった。これは代々総席の座を継いできたランチェスター家の汚点だ」

　少女王は真まっ直すぐにこちらを見つめながら続ける。

「そして情けない話だが、その内紛は現在も尾を引いている」

「……あなたが総そう席せきであることに反対している者がまだいる、ということですか？」

「そうだ。そいつらは姑こ息そくにも吾われの支持者である軍師の不在を狙ねらい、吾の暗殺を企ててきた。そなたらの来訪に合わせた上で、な」

「……」

「もしも吾が何者かの凶刃に倒れるようなことがあったとき、そこに亡命者という異分子がいればそちらに暗殺の容疑を向けやすくなる。そなたらは体よく利用されたのだ。こちらもある程度想定していた事態だが、奴やつらがこれほど早くに仕掛けてくるとは思わなかった。ここまで形なり振ふり構わないとはよほど焦っていると見える」

　シャーロットは唇を噛かんだ。

　ドリスたちが囚とらわれの身になったということはすでに聞かされている。

「一刻も早く三人を牢ろうから解放してください。そこまでわかっているのなら、この茶番の首謀者にも見当がついているのでしょう？」

　ああ、とゼノビアは認めた。

「すでに手は打ってある。とりあえずのところは安心してほしい」

「勝手な言い草を！　私たちを巻き込んでおいて――」

「本当に申し訳なかった」

　シャーロットは完全に意表を突かれた。

　少女王がその王冠を脱ぎ、深々とこちらに頭を下げたのだ。

「出し抜かれたのは吾の罪だ。すまない」

「……一国の王がそんなに簡単に頭を下げていいのですか」

　ゼノビアは顔を上げ、苦笑いを浮かべる。

「あまり好ましいことではないだろうな。だが罪は罪だ」

　帝国に見捨てられた自分たちは軍国へ亡命するしか道がなかった。だからそんな自分たちの生殺与奪の権を握っているのは誰だれでもない、このゼノビアだ。その彼女が謝罪をするなど、第三者からすれば愚の骨頂と言えただろう。

　それがわからないはずがないのに、ゼノビアは真しん摯しに向き合うことをためらわない。

　――調子が狂う。

　まるであの女騎士を前にしているようで、居心地が悪い。

　どうして、とシャーロットはゼノビアに問うた。

「一国の王が何な故ぜ、たかが亡命者に過ぎない私との対話を望んだのですか」

「……聞いてみたかったんだ」

　答えるその一瞬だけ、彼女は視線を逸そらした。

「血統を棄すてたとき、どんな世界が見えるのか」

　シャーロットは目を見開く。その問いの意味は――

　行こう、とゼノビアが唐突に背中を向けた。

　会話を打ち切るように――疲れた表情を隠すように。

　シャーロットは慌てて席せきを立つ。

「ど、何ど処こに？」

「言っただろう、手は打ったと。――捕り物の時間だ」





　青年の協力によりドリスたちは地ち下か牢ろうからの脱出を果たしていた。見張り番の看守は青年が予あらかじめ薬で眠らせていたらしく、脱出そのものは拍子抜けするほど簡単だった。

「つまり俺おれたちは王様暗殺の濡ぬれ衣ぎぬを着せられた、ってわけか」

　その通りです、と先導する青年が頷うなずく。

「僕は無実のあなたたちを逃がすよう、少女王から命じられました」

　地下牢を出た今、一行はシャーロットの許もとに向かっていた。青年の案内を頼りに見知らぬ廊下を駆け抜ける。彼が意識してそのような道を選んでいるのか、不思議と誰だれかと鉢合わせるようなことはなかった。

「あなたたちがこのまま囚とらわれていては真相は闇やみに葬られてしまう。だから僕たちとしても何とかして冤えん罪ざいを晴らさなければならないのです」

　なるほど、と彼のすぐ後ろに続くドリスが声をあげる。

「事情は大体わかった」

「察しがよくて助かります。さあ急ぎましょう。皆さんのお仲間を迎えに――」

「それで、あんたはいつ何処で俺たちを始末するつもりなんだ？」

　青年が足を止めた。

　同じように立ち止まったドリスたちに対し、彼は半はん身みで振り返る。

「……何のことでしょうか」

　マーゴットが吐き捨てた。

「とぼけないで。私たちは同じ手を食うほど馬ば鹿かじゃないわよ」

「あなたが話してくれた事情は概おおむね本当のことなのだと思います。嘘うそに事実を交えると信しん憑ぴよう性せいが増しますからね」

　ただ、とペネロペが冷静に言う。

「あなたの目的はわたしたちを逃がすことではなく、表向き“〝脱走した”〟ということにしてわたしたちを人知れず始末し、改めて総席暗殺の容疑を被かぶせること。それこそ真相を闇に葬るために」

　自分たちが似た方法でこの国に亡命したように。

「違いますか？」

　青年は答えない――否、その手を挙げることで答えとした。

　その挙手に応じ、前方の曲がり角からぞろぞろと兵士どもが現れる。いずれも軍服で身を固めていたが、手にした武器は種類がまちまちで不ふ揃ぞろいの印象が強い。正式な軍人ではなく寄せ集めの群れだということが一目でわかった。

「よく気付いたな」

　青年は本性を露にする。

　優やさ男おとこ然としていた面を醜く歪ゆがめ、陰気な眼まな差ざしでドリスたちを睥へい睨げいした。

　ドリスは鼻で笑い、

「ちょいと話が上う手ますぎるんだよ、あんた」

「それは不覚だった。今後は気をつけることにしよう」

　お前たちを殺した後でな、と青年が兵士どもにかかるよう合図を送ったとき。



「――――そなたに今後は無い」



　その声は朗々と一同の耳じ朶だを打った。

　青年はドリスたちの肩越しに声の主を見つけ、歯は軋ぎしりをする。

「少女王……！」

「ごきげんよう若造。そなたは確かジャスパー家の子息だったか」

　ドリスたちも背後を顧みる――そこには何十人もの軍人が出現していた。ただしこちらは青年側と違って得物がサーベルに統一され、整列の仕方も堂に入ったものだ。

　そしてそんな彼らを率いるように、ひとりの少女が立っていた。

「まったく、厄介なことになったわね」

　マーゴットが毒づく。ドリスとペネロペも互いの背中をかばい合う。図らずも彼女たちは軍国の人間たちに前後を挟まれる形になっていた。

　しかし相対する少女と青年は三人を無視する形で会話を続けている。

「看守を買収するならばもう少し金を積むべきだったな。ジャスパー家の子息よ」

　少女は華やかなドレスをまといながらも不思議な威厳に満ちていた。堂々とした風情で青年を睨ねめつけ、この場における誰だれよりも存在感を放つ。

「……泳がせたのか。僕を」

　青年がうめくように言うと、少女は口角を上げた。

　あからさまな嘲ちよう笑しようを浮かべる。

「そなたの父は幹部陣の中でも特に吾われに反抗的だからな。造反者の候補には挙がっていた。しかしあまりに予想通りなので却かえって拍子抜け――」

「要するにお前も私たちを利用したということか。ゼノビア・Ｑ・ランチェスター」

　声は少女が背負った人垣の、さらにその向こう側から起こった。

　廊下に居合わせた全員がそちらを振り返る。

「造反の首謀者を誘おびき出し、証拠を掴つかむためにわざと隙すきを作って己おのれを襲わせた……真に姑こ息そくなのはどちらなのやら」

　真実を追求する声はなおも続いている。

　通せ、という少女の命令に軍人たちの隊列がふたつに割れ、闖ちん入にゆう者に道を譲った。

　そこから姿を見せたのは――

「シャーロット様！」

「ご無事だったんですね！」

「お前たちこそ大事ないようでよかった」

　喜びの声をあげるドリスたちにシャーロットは微笑ほほえむ。

　しかしすぐに表情を引き締め、軍人たちを率いる少女の許もとへと歩み寄った。

　ふたりの少女がまなじりを決して対峙する。
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「先ほどの謝罪は見せかけだったのか、ゼノビア」

「見せかけではない。本心から詫わびたつもりだ」

「そのつもりではあっても、お前が私たちを利用したのは本当だろう」

「うむ。認める」

　ゼノビアは眉まゆひとつ動かさず答えていく。その真顔からは彼女が何を考えているのか読み取ることはできなかった。

　シャーロットは嘆息する。

　――もううんざりだ。

　自分たちが独立交易都市であの女騎士や刀鍛冶ブラツクスミスたちと出会い、戦ったのは、シーグフリードなる男に謀はかられたためだ。愚かにもそいつの甘言にすがった自分たちは帝国に見捨てられ、軍国への亡命を選ばざるを得なくなった。

　その軍国でさえもいいように利用される始末。

　うんざりだ、と思う。

「あくまでお前たちがそうくるなら、もういい。この国への亡命などこちらから願い下げだ」

　目の前のゼノビアが瞳ひとみを見開く。

　なめるなよ、とシャーロットは吐き捨てた。

「私はシャーロット・フィーロビッシャー。帝国を棄すてた女だ」

　独立交易都市を発たつとき、あの女騎士――セシリー・キャンベルに宣言したのだ。

『だがこのままで終わらない』

　自分は“〝Ｅ”〟の名を棄てたけれど、かといってそれで何もかもを諦あきらめたつもりはない。

　――利用される人生などお断りだ。

　私は私の道を生きる！

「ドリス、マーゴット、ペネロペ。そういうことだが構わないか」

　軍人たちに包囲された、三人の仲間に問いかける。

　彼女たちは詳しい事情を知らないはずだった。

　なのに――

「俺おれたちの答えはいつだってひとつだぜ」

　こちらを真まっ直すぐに見つめて即答してくれた。



「「「すべてはシャーロット様のために！」」」



「よろしい。ならば私たちの覚悟をここにいる愚か者どもに知らしめてやろう」

　シャーロットは唇の端を吊つり上げ、

「ひとり残らずぶちのめせ」

　あいよ、と真っ先に動いたのはドリスだった。

　計画を少女王に見破られ、今までずっと棒立ちしていた青年のほうへと、飛ぶ。

「え」

　ドリスが放った豪快な飛び蹴げりは彼の顔面を捉とらえる。砕ける眼鏡めがねと迸ほとばしる鼻血。真正面から鮮やかに蹴り飛ばされた青年は背後にいた部下たちに抱きとめられた。

「鬱うつ憤ぷんたまってんだよ、こっちはなぁ！」

　ドリスが叫ぶのと呼応するように、別の二箇所からも戦おののく声が起こる。

　ゼノビア側の陣営に向かってマーゴットが、青年側の陣営に向かってペネロペがそれぞれ飛び出したのだ。マーゴットは先頭にいた軍人の身体からだを巧たくみな手並みで投げ飛ばし、かつ彼のサーベルをかすめ取って己おのれの得物とする。一方のペネロペは持ち前の格闘術の腕で軍人もどきの男たちを次々と張り倒していく。

「私たちは――」

「容易たやすくないですよ！」

　不意を打たれた双方の陣営は出鼻こそ挫くじかれたものの、すぐに応戦を始めた。仲間たちに遅れまいとドリスも戦いの中に飛び込み、城内の廊下はたちまち乱闘の体を成す。

　打撃と剣けん戟げきの音、怒号、悲鳴が満ちる中――

　周囲の喧けん騒そうをよそに、シャーロットとゼノビアはなおも対峙していた。

「一国を束ねるということはそなたが想像する以上に難しく、疲れるものだ」

　ゼノビアが眉み間けんに皺しわを寄せながら告げる。

「下についたすべての者が吾われを支持してくれるわけではない。時にはこうして造反者をあぶり出すような真ま似ねもしなくてはならない。……しかしランチェスター家のひとりとして、国を背負う者として吾は一歩たりとも退しりぞくわけにはいかないのだ。そのために利用できるものは何だって利――」

「血統を棄すてたときにどんな世界が見えるのか、さっきそう訊きいてきたな」

　不意に切り出され、ゼノビアはうろたえつつも頷うなずく。

　シャーロットはきっぱりと言ってやった。

「何も変わらない」

「……変わら、ない？」

「何を棄てようとも私は私のままで、そしてお前はお前のままだ」

　吾は吾のまま……。忘我した面持ちでゼノビアが呟つぶやく。

　拳こぶしを握ることすらできず両腕を力なく垂らし、うなだれ、棒立ちする。迷子のように。

　シャーロットはそのような彼女から決して目を逸そらさなかった。

　ゼノビア・Ｑ・ランチェスター。

　総そう席せきの証あかしである“〝Ｑ”〟の名を継承する者。

『そして一部の家臣は侮ぶ蔑べつの意味を込めて吾のことを『少女王』と呼ぶ』

　その小さすぎる背中に国を背負い、疲れ果て、途方に暮れてしまった王。

　自分にあり得たかもしれない未来――もうひとりのシャーロット。

　まるでこの世にひとりぼっちみたいな少女。

『もう、強がるな』

　――セシリーもあのときこんなふうに私を見ていたのだろうか。

　ならば教えてやろう。

「今から私はお前に決闘を申し込む」

　自分があの女騎士から学んだことを。

　心が臆おくし、足を止め、退しりぞいてしまうとき――そんなときはただひとつ譲れないものを思い出せばそれだけで十全だということを、教えてやる。

「けっとう……？」

「そうだ。私とお前との果たし合いだ」

　独立交易都市であの女騎士と自分がしたような――

　ゼノビアは困惑したように目を瞬しばたたいている。

「お前は私を利用しようとする。私はそんなお前を全力で拒否する。だったらもう、ぶつかり合うだけだろう。お互いが納得するまでな」

「どうして吾われがそのようなことを」

「臆おくしたのか少女王」

　シャーロットはゼノビアの胸むな許もとに拳こぶしを突きつけた。

「名前を棄すてたって私は私、何も変わらない。だから私はこの拳で進む。私の信じるところを進み続け、その道に立ちはだかる者がいればぶちのめす。……さあ軍国の王よ、お前はどうするのだ？」

「……」

「お前はお前の拳をどう使う？」

「吾の、拳……」

　ゼノビアはこちらの拳を見つめ、そして己おのれの手を見やる。力なく開かれた手。

　物思うように沈黙を挟んでから、訊たずねてきた。

「決闘の方法は」

「御託はいらない。どちらかが倒れるまで殴り合おうじゃないか」

「倒れるまで殴り合う、か」

　ゼノビアは顔を上げた。

「……悪くない。ああ、存外に悪くない」

　何かを見失い、茫ぼう然ぜんとしていたはずの表情が見る見るうちに色づいていく。

　力なき拳が力強く握られる。

「よかろう――とことんやり合おうではないか！」

　とても面白いモノを見つけたみたいに彼女は破顔した。

　満面の、歳とし相応の少女らしい笑みで。

　触発されたようにシャーロットもまた口くち許もとを歪ゆがめた。

「そなたらは一切手を出すでないぞ。これは吾らふたりだけの戦いだ！」

　ゼノビアが周囲の軍人たちに向かって叫ぶ。不干渉を命じられた彼らは困惑したように顔を見合わせるが、そこへドリスが雄お叫たけびをあげて殴りかかってきたのでそちらに気を取られた。

　乱闘を背景に、ゼノビアとシャーロットは不敵な笑みで睨にらみ合う。

「手加減は無用だぞ、シャーロット・フィーロビッシャー！」

「それはこちらの科白せりふだ、ゼノビア・Ｑ・ランチェスター！」

　互いの叫びをきっかけに、両者は拳を振ふり被かぶった。

　片や王の地位に就いた少女。

　片や皇室の血統を放棄した少女。

　対照的なふたりはしかしそんなことも関係なく、身ひとつで存分に殴り合った。
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　乱闘は遅れて駆けつけてきた兵士たちの介入によって落着した。

　恐れ多くも軍国の最高責任者である『総そう席せき』の暗殺を目もく論ろんだ者たちは、当然の如ごとく御用となった。今後は彼らの証言を基に、芋づる式に他ほかの造反者を見つけ出すつもりらしい。

　そして――

　シャーロットたちは騒ぎが収まった直後に謁えつ見けんの間へと通されていた。総席と謁見するための広間。そこに通されるということはつまり、四人は正式な客人として軍国に迎え入れられたことを意味する。

「改めて紹介しよう。吾われの名はゼノビア・Ｑ・ランチェスター」

　広間の最奥に位置する玉座に腰を下ろし、ゼノビアは言った。

「人は吾のことを『総席』または『少女王』と呼ぶ。そなたらも好きな呼称を使ってくれ。もっとも吾はファースト・ネームで呼ばれることを好むが」

　彼女のそばには数十名に及ぶ幹部や近衛たちが控えていたが、彼らは誰だれもが唖あ然ぜんとした様子だった。ゼノビアのなりを見ればそれも仕方のないことだとわかる。

　台風にでも遭ったみたいにめちゃくちゃに乱れた御お髪ぐし。

　顔面のあちこちにできた生傷。痛々しく腫はれ上がった頬ほおや瞼まぶた。

　衣装もひどい。埃にまみれて薄汚れたドレス。スカートの裾すそは引き裂かれ、玉座の片隅にはパニエの残ざん骸がいが転がっていた。靴などは騒動の際に紛失したらしく、今も擦り剥むいた素足をはしたなくさらしている。

　幹部たちが青ざめるほどに、ゼノビアは凄せい惨さんな有り様だった。先ほどから早く治療を受けるよう勧められているが彼女は聞く耳を持たない。

　一方のシャーロットたちもゼノビアに負けず劣らずぼろぼろだった。彼女らは玉座の少女王と向かい合うように跪ひざまずいていたが、それは礼儀に則のつとっているというよりは疲れて身体からだを休めているといったほうが正しい。

「この度の一件ではそなたたちに大変な迷惑をかけてしまった」

　ゼノビアの言葉に「本当だよ」とドリスが呟つぶやく。その脇わき腹ばらを左右からマーゴットとペネロペが肘ひじでつついたが、少女王はドリスのぼやきを聞き逃さなかったらしい。彼女が次に取った行動は幹部たちをさらに仰天させた。

　王冠を脱ぎ、シャーロットたちに向かってぺこりと頭を下げたのだ。

「ごめんなさい」

　しおらしい謝罪。シャーロットの横でドリスたちが驚いたように瞬まばたきする。

「シャーロット殿」

　顔を上げたゼノビアは、顔色を窺うかがうようにたどたどしく問うた。

「その……亡命を取り消すという考えは、やはり変わらないのだろうか」

「……」

　シャーロットは答えず、ただじっと少女王のほうを見ている。

　ひどく淡白な表情だ。

「わ、吾われはそなたのような人間にこそそばにいてほしいのだ！」

　その視線に耐え切れなくなったのか、ゼノビアが切羽詰まったように訴えた。

「悔しいが吾はまだ幼い。王として足りない部分は多く、時には心に迷いを抱いてしまうこともある。だから傍らにそなたがいてほしい……未熟な吾を叱しかり、支え、力になってほしいのだ！」

「王として相応ふさわしくなるために、また私を利用するということですか？」

「ち、違うッ、そういう意味ではない！　ああどうしたら伝わるのだこの気持ち！」

　王冠を手に懊おう悩のうする少女王。

　シャーロットはこらえきれず噴き出した。

「いやすみません。ちょっと意地悪をしました」



    

  
    
      



    

  
    
      「え……」

　言葉を失うゼノビアに背を向け、従者たちを振り返る。

「よいな？」

「もちろんさ」

「異存ありませんわ」

「何ど処こまでもお供しますよ」

　ドリス、マーゴット、ペネロペが心得ているように答えた。

　――この三人を心の底から誇りに思う。

　シャーロットは彼女らに頷うなずき返し、少女王に視線を戻した。

「確か決闘は引き分けでしたね、ゼノビア様」

「え。あ、ああ」

「ならばこちらの意見を一方的に押し通すことはできません。予定通り私たちの身柄、貴国で受け入れていただけますでしょうか」

　ゼノビアが玉座から立ち上がって走り出す。幹部たちの制止も振り切って全力で抱きついてくるのを、シャーロットは優しく受け止めた。

「これからは吾われを本当の姉妹のように思って接してくれ！」

「……いいのか？」

「問題ない！」

「わかったよ、ゼノビア。これからよろしく頼む」

「ああ！」

　腕の中の温ぬくもりに自然と頬ほおを綻ばせながら、シャーロットは決意する。

　――この小さな少女の力になろう。

　皇室の血統だとか“〝Ｅ”〟の名だとか失った未来だとか、そういった瑣さ末まつなことに関係なく純粋に彼女の力になりたいと思う。

　自分のすべてをなげうって、もうひとりの自分の進む先を見守る。

　それは痛みではなく温もりを伴う覚悟だ。

　ゼノビアは身体からだを離し、莞かん爾じたる笑みで言った。

「そうと決まれば歓迎の準備だッ。ここまでの亡命は長旅だったからろくな物を食べていないだろう？　すぐにでも食事を用意させよう。好物があれば何でも言ってくれ。なあに、遠慮は要らないぞ！　ああいや、その前に怪け我がの治療が先か？」

　シャーロット、ドリス、マーゴット、ペネロペの四人は顔を見合わせた。

　確認せずとも皆の心は通じ合っている。

　声を揃そろえ、食事よりも治療よりも何よりもまずそれを求めた。

　ぼろぼろの身体から異臭を放ちながら――



「「「「お風ふ呂ろに入りたいです」」」」



    

  
    
      
あとがき



　こんにちは、三み浦うらです。

　本書は『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス #13.Valbanill』ということでいよいよ最後の戦いが始まるシリーズ第13巻です。前巻で色々なことが好転していったセシリーたち。この勢いのまま突き進むのかと思いきや、そうは問屋が卸さない。まだ彼らがちゃんと向き合っていないことが残っているのです。そしてそのような中でついに始まる帝政列集国の侵攻――といった内容になっています。



　今巻には本編の他ほかに、以前アニメのＤＶＤ特典として書き下ろした番外編も収録されています。あとがきの前に本文から読まれた方は「えっ!?」と驚かれたことと思います。

　完結の引き延ばしをした、というわけではもちろんなくて。

　実は最後を飾るエピソードがどうにも一冊で収まりそうになかったので、やむなく前後編に分け、余ったページを過去に書いた番外編に埋めてもらったという次第です。そのせいで本編がものすごく中途半端なところで続いてしまいましたが（本当に申し訳ありません！）、その分、次巻で爆発する予定です。いろんなものが。どうかご期待ください。

　番外編を書き下ろしたのは二年以上も前ということもあって文章の雰囲気からして現在と違い、内容もシリーズ開始当初のもの（作中時間でほぼ一年前）なのでかなり本編と温度差がありますが、そういったところを比較しつつ楽しんでもらえたらと思います。ちなみに二編の時系列はルークの話が１巻と２巻の間、シャーロットたちの話が２巻の第４話「皇女」のその後、となっております。



　今回も屡る那なさんの絵は素晴らしいです。特に新アリアのイラストは見ているだけで何度も泣きそうになりました。一方、表紙のセシリーのエプロン姿は新妻的なイメージで描いていただきました。自分で指定しておいてアレですが本編が最終決戦を迎えたとは思えない雰囲気です。でもすごく好きです。いつも本当にありがとう屡那さん。

　担当さんを始めとする関係者の方々にはもう一生頭が上がらないです。すみません、でもありがとうございます。最後の最後まで一緒に戦っていただけたら嬉うれしいです。



　エピローグはずっと前から決めています。後はそのラストを目指すだけ。シリーズが始まってもう五年近くも経たってしまいましたが、どうか見届けていただけたら幸いです。

　それではまた、機会に恵まれたら会ってください。

平成二十四年六月　三浦勇いさ雄お
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